
第 号

❶

 京
丹
後
市
丹
後
町

 

さ
さ
え
合
い
交
通

❷
 男

鹿
半
島

 
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
　

❸

 岐
阜
市

 Ｂ
Ｒ
Ｔ

❹

 明
知
鉄
道

 食
堂
車
事
業

❺

 高
山
市
・
京
王
電
鉄
バ
ス

 

貨
客
混
載

❻

 永
平
寺
町

 

永
平
寺
参
ろ
ー
ど

こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通
と

そ
の
観
光
対
応
の

方
向
性
を
考
え
る

1.旅
行
者
と
地
域
を

結
び
つ
け
る

公
共
交
通
の
可
能
性

2.公
共
交
通
の
維
持
・

活
性
化
へ
向
け
た

取
り
組
み
事
例

3.地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

自
動
運
転
の
可
能
性

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

4.

地
域
交
通
を
め
ぐ
る

環
境
変
化
と
観
光
需
要
取
り
込
み
の
可
能
性
塩
谷
英
生

発 行 日

2 0 1 8  年 4 月 1 3 日

発 行 所

公 益 財 団 法 人 日 本 交 通 公 社
〒 1 0 7 - 0 0 6 2 東 京 都 港 区 南 青 山 二 丁 目 7 番 2 9 号 日 本 交 通 公 社 ビ ル

t 0 3 - 5 7 7 0 - 8 3 5 0
htt p:// w  w  w.jt b. o r.j p

編 集 室

t 0 3 - 5 7 7 0 - 8 3 6 4
（ 観 光 文 化 情 報 セ ン タ ー 内 ）
k a n k o u b u n k a @jt b. o r.j p

編 集 人

有 沢 徹 郎

発 行 人

末 永 安 生

表 紙 デ ザ イ ン

川 口 繁 治 郎 （ R iv e r s  M o r e ）

制 作 ･ 印 刷

株 式 会 社 R E GI O N

禁 無 断 転 載

I S S N  0 3 8 5 - 5 5 5 4

第 4 2 巻 2 号 通 巻 第 2 3 7 号

第
　
回1 2

わ
た
し
の
１
冊

【
連
載
】

『
京
都
の
平
熱
』
鷲 田 清

一
・
著

鈴 木 理

策
・
写 真

立 教 新 座 中 学 校  ・  高 等 学 校

 校 長

村 上 和 夫 第
　
回

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

1 2

活
動
報
告

福
永
香
織

ツ
ー
リ
ズ
ム
・

リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う

考
え
方

ゲ ス ト ス ピ ー カ ー獨 協 大 学 教 授

 山 口

 誠
氏

視 座
5.

弘
南
鉄
道
の
時
間

敬 愛 大 学

 根 本 敏 則

首
都
大
学
東
京

清
水
哲
夫

永 平 寺 町

 

伊 藤 聡 一

福 島 大 学吉 田

 樹

金 沢 大 学

 菅 沼 直 樹

塩 谷 英 生

巻
頭
言

 こ
れ
か
ら
の

地
域
交
通
と

観
光

特
集

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
観
光
戦
略
に

つ
い
て

〜
日
韓
国
際
観
光

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

２
０
１
７
よ
り
〜

福
永
香
織

A p r il
2 0 1 8

【 特 集 】

こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通
と
観
光

A
pril
 
2
018

号

機 関 誌

機 関 誌

機 関 誌

2 3 7
2
3
7

2 3 7

To u r i s m C ult u r e

明 色 DI C 2 5 5 0

暗 色 ス ミ

観 光 文 化 _ 2 3 7 号 _ 表 紙 1 _ 4.i n d d   1 2 0 1 8 / 0 4 / 0 4   1 1: 1 6



　気になる観光の話題を、独自の観点で切り取った「研究員コラム」。ここではその冒頭をご紹介します。
全文は当財団のホームページでご覧ください。隔週月曜日の更新です。

熊本地震被災地の今�[vol.365]� 牧野博明
東日本大震災と同様に震度7を記録した熊本地震も、2018年4月に3年目を迎えました。こち
らも完全復旧に至るまでには道のり遠く、現在も復旧工事が急ピッチで進められています。い
ずれの地震も、生活面だけでなく、観光面にも大きな影響を与えています。この影響を科学的
に分析・把握することを目的に、当財団では熊本地震発生以降、九州産業大学と共同で、熊
本地震が観光に与えた影響に関する調査・研究を実施しています。

地元の観光振興への寄与を考える�[vol.364]� 福永香織
2016年8月にオフィスが旅の図書館と一体となって南青山に移転した。今回の移転はいつも
と違い、終の棲家となることを意識している。顔が見える“ご近所さん”も増え、地域とのつな
がりを以前より強く感じているところである。まずは旅の図書館として港区の観光パンフレッ
トなどが置けたらと考えていたこともあり、港区が実施する「MINATOシティプロモーションク
ルー認定事業」の認定を受け、昨年から館内の一角に港区専用の観光パンフレットラックを
設置している。

富士山登山者アンケートにおける複数手法の比較検証�[vol.363]� 中島泰
静岡・山梨両県では、富士山登山者を対象に、登山道や山頂の混雑状況や、世界文化遺産
としての富士山に対する認識などを尋ねるアンケート調査を毎年実施しています。対象は、富
士山登山を終えた18歳以上の男女で、毎年1,000人以上の登山者から協力を得てデータを
集計・分析しています。2017年は「現地回収」方式に加えて2種類の調査を実施しています。

訪日客の地方訪問意向について考える�[vol.362]� 外山昌樹
当財団では、インバウンドの効果を大都市圏以外にも波及させるという問題意識のもと、訪日
外国人旅行者の地方訪問というテーマについて、継続的に研究を行ってきました。
今回のコラムでは、株式会社日本政策投資銀行と当財団が共同で実施している「DBJ・JTBF 
アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（平成29年版）」のデータを用いながら、訪日
外国人旅行者の地方訪問をいかに促進させるかという点について考えたいと思います。

統計からみた訪日市場の変化と宿泊業の設備投資�[vol.361]� 塩谷英生
訪日市場の拡大が続いている。国際旅行市場も欧州が回復基調にあるなど堅調な伸
びを維持しており、観光立国推進基本計画に掲げる2020年オリンピック年の4,000
万人達成も現実味を帯びてきた。一方で、旅行消費単価は15年まで上昇を続けたも
のの、16年に11.5％減少し、17年は横ばい気味に推移している。要因は様々だが、大
きな流れとしては、市場の裾野の広がりが、LCCや民泊などを利用する層を伴って進
行している状況がある。

まちづくりと観光事業の間にある壁⑧“人”へのまなざし�[vol.358]� 後藤健太郎
「後藤さん、何か参考になる地域の取り組みはありますか。」「観光政策とか、そ
ういうことではなく、 取り組んでいる “人”が生き生きしている地域はどこです
か？」私はこの質問を受けたとき、正直言葉に詰まってしまいました。端的に言え
ば、「自分の眼でちゃんと人を見ていますか」と問われたということだと思います。

「研究員コラム」の紹介
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母
校
で
あ
る
弘
前
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
抜
け
て
降
り

た
と
こ
ろ
に
「
弘
高
下
」
と
い
う
弘
南
鉄
道
の
駅
が
あ

る
。
昔
も
今
も
30
分
に
1
本
電
車
が
来
る
。
地
方
に
し

て
は
便
利
な
駅
と
い
え
る
。
高
校
生
時
代
に
は
、
う
っ

か
り
発
車
時
間
に
遅
れ
て
も
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

「
N
先
生
は
お
も
し
ろ
い
」「
T
君
と
A
さ
ん
が
付
き

合
い
始
め
た
」
な
ど
噂
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
次

の
電
車
が
来
て
く
れ
る
。
彼
女
は
と
て
も
お
し
ゃ
べ
り

だ
っ
た
。

　
弘
南
鉄
道
に
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
る
は
ず
だ

が
、
東
京
で
２
分
お
き
に
来
る
地
下
鉄
で
通
勤
し
て
い

る
と
い
つ
の
間
に
か
都
会
人
に
な
り
き
っ
て
い
て
、
そ

の
記
憶
を
た
ど
ろ
う
と
も
し
な
い
し
、
た
ど
ろ
う
と
し

て
も
断
片
を
う
ま
く
繋
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
都
会
人
は
「
電
車
が
遅
れ
て
い
ま
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
あ
れ
ば
、
別
ル
ー
ト
で
た
ど
り
着
け
な
い
か
、
ス

マ
ホ
で
検
索
す
る
。
さ
ら
に
会
議
に
遅
れ
る
こ
と
を
伝

え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
メ
ー
ル

を
送
ろ
う
と
す
る
。
と
に
か
く
忙
し
い
。

　
弘
南
鉄
道
を
含
め
地
域
鉄
道
の
時
間
は
ゆ
っ
く
り
し

て
い
る
。
先
日
も
東
北
の
あ
る
地
域
鉄
道
に
乗
っ
て
い

た
ら
、
遠
く
の
ほ
う
に
ス
キ
ー
場
ら
し
き
も
の
を
見
つ

け
た
が
、
ご
く
自
然
に
小
学
生
の
時
に
弘
南
鉄
道
で
ス

キ
ー
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
終
点
の
大
鰐
駅

か
ら
ス
キ
ー
場
ま
で
の
坂
道
は
ス
キ
ー
を
担
い
で
登
っ

て
い
く
の
で
大
変
だ
っ
た
。
子
供
の
足
で
１
時
間
く
ら

い
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
帰
り
は
楽
だ
。

駅
ま
で
ス
キ
ー
を
滑
っ
て
戻
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

巻 頭 言

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
き
っ

と
、
当
時
は
今
よ
り
た
く
さ
ん
雪
が
降
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
道
路
に
ほ
と
ん
ど
車
が
走
っ
て
い

な
か
っ
た
、
等
々
と
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
う
ち
に
、

目
の
前
に
そ
の
ス
キ
ー
場
が
現
れ
た
。
何
だ
、
こ
れ
は

初
心
者
用
の
ス
キ
ー
場
だ
。
思
わ
ず
「
大
鰐
は
急
で
お

っ
か
ね
ぇ
。
斜
滑
降
で
ね
ば
下
り
て
こ
れ
ね
ぇ
」
と
。

　
新
幹
線
に
も
乗
る
が
、
こ
う
は
い
か
な
い
。
高
速
で

直
線
的
に
走
る
都
合
か
ら
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
景
色
を
楽

し
め
な
い
。
仕
方
が
な
い
と
は
い
え
、
防
音
壁
も
興
ざ

め
だ
。
さ
ら
に
、
視
界
が
開
け
た
と
こ
ろ
に
出
た
と
し

て
も
、
田
ん
ぼ
や
林
が
次
々
と
後
ろ
に
飛
ん
で
行
っ
て

し
ま
う
。
ビ
デ
オ
を
早
回
し
で
見
て
い
る
よ
う
で
く
ら

く
ら
し
て
く
る
。
新
幹
線
で
は
弘
南
鉄
道
に
乗
り
換
え

る
時
間
的
な
余
裕
は
な
い
。
車
窓
風
景
を
楽
し
む
こ
と

は
あ
き
ら
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
取
り
出
し
仕
事
を
し
た
ほ

う
が
精
神
安
定
上
、
得
策
で
あ
る
。

　
多
く
の
地
域
鉄
道
が
人
口
減
少
で
経
営
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
国
、
地
方
公
共
団
体
も
財
政
制
約
か
ら
赤

字
補
て
ん
な
ど
の
経
営
支
援
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

観
光
が
少
し
で
も
収
益
向
上
に
寄
与
で
き
れ
ば
良
い
の

だ
が
、
地
域
鉄
道
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
集
客
に
役
立

っ
た
好
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
千
葉
県
い
す
み
鉄
道
の

「
こ
こ
に
は
『
何
も
な
い
』
が
あ
り
ま
す
」。
確
か
に

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
き
っ
と
、
何
も
な
い
け
ど
豊
か

な
時
間
が
あ
っ
た
田
舎
を
懐
か
し
む
私
の
よ
う
な
「
に

わ
か
都
会
人
」
に
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

地
域
交
通
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、

I
C
T
、
E
V
な
ど
新
し
い
技
術
の
進
展
や
自
動
運
転
導
入
へ
向
け
た
社
会
実
験
、

ま
た
、
B
R
T（B

us R
apid T

ransit

）、

公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
、

貨
客
混
載
と
い
っ
た
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
観
光
市
場
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
急
伸
に
加
え
、

国
内
旅
行
も
含
め
た
F
I
T
化
が
進
展
し
て
い
て
、

地
域
交
通
の
重
要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
等
の
諸
課
題
を
抱
え
た
地
域
が
、

こ
う
し
た
環
境
変
化
の
中
で
、

公
共
交
通
を
梃
子
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
際
に
、

観
光
は
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、

研
究
者
の
意
見
や
先
進
事
例
の
取
材
を
通
じ
て
考
察
し
ま
す
。

弘南鉄道の時間
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め
ぐ
ら
し
て
い
る
う
ち
に
、

目
の
前
に
そ
の
ス
キ
ー
場
が
現
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た
。
何
だ
、
こ
れ
は

初
心
者
用
の
ス
キ
ー
場
だ
。
思
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「
大
鰐
は
急
で
お

っ
か
ね
ぇ
。
斜
滑
降
で
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て
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れ
ね
ぇ
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。

　
新
幹
線
に
も
乗
る
が
、
こ
う
は
い
か
な
い
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的
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パ
ソ
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仕
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し
た
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精
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得
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で
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。
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わ
か
都
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受
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B
R
T（B

us R
apid T

ransit

）、

公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
、

貨
客
混
載
と
い
っ
た
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
観
光
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I
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。
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齢
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弘南鉄道の時間

敬愛大学
教授

根本敏則 富山ライトレール「ポートラム」

第237号 April 20181

01_観光文化_237号_巻頭言.indd   1 2018/04/04   11:10



特
集こ

れ
か
ら
の

地
域
交
通
と
観
光

巻
頭
言

弘
南
鉄
道
の
時
間

1

こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通
と

そ
の
観
光
対
応
の
方
向
性
を
考
え
る

今
後
の
地
域
交
通
に
期
待
し
た
い
３
つ
の
こ
と

2

旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る

公
共
交
通
の
可
能
性

路
線
バ
ス
の「
見
せ
方
」や
公
共
交
通
と
地
域
資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
着
目

3

公
共
交
通
の
維
持
・活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
事
例

地
域
交
通
の
維
持
あ
る
い
は
活
性
化
に
取
り
組
む
６
つ
の
事
例
と
、

そ
の
観
光
対
応
の
特
長

4

地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
自
動
運
転
の
可
能
性

〜
金
沢
大
学
新
学
術
創
成
研
究
機
構

　
未
来
社
会
創
造
研
究
コ
ア

5

視
座

地
域
交
通
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
と

観
光
需
要
取
り
込
み
の
可
能
性

事
例

1

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
公
共
交
通
の
空
白
を
埋
め
る 

〜 

京
丹
後
市
丹
後
町
の「
さ
さ
え
合
い
交
通
」

事
例

2

男
鹿
半
島「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」

〜
地
域
の
協
議
会
が
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行

事
例

3

岐
阜
市
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
幹
線
と
し
た

バ
ス
路
線
の
再
編
と
観
光
へ
の
取
り
組
み

事
例

4

地
産
地
消
の
食
堂
車
事
業
で
ロ
ー
カ
ル
線
を
活
性
化 

〜
明
知
鉄
道
の
取
り
組
み

事
例

5

高
速
バ
ス
で
地
域
産
品
を
東
京
市
場
へ

〜
高
山
市
の
貨
客
混
載
へ
の
取
り
組
み

事
例

6

永
平
寺
参
ろ
ー
ど
に
お
け
る
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み

〜
地
域
を
守
り
な
が
ら
産
業
と
観
光
を
振
興

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー 

第
25
回

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
12
回

『
京
都
の
平
熱 

哲
学
者
の
都
市
案
内
』

公
財
）日
本
交
通
公
社
発
行
図
書
の
ご
案
内
、「
観
光
文
化
」バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内 

他

表紙写真… ❶ 高山産の農産物（写真提供：京王電鉄株式会社） 
❷ 日本大正村（岐阜県恵那市明智町） ❸ 自動運転（イメージ。写真：chesky/PIXTA） 
❹ 石神の菜の花畑の中を走る里山トロッコ（小湊鐵道。写真：Traway/PIXTA）
❺ 仙台市内の循環バス「るーぷる仙台」（写真：FOTO/PIXTA） 
❻ 明知鉄道 じねんじょ列車（恵那駅～明智駅）❼ 岐阜市のBRTの象徴的な車両「清流ライナー」 
❽ 永平寺町の自動走行車両試乗体験 ❾ 人数に合わせた配車を行う「なまはげシャトル」（秋田県男鹿半島） 
 永平寺参（まい）ろーど（福井県永平寺町）   日本海を望む車窓風景（京都府 京丹後市）

表2写真…富山ライトレール「ポートラム」  表４写真…富山ライトレール「ポートラム」（写真：富山市観光協会）

機関誌

目次

観
光
経
済
研
究
部
長

塩
谷
英
生

旅
の
図
書
館 

副
館
長 

主
任
研
究
員

大
隅
一
志

永
平
寺
町
総
務
課

伊
藤
聡
一

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

観
光
経
済
研
究
部

塩
谷
英
生

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長

福
永
香
織

敬
愛
大
学 

経
済
学
部 

教
授

根
本
敏
則

福
島
大
学

経
済
経
営
学
類 

准
教
授

吉
田 

樹

事
例
１
〜
５

観
光
経
済
研
究
部

塩
谷
英
生

首
都
大
学
東
京 

大
学
院 

都
市
環
境
科
学
研
究
科 

観
光
科
学
域 

教
授

清
水
哲
夫

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校 

校
長
、元
立
教
大
学
教
授

村
上
和
夫

②

③

⑪

④ ⑦

⑧
⑨

⑤

⑥

⑩

①

日
本
大
正
村
の
ま
ち
な
み（
明
智
町)

第 号237

自
動
運
転
ユ
ニ
ッ
ト 

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
／
准
教
授 

菅
沼
直
樹
氏
に
聞
く

P

4
P

8
P

13
P

1
P

42
P

14
P

18
P

20
P

23
P

26
P

29

第
12
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

「
ツ
ー
リ
ズ
ム・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
考
え
方
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー…

獨
協
大
学 

外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科 

教
授 

山
口 

誠
氏 

鷲
田
清
一・著 

鈴
木
理
策
・写
真

〜
産
官
学
の
連
携
と
新
た
な
観
光
文
化
の
創
出
〜

旅
の
図
書
館 

特
集
テ
ー
マ
関
連
蔵
書
の
紹
介

活
動
報
告

福
永
香
織

P

41
P

50
P

51
P

38
P

32
P

46

〜
日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
７
よ
り
〜

02_03_観光文化_237号_目次.indd   2 2018/04/06   10:40



特
集こ

れ
か
ら
の

地
域
交
通
と
観
光

巻
頭
言

弘
南
鉄
道
の
時
間

1

こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通
と

そ
の
観
光
対
応
の
方
向
性
を
考
え
る

今
後
の
地
域
交
通
に
期
待
し
た
い
３
つ
の
こ
と

2

旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る

公
共
交
通
の
可
能
性

路
線
バ
ス
の「
見
せ
方
」や
公
共
交
通
と
地
域
資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
着
目

3

公
共
交
通
の
維
持
・活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
事
例

地
域
交
通
の
維
持
あ
る
い
は
活
性
化
に
取
り
組
む
６
つ
の
事
例
と
、

そ
の
観
光
対
応
の
特
長

4

地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
自
動
運
転
の
可
能
性

〜
金
沢
大
学
新
学
術
創
成
研
究
機
構

　
未
来
社
会
創
造
研
究
コ
ア

5

視
座

地
域
交
通
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
と

観
光
需
要
取
り
込
み
の
可
能
性

事
例

1

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
公
共
交
通
の
空
白
を
埋
め
る 

〜 

京
丹
後
市
丹
後
町
の「
さ
さ
え
合
い
交
通
」

事
例

2

男
鹿
半
島「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」

〜
地
域
の
協
議
会
が
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行

事
例

3

岐
阜
市
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
幹
線
と
し
た

バ
ス
路
線
の
再
編
と
観
光
へ
の
取
り
組
み

事
例

4

地
産
地
消
の
食
堂
車
事
業
で
ロ
ー
カ
ル
線
を
活
性
化 

〜
明
知
鉄
道
の
取
り
組
み

事
例

5

高
速
バ
ス
で
地
域
産
品
を
東
京
市
場
へ

〜
高
山
市
の
貨
客
混
載
へ
の
取
り
組
み

事
例

6

永
平
寺
参
ろ
ー
ど
に
お
け
る
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み

〜
地
域
を
守
り
な
が
ら
産
業
と
観
光
を
振
興

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー 

第
25
回

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
12
回

『
京
都
の
平
熱 

哲
学
者
の
都
市
案
内
』

公
財
）日
本
交
通
公
社
発
行
図
書
の
ご
案
内
、「
観
光
文
化
」バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内 
他

表紙写真… ❶ 高山産の農産物（写真提供：京王電鉄株式会社） 
❷ 日本大正村（岐阜県恵那市明智町） ❸ 自動運転（イメージ。写真：chesky/PIXTA） 
❹ 石神の菜の花畑の中を走る里山トロッコ（小湊鐵道。写真：Traway/PIXTA）
❺ 仙台市内の循環バス「るーぷる仙台」（写真：FOTO/PIXTA） 
❻ 明知鉄道 じねんじょ列車（恵那駅～明智駅）❼ 岐阜市のBRTの象徴的な車両「清流ライナー」 
❽ 永平寺町の自動走行車両試乗体験 ❾ 人数に合わせた配車を行う「なまはげシャトル」（秋田県男鹿半島） 
 永平寺参（まい）ろーど（福井県永平寺町）   日本海を望む車窓風景（京都府 京丹後市）

表2写真…富山ライトレール「ポートラム」  表４写真…富山ライトレール「ポートラム」（写真：富山市観光協会）

機関誌

目次

観
光
経
済
研
究
部
長

塩
谷
英
生

旅
の
図
書
館 

副
館
長 

主
任
研
究
員

大
隅
一
志

永
平
寺
町
総
務
課

伊
藤
聡
一

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

観
光
経
済
研
究
部

塩
谷
英
生

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長

福
永
香
織

敬
愛
大
学 

経
済
学
部 

教
授

根
本
敏
則

福
島
大
学

経
済
経
営
学
類 

准
教
授

吉
田 

樹

事
例
１
〜
５

観
光
経
済
研
究
部

塩
谷
英
生

首
都
大
学
東
京 

大
学
院 

都
市
環
境
科
学
研
究
科 

観
光
科
学
域 

教
授

清
水
哲
夫

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校 

校
長
、元
立
教
大
学
教
授

村
上
和
夫

②

③

⑪

④ ⑦

⑧
⑨

⑤

⑥

⑩

①

日
本
大
正
村
の
ま
ち
な
み（
明
智
町)

第 号237

自
動
運
転
ユ
ニ
ッ
ト 

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
／
准
教
授 

菅
沼
直
樹
氏
に
聞
く

P

4
P

8
P

13
P

1
P

42
P

14
P

18
P

20
P

23
P

26
P

29

第
12
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

「
ツ
ー
リ
ズ
ム・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
考
え
方
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー…

獨
協
大
学 

外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科 

教
授 

山
口 

誠
氏 

鷲
田
清
一・著 

鈴
木
理
策
・写
真

〜
産
官
学
の
連
携
と
新
た
な
観
光
文
化
の
創
出
〜

旅
の
図
書
館 

特
集
テ
ー
マ
関
連
蔵
書
の
紹
介

活
動
報
告

福
永
香
織

P

41
P

50
P

51
P

38
P

32
P

46

〜
日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
７
よ
り
〜

02_03_観光文化_237号_目次.indd   3 2018/04/06   10:40



4

は
じ
め
に

　

地
域
で
は
、
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め

に
観
光
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
に
成
長
が
期

待
さ
れ
る
市
場
と
し
て
期
待
感
も
大
き
い
。

こ
の
10
年
間
で
、
観
光
地
の
魅
力
を
強
化
す

る
た
め
に
、既
存
の
観
光
地
を
統
一
的
な
テ
ー

マ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
て
相
互
に

接
続
し
、
観
光
地
の
圏
域
を
よ
り
拡
げ
て
い

く
よ
う
な
観
光
圏
関
連
施
策
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
よ
う
な
観
光
圏
域
の
運
営
主
体

と
し
て
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
が
各
地
で
急

ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
地
域
観
光
の

運
営
組
織
に
と
っ
て
、
域
内
の
観
光
資
源
間

を
移
動
す
る
手
段
の
充
実
や
改
善
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
自
家
用
車
で
来
訪
す

る
日
本
人
観
光
客
だ
け
を
意
識
し
て
き
た

２
０
０
０
年
頃
ま
で
は
、
高
速
道
路
を
通
じ

た
大
都
市
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
環
境
の
改
善

に
ほ
と
ん
ど
の
興
味
が
置
か
れ
て
き
た
。
し

か
し
そ
れ
以
降
は
、
訪
日
外
国
人
、
身
障
者
、

高
齢
者
、
あ
る
い
は
車
離
れ
し
た
（
と
言
わ

れ
て
い
る
）
若
年
層
な
ど
、
観
光
地
域
へ
の

一
次
交
通
と
し
て
鉄
道
、
高
速
バ
ス
、
航
空

を
利
用
し
、
観
光
地
域
内
の
二
次
交
通
と
し

て
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
観
光

客
に
も
一
定
の
視
線
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

筆
者
の
よ
う
な
地
域
や
都
市
の
交
通
計
画

を
専
攻
す
る
専
門
家
に
と
っ
て
、
現
在
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
一
方
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る

の
が
、
来
る
べ
き
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
環
境
の

激
変
へ
の
対
応
で
あ
る
。
近
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
圧
倒
的
進
化
は
、
移
動
の

需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
Ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
や
滴
滴
（
デ
ィ
デ
ィ
）
の
よ
う
な
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
だ
け
で
な

こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通
と

そ
の
観
光
対
応
の
方
向
性
を
考
え
る

首
都
大
学
東
京
大
学
院
　
都
市
環
境
科
学
研
究
科
　
観
光
科
学
域
　
教
授

清
水 

哲
夫
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く
、
我
々
の
想
像
よ
り
も
遥
か
に
早
期
に
自

動
運
転
の
実
現
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
、
地
域
で
の
受
容
性
に
依
然
と

し
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
限
ら

れ
た
運
輸
事
業
者
が
バ
ス
な
ど
の
大
型
車
両

に
で
き
る
だ
け
乗
客
を
集
め
、
必
要
最
小
限

の
便
数
と
ド
ラ
イ
バ
ー
数
で
カ
バ
ー
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
地
域
公
共
交
通
の
事
業
構
造

を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

自
動
運
転
は
、
高
齢
化
が
急
激
に
進
行
す
る

中
山
間
地
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
す

る
し
、
観
光
施
設
前
で
下
車
後
に
車
両
が
勝

手
に
回
送
さ
れ
る
バ
レ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
施
設
近
隣
の
駐
車
場
が
不
要

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
新
技

術
や
新
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
地
域
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
環
境
が
劇
的
に
改
善
す
る
可
能
性
が
高

く
、
特
に
観
光
は
そ
の
便
益
を
最
大
限
享
受

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
瞬

間
に
一
気
に
実
現
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
時

間
を
か
け
て
徐
々
に
普
及
し
て
い
く
。
そ
の

意
味
で
、
現
状
の
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
は
引

き
続
き
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ

が
抱
え
る
課
題
に
は
依
然
と
し
て
き
ち
ん
と

向
き
合
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
特
に
観
光

振
興
を
意
識
し
た
と
き
に
、
今
後
の
地
域
交

通
に
期
待
し
た
い
こ
と
を
、
紙
面
の
制
約
が

あ
る
た
め
３
つ
に
厳
選
し
て
論
じ
た
い
。

地
域
バ
ス
交
通
へ
の
期
待

　

地
域
の
バ
ス
交
通
は
、
基
本
的
に
は
住
民

の
利
便
性
を
最
大
限
に
考
慮
し
て
、
そ
の
路

線
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
決
定
す
る
こ
と
が
原

則
で
あ
る
。
地
域
の
自
動
車
利
用
が
高
度
に

進
行
し
た
結
果
、
バ
ス
の
利
用
者
は
高
校
生

や
高
齢
者
が
中
心
と
な
り
、
路
線
は
高
校
、

病
院
、
役
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
考
慮
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
く
。
宿
泊
拠
点
を
含
め
た

主
要
な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
が
路
線
網
と
重

な
っ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
が
、
そ
う
で
な
い

場
合
に
は
観
光
客
に
よ
る
バ
ス
利
用
は
期
待

で
き
な
い
。

　

筆
者
は
地
域
バ
ス
事
業
の
収
益
性
向
上
の

た
め
に
観
光
客
を
よ
り
積
極
的
に
取
り
込
む

べ
き
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
数
年
前
に
、
あ

る
離
島
で
自
然
資
本
や
観
光
を
活
用
し
た

自
律
的
経
済
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
で

バ
ス
事
業
者
に
観
光
需
要
対
応
の
現
状
や
考

え
方
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
バ
ス
路
線
か
ら
少
し
入
っ
た
場
所

に
魅
力
的
な
集
客
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、

積
極
的
に
路
線
を
修
正
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
尋
ね
た
の
で
あ
る
が
、「
そ
れ
で
10
分
で
も

20
分
で
も
所
要
時
間
が
増
え
る
と
利
用
客
の

不
満
が
大
き
く
な
る
の
で
、
そ
う
は
感
じ
て

い
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
」と
の
返
事
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
休

日
な
ら
ば
多
少
は
我
慢
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
？
」
と
質
問
し
た
が
、「
そ
う
な
る
と

運
行
管
理
が
難
し
く
な
る
し
、
や
は
り
曜
日

に
よ
っ
て
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
る
こ
と
を
利
用
客

は
不
満
に
思
う
だ
ろ
う
」
と
の
趣
旨
の
答
え

だ
っ
た
。

　

筆
者
は
常
々
、
観
光
客
に
は
住
民
よ
り
も

＂高
い
＂
運
賃
を
も
ら
っ
て
も
い
い
の
で
は
と

考
え
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
運
賃
そ
の
も

の
を
差
別
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
観

光
客
に
は
運
賃
に
加
え
て
、
協
力
金
や
寄
付

金
の
よ
う
な
形
式
で
余
分
に
支
払
っ
て
も
ら

う
仕
組
み
を
真
剣
に
検
討
し
た
ら
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
観
光
客

向
け
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
大
幅
に
高
め
る
こ
と

で
住
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
多
少
低
下
す

る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
て
も
一
定
の
理
解
は

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

地
域
交
通
の
一
翼
と
し
て
の

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の
期
待

　

こ
の
10
年
間
で
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い

う
概
念
が
都
市
を
中
心
に
実
装
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
時
間
帯
で
あ
ら
ゆ
る

方
向
の
需
要
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
、
少
人
数
、
短
距
離
、
短
時
間
利
用
に
適

し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
Ｏ
Ｄ
（
編
集
部

注
：origin, destination=

起
点
、
終
点
）

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
、
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
長
時
間
利
用
が
中
心
と
な
る
地
域
の
観

光
シ
ー
ン
で
は
適
切
な
シ
ス
テ
ム
と
は
言
い

難
く
、
結
局
は
従
来
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
利
便

性
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

肝
心
の
都
市
部
で
も
、「
普
及
し
て
い
る
」
と

は
お
よ
そ
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

バス時刻表（イメージ。写真：Rawpixel／PIXTA）
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と
で
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
市
場
を
上
手
に

棲
み
分
け
で
き
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
バ
ス
路
線
網
の
維
持
の
た
め
に
そ
の

フ
ィ
ー
ダ
ー
（
支
線
）
的
役
割
を
担
い
、
か
つ

バ
ス
路
線
上
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
あ
る
程
度

制
約
す
る
よ
う
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
用
が

で
き
な
い
も
の
か
と
も
感
じ
て
い
る
。
こ
の

「
地
域
公
共
交
通
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
一
体
運

用
」
は
、
観
光
地
ほ
ど
そ
の
効
力
を
発
揮
す

る
と
信
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
規
制
緩
和
を
通
じ
て
ヒ
ト
と
モ

ノ
の
混
在
輸
送
も
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
中

山
間
地
で
は
、
宅
配
事
業
者
や
旅
客
輸
送

事
業
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、一
般
ド
ラ
イ

バ
ー
に
も
拡
張
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
有
償
の
貨
客
混
載
輸
送

を
担
わ
せ
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

本
源
需
要
に
対
応
す
る

地
域
交
通
の
機
能
強
化
へ
の
期
待

　

大
学
の
講
義
で
は
、
交
通
需
要
を
経
済
学

的
見
地
か
ら
二
種
類
に
分
類
し
て
教
え
て
い

る
。
一
つ
は
派
生
需
要
で
あ
り
、
目
的
地
で

の
活
動
に
付
随
し
て
＂仕
方
な
く
＂
移
動
が

発
生
す
る
。
も
う
一
つ
は
本
源
需
要
で
あ
り
、

移
動
そ
の
も
の
に
目
的
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
はIntelligent Transport 

System
 

（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
の
概
念
が
登
場
し
た

１
９
９
０
年
代
に
は
既
に
意
識
さ
れ
、
近
年

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
技
術
の
圧
倒
的

進
化
に
よ
り
実
用
性
が
向
上
し
た
も
の
で
、

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
限
界
を
打
破
で
き
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
で
は
移
動
の
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
肝
で
あ
り
、
そ
の
提

供
事
業
者
自
身
は
輸
送
事
業
を
行
っ
て
は
お

ら
ず
、
将
来
的
に
も
そ
う
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
を
多
く
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
人
口
密
度
の
低
い
中

山
間
地
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
少
し
で
も
多

く
の
住
民
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
近
い
将
来
に
高
い
確
率
で
、
既

存
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
多
く
が
業
務
効
率

化
と
収
益
性
向
上
の
た
め
に
既
存
の
主
要
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。

そ
の
時
に
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
は
な
い
一

般
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
自
分
の
都
合
で
移
動
す

る
時
に
た
ま
た
ま
そ
の
方
面
に
移
動
需
要
が

あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
自
宅
や
勤
務
先
で
空

き
時
間
が
あ
り
そ
の
近
隣
で
移
動
需
要
が

あ
る
場
合
、
を
中
心
と
し
た
輸
送
を
担
う
こ

写真：chombosan／PIXTA
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る
。
派
生
需
要
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
安

く
安
全
に
快
適
に
移
動
で
き
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。

　

一
方
、
本
源
需
要
の
場
合
に
は
、
移
動
自

身
の
楽
し
み
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

観
光
活
動
の
中
で
の
移
動
は
、
局
面
に
よ
っ

て
は
本
源
需
要
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
公
共
交
通
事
業

は
概
し
て
資
金
が
潤
沢
で
は
な
く
、
古
い
車

両
を
長
く
使
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
実
情
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
（
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
車
両
に
興
味
を
示
す
＂乗
り
鉄
＂

の
よ
う
な
層
を
除
け
ば
）
お
よ
そ
移
動
の
楽

し
み
を
提
供
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
。

　

近
年
、
地
域
の
鉄
道
事
業
で
は
古
い
車
両

を
改
装
し
た
観
光
列
車
が
続
々
と
登
場
し
て

お
り
、
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
の
集
客
コ
ン

テ
ン
ツ
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
筆
者
と
し
て
は
こ
の
流

れ
を
地
域
バ
ス
交
通
に
も
波
及
さ
せ
ら
れ
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。
見
て
乗
っ
て
楽
し
い

車
両
に
改
装
し
て
い
く
こ
と
で
観
光
客
の
需

要
を
取
り
込
み
、
同
時
に
地
域
住
民
の
プ
ラ

イ
ド
や
愛
着
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
夢
想
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
自
動

運
転
を
「
本
源
需
要
に
も
対
応
す
る
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
地
域
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
自
動
運
転
が
特
区

の
よ
う
な
制
度
の
下
で
地
域
に
導
入
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
、
手
を
挙
げ

た
地
域
で
は
実
験
的
運
行
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
実
験
的
運
行
を
一

部
観
光
施
設
周
遊
型
で
設
定
し
て
、「
先
端
的

交
通
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
一
観
光
商
品
と
し
て

売
り
出
す
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

地
域
に
お
け
る
観
光
と
交
通
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
３
つ
の
ほ

か
に
も
、
集
落
自
体
が
観
光
地
で
あ
る
地
域

地
区
で
の
駐
車
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
歩
き
や

す
い
街
路
の
実
現
の
た
め
の
広
域
的
・
局
所

的
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
地
域
交
通
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
住
民
と
観
光
客
の
コ
ン
フ
リ
ク

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
施
設
へ
の
案
内

誘
導
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
と
い
っ
た
分
野
で
や

る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
研
究
者
が
参
入
し
、
多
く
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
実
践

的
研
究
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
観
光
二
次
交

通
問
題
の
解
決
策
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

（
し
み
ず　

て
つ
お
）

本
稿
に
関
連
す
る
参
考
文
献

清
水
哲
夫
：「
交
通
学
の
世
界
か
ら
観
光
研
究
を
見
る
」『
観

光
文
化
』
２
２
１
号
（
２
０
１
４
）pp.29

-32

清
水
哲
夫
：「
交
通
を
巡
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
観
光

の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
考
察
す
る
」『
都
市
計
画
』
Vol. 

66 

No.
６

（
２
０
１
７
）pp.4

6
-4

9

清水  哲夫 （しみず  てつお）

首都大学東京 都市環境学部 自然・文化ツーリズムコース、
大学院都市環境科学研究科 観光科学域ツーリズム・モビ
リティー計画学研究室 教授。同大学地域共創科学研究セ
ンター副センター長。東京工業大学工学部土木工学科卒。
2002年博士（工学）取得。2007年東京大学大学院工学系
研究科准教授、2010年ローマ大学持続開発研究センター客
員研究員などを経て、2011年より現職、2017年より公益社団
法人日本観光振興協会総合調査研究所所長を兼務。
主な著書に『土木計画学ハンドブック』（共著、コロナ社、
2017年）、『よくわかる観光学3：文化ツーリズム学』（共著、朝
倉書店、2016年）、『自動車オートパイロット開発最前線』（共
著、エヌ・ティー・エス、2014年）など。

石神の菜の花畑の中を走る小湊鐵道里山トロッコ列車（写真：traway／PIXTA）
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は
じ
め
に

　

人
口
減
少
社
会
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
わ
が

国
に
お
い
て
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
に
は
、
地
域
内
さ
ら
に
は
地
域
間
で
人
や

モ
ノ
、
お
金
や
情
報
の
循
環
を
生
み
だ
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
第
二
次
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計

画
）
で
は
「
対
流
促
進
型
国
土
」の
形
成
が
謳

わ
れ
、
生
活
機
能
の
維
持
に
よ
る
地
域
内
の

対
流
と
と
も
に
、
交
流
に
よ
る
地
域
内
外
の

対
流
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
対
流
を
創
り
だ
す
う
え
で
、
交
通
は
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
観
光
シ
ー
ン
は
交

通
な
し
に
成
立
し
な
い
。

　

観
光
シ
ー
ン
に
お
け
る
交
通
は
、
①
旅
行

者
の
発
地
と
目
的
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
間
を

結
ぶ
地
域
間
交
通
と
、
②
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

観
光
対
象
や
宿
泊
施
設
を
結
ぶ
（
さ
ら
に
は

観
光
対
象
間
を
回
遊
す
る
）
地
域
内
交
通
と

に
分
け
ら
れ
る
。
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
開

通
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
な
ど
、
地
域
間
交
通
の

整
備
は
旅
行
者
の
誘
致
圏
域
を
拡
げ
る
が
、

地
域
内
交
通
の
充
実
は
旅
行
者
の
回
遊
性

を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
地
方
部
に
目
を
向

け
る
と
、
空
港
や
鉄
道
駅
か
ら
離
れ
て
観
光

対
象
が
位
置
す
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
生
活

者
の
交
通
は
自
家
用
車
に
強
く
依
存
し
て
お

り
、
地
域
内
の
公
共
交
通
網
は
、
高
齢
者
の

通
院
や
児
童
・
生
徒
の
通
学
に
特
化
し
て
維

持
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
た
め
、
旅
行

者
の
立
場
で
は
、
地
域
内
交
通
の
選
択
肢
が

少
な
く
、
自
家
用
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
を

運
転
し
な
い
限
り
は
、
タ
ク
シ
ー
し
か
選
べ

な
い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。
し
か
も
、
近

年
で
は
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
営
業
所
の
統
廃
合
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
地
方
部
の
地
域
内
交
通
は
、
観
光

シ
ー
ン
に
お
い
て
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
自
動
走
行
の
実
証
実
験

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
交
通
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な

ど
、
新
た
な
ソ
フ
ト
を
地
域
内
交
通
の
ツ
ー

ル
に
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て

い
る
が
、
地
方
部
を
訪
れ
る
旅
行
者
が
広
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
だ
時
間

を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
地
域
内

の
公
共
交
通
が
相
対
的
に
不
便
と
さ
れ
る
地

方
部
を
念
頭
に
、
旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ

け
る
公
共
交
通
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
観
光

シ
ー
ン
に
応
え
る
路
線
バ
ス
の
「
見
せ
方
」
や

公
共
交
通
と
地
域
資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に

着
目
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

観
光
シ
ー
ン
に
応
え
る

路
線
バ
ス
の「
見
せ
方
」

　

地
方
部
の
地
域
内
交
通
は
、
路
線
バ
ス
が

基
本
で
あ
る
。
鉄
軌
道
で
あ
れ
ば
、
線
路
や

駅
の
位
置
が
明
瞭
だ
が
、
路
線
バ
ス
の
場
合
、

車
両
の
行
先
表
示
や
時
刻
表
、
路
線
図
な
ど

を
駆
使
し
て
調
べ
る
な
ど
し
な
い
限
り
、
観

光
地
点
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
。
最
近
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

に
よ
る
経
路
検
索
が
充
実
し
て
い
る
が
、
生

活
交
通
と
は
異
な
り
、
観
光
シ
ー
ン
で
は
、

目
的
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
一
つ
の
観
光
地

点
を
単
純
往
復
す
る
と
は
限
ら
ず
、
複
数
の

観
光
地
点
を
回
遊
し
た
り
、
往
路
と
復
路
で

異
な
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
が
選
ば
れ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
内
の

路
線
バ
ス
を
「
分
か
り
や
す
く
見
せ
る
」
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
鉄
道
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
お
け
る
案
内

サ
イ
ン
を
動
線
に
則
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
ほ

か
、
路
線
バ
ス
の
場
合
は
、
系
統
の
ナ
ン
バ
リ

ン
グ
も
有
効
で
あ
る
。
路
線
バ
ス
事
業
者
は

「
系
統
番
号
」
を
設
定
し
、
車
両
の
行
先
表
示

に
用
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
運
行
管

旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る

公
共
交
通
の
可
能
性

福
島
大
学　

経
済
経
営
学
類　

准
教
授　

吉
田 

樹

2
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特集
これからの地域交通と観光
　旅行者と地域を結びつける公共交通の可能性2

第237号 April 2018

理
の
要
素
が
強
く
、
旅
行
者
の
利
便
を
考
慮

し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
池
袋

駅
と
渋
谷
駅
を
結
ぶ
都
営
バ
ス
に
は
「
池
86
」

と
い
う
系
統
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
池
袋

に
関
わ
る
バ
ス
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
る

が
、「
86
」
と
い
う
数
字
か
ら
は
経
由
地
が
読

み
取
れ
な
い
。
ま
た
、
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い

る
た
め
、
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
分
か
り

づ
ら
い
こ
と
に
加
え
、
漢
字
に
は
「
音
読
み
」

と
「
訓
読
み
」
が
あ
る
た
め
、
日
本
人
に
も
口

頭
で
は
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
う

し
た
な
か
、
埼
玉
県
秩
父
市
な
ど
１
市
４
町

で
構
成
さ
れ
る
「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
」
で

は
、
西
武
観
光
バ
ス
の
ほ
か
、
各
市
町
営
バ
ス

も
含
め
た
系
統
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
導
入
し

て
い
る（
図
１
）。
多
く
の
路
線
バ
ス
が
西
武

秩
父
駅
を
起
点
に
放
射
状
で
運
行
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
方
面
を
表
わ

し
た
う
え
で
、
秩
父
市
に
近
い
終
点
か
ら
順

に
１
、２
と
番
号
を
振
ら
れ
て
い
る（
注
１
）。

ま
た
西
武
秩
父
駅
を
終
点
と
す
る
系
統
に

は
、
鉄
道
駅
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
標
準
図
記

図1   秩父地域の路線バスナンバリング

号
）
が
バ
ス
の
行
先

表
示
に
掲
出
さ
れ
、

「
文
字
だ
け
で
説
明

し
な
い
」
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
路
線
バ
ス

を
「
分
か
り
や
す
く

見
せ
る
」
た
め
に
は
、

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
と

い
っ
た
基
本
要
素
の

改
善
が
本
質
的
に
は

求
め
ら
れ
る
。
福
島
県
会
津
若
松
市
（
人
口

12
万
人
）
は
、
鶴
ヶ
城
や
武
家
屋
敷
、
飯
盛

山
、
七
日
町
と
い
っ
た
観
光
地
点
が
市
街
地

に
点
在
し
て
い
る
が
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ

る
会
津
若
松
駅
か
ら
や
や
離
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
会
津
乗
合
自
動
車
（
会
津
バ
ス
）
が

「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」
を
運
行
し
て
き
た

が
、「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
運
行
事
業
実
行
委

員
会
」（
同
市
が
事
務
局
）
に
よ
っ
て
、
ま
ち

な
か
周
遊
バ
ス
「
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
」
の
運
行

が
２
０
０
１
年
７
月
か
ら
始
ま
り
、
逆
ま
わ

り
の
「
あ
か
べ
ぇ
」
が
２
０
０
７
年
８
月
に
始

ま
っ
た（
注
２
）。
そ
の
結
果
、
ま
ち
な
か
周
遊

バ
ス
の
乗
車
人
員
が
増
加
し
た
一
方（
注
３
）、

「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」
は
、
ま
ち
な
か
循
環

バ
ス
の
ル
ー
ト
と
重
な
る
区
間
が
多
く
、
他

の
循
環
バ
ス
も
含
め
「
導
入
当
時
の
よ
う
な

観
光
利
用
が
な
く
な
り
、
生
活
交
通
と
し
て

維
持
さ
れ
て
い
る（
注
４
）」
状
況
に
な
っ
た
。

ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
は
、
ほ
か
の
路
線
バ
ス

と
は
異
な
る
車
両
や
停
留
所
の
デ
ザ
イ
ン

が
用
い
ら
れ
、
視
覚
的
な
「
わ
か
り
や
す
さ
」

が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
ダ
イ
ヤ

（
２
０
１
１
年
４
月
時
点
）
も
、
ま
ち
な
か
循

環
バ
ス
が
30
～
60
分
間
隔
の
パ
タ
ー
ン
ダ
イ

ヤ
で
あ
る
の
に
対
し
、「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」

は
日
祝
日
に
運
休
と
な
る
便
が
多
い
。
す
な

わ
ち
、「
分
か
り
や
す
い
」
ダ
イ
ヤ
も
集
客
成

果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

２
０
１
１
年
10
月
に
「
鶴
ヶ
城
・
飯
盛
山
線
」

の
運
行
を
取
り
止
め
、
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

に
一
本
化
し
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
ル
ー

ト
新
設
や
「
あ
か
べ
ぇ
」
の
増
便
を
図
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
生
活
交
通
需
要
が
取
り
込
ま

表1   会津若松駅発バス時刻（2011年4月）

時
まちなか周遊バス 路線バス

鶴ヶ城・飯盛山線ハイカラさん あか べぇ

6 40   飯★

7 30   飯       35   鶴★

8 00      30 00   飯       30   飯★

9 00      30 15 30   飯

10 00      30 15

11 00      30 15

12 00      30 15 30   飯

13 00      30 15 00   鶴

14 00      30 15 00   鶴

15 00      30 15 00   鶴★   30   飯

16 00      30 15 00   鶴       30   飯★

17 00      30 00   鶴★   30   飯

18 00   鶴

19 00   鶴★

飯＝飯盛山まわり、鶴＝鶴ヶ城まわり、★土日祝日運休
会津若松市地域公共交通会議「路線バス時刻表」（2011年4月
1日改正版）より筆者作成。
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□5   両神庁舎

□2   上野沢

□1   小鹿野車庫

□1   ミューズパーク

□2   花見の里

□2   大滝温泉遊湯館

□2   長渕

□1   吉田総合支所

□2   吉田元気村

□1   浦山常盤橋

□3   浦山大日堂

□1   根古屋

□3   松枝

□1   和銅黒谷駅

□1   定峰

□2   定峰峠入口

□3   皆野駅

□3   秩父湖

□4   三峯神社

□5   大滝福祉C□7   中津川

□6   川又／
　  川又経由中津川

志賀坂線1  3
倉尾線1  4
小鹿野町営1 ☆

秩父市営（スクール）2  5
秩父市営2  6

小鹿野町営5 ☆
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N

蚕養神社前

會津風雅堂前

会津武家屋敷前
院内

東山温泉入口

東山温泉駅

奴郎ヶ前
飯盛山団地 和田 慶山 石山

慶山入口

御薬園入口
御薬園

飯盛山下

会津短大南口

一中前

徒の町

鶴ヶ城北口

鶴ヶ城入口
文
化
セ
ン
タ
ー
前

鶴
ヶ
城
三
の
丸
口

栄町中三丁目

老町

大和町

阿弥陀寺東

七日町中央

七日町駅前

七日町
白木屋前

大町
中央公園

大町
一丁目

大町二之町町方伝承館前
野口英世
青春広場前

野口英世
青春館前

会津若松市役所前

あかべぇ

若松駅

稽古堂

ハイカラさん

ハイカラさんルート
あかべぇルート

大町
二丁目 郵便局前

北小路田中
稲荷神社前

北
出
丸

　大
通
り

県立病院前

N

蚕養神社前

天寧寺町

会津武家屋敷前
院内

東山温泉入口

東山温泉駅

奴郎ヶ前
飯盛山団地 和田 慶山 石山

慶山入口

御薬園入口
室町

飯盛山下

会津短大南口

一中前

県立病院前

花春町

鶴ヶ城入口

大町
二丁目

大町
中央公園

大町
一丁目

市役所西口
（下り専用）

神明通り
飯盛山
まわり

稽古堂

鶴ヶ城まわり

市役所

三の丁

天寧寺経由

郵便局前

御薬園西口

合同庁舎前

［通勤通学時間帯の路線図］

鶴ヶ城北口・県立博物館前

鶴ヶ城

若松駅

れ
、
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
の
年
間
利
用
者
数

は
２
０
１
０
年
度
の
27
万
５
０
０
０
人
余
り

か
ら
、
２
０
１
５
年
度
に
は
49
万
５
０
０
０

人
余
り
に
増
加
し
た
。
観
光
需
要
に
は
波
動

性
が
あ
る
た
め
、
圧
倒
的
な
集
客
力
の
あ
る

観
光
対
象
を
有
し
な
い
限
り
、
観
光
シ
ー
ン

に
特
化
し
て
地
域
内
公
共
交
通
を
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
路
線
バ
ス
を
「
分
か
り
や

す
く
見
せ
る
」
こ
と
で
、
生
活
交
通
需
要
の

「
ベ
ー
ス
」
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
需

要
に
も
応
え
や
す
く
な
る
。

公
共
交
通
と
地
域
資
源
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

　

地
方
部
の
地
域
内
公
共
交
通
は
、
大
都
市

と
比
べ
て
運
行
頻
度
が
少
な
く
な
り
が
ち
で

あ
る
。
特
に
、
目
的
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
か

ら
離
れ
た
観
光
地
点
に
高
頻
度
で
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
生
産
的
に

な
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、
公
共
交
通
と
地
域

資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
が
有
効
で
あ
る（
注

５
）。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
地
域
資
源
に
関
し

て
、
都
市
や
地
域
に
あ
る
素
材
を
「
商
品
」
に

見
立
て
た
コ
ル
ブ
（
２
０
０
７
）（
注
６
）
の
整

理
は
参
考
に
な
る
。
ひ
と
つ
の
都
市
や
地
域

に
は
、
複
数
の
「
中
核
的
商
品
」
が
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
旅
行
者
が
訪
問
す
る
動
機

と
な
る
都
市
や
地
域
の
中
心
的
な
素
材
と

な
る
。
一
方
、
そ
れ
自
体
で
は
来
訪
を
促
す

に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
来
訪
を
快
適
に
す

る
素
材
で
あ
る
「
支
援
的
商
品
」
の
ほ
か
、
主

に
都
市
の
物
理
的
環
境
を
指
す
「
付
加
的
商

品
」
が
存
在
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
「
支
援
的
商
品
」
に
は
土
産
物
や
レ
ス

ト
ラ
ン
（
食
）、
宿
泊
の
ほ
か
、
交
通
手
段
や

ツ
ア
ー
な
ど
も
例
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り（
注

７
）、
こ
れ
ら
の
充
実
に
よ
っ
て
「
中
核
的
商

品
」
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
の
ゼ
ミ
で
は
、
地
域
の
「
中
核
的
商

品
」
や
「
付
加
的
商
品
」
を
地
域
内
公
共
交

通
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
会
津
若
松
市
は
、
市
街
地
に
数
多

く
の
酒
蔵（
注
８
）
が
立
地
す
る
珍
し
い
特
徴

が
あ
る
。
見
学
や
試
飲
を
受
け
入
れ
る
酒
蔵

も
あ
り
、
旅
行
者
の
有
力
な
目
的
地
に
な
っ

て
い
る
が
、「
酒
蔵
巡
り
」
は
、
自
家
用
車
や

レ
ン
タ
カ
ー
利
用
で
は
楽
し
め
な
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
、
公
共
交
通
利
用
と
の

相
性
が
良
い
。
そ
こ
で
、
前
章
に
述
べ
た
、
ま

ち
な
か
周
遊
バ
ス
を
利
用
し
て
、
市
内
の
主

要
な
観
光
地
点
や
酒
蔵
を
巡
る
企
画
乗
車

券
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の
造
成
を
筆
者
の
ゼ
ミ

が
提
案
し
、
会
津
バ
ス
が
２
０
１
７
年
１
月

21
日
か
ら
発
売
し
た
。

図2   会津若松市街地のバス運行経路（2011年4月時点）

出所：会津若松市地域公共交通会議「路線バス時刻表」（2011年4月1日改正版）

ハイカラさん、あかべぇ路線図

180403_特集2.indd   10 2018/04/03   11:53



11

特集
これからの地域交通と観光
　旅行者と地域を結びつける公共交通の可能性2

第237号 April 2018

　
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
会
津
漆
の
「
お
ち
ょ
こ
」
を
「
ま
ち
な
か

周
遊
バ
ス
」
の
一
日
乗
車
券
と
し
た
も
の
で

あ
る
（
販
売
価
格
２
０
０
０
円
：
図
３
）。
ま

ち
な
か
周
遊
バ
ス
を
利
用
で
き
る
企
画
乗
車

券
は
、
数
種
類
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
沿
線

の
「
中
核
的
商
品
」
と
な
る
観
光
対
象
を
バ

ス
で
結
び
つ
け
た
商
品
で
あ
っ
た
た
め
、「
ま

ち
あ
る
き
観
光
」
に
見
ら
れ
る
「
面
」
と
し
て

の
旅
行
者
の
動
き
を
創
出
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』

は
、「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
」
沿
線
の
ま
ち
あ

る
き
や
酒
蔵
巡
り
を
す
る
き
っ
か
け
を
生
み

だ
す
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
市
内
の
41
店
舗

（
２
０
１
７
年
12
月
22
日
時
点
）
で
特
典
が

受
け
ら
れ
る
。図
４
は
、『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
既

存
の
企
画
乗
車
券
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

に
組
み
込
ま
れ
た
酒
蔵
巡
り
と
の
差
別
化
を

図
る
う
え
で
着
目
し
た
の
が
、会
津
塗
の「
お

ち
ょ
こ
」
で
あ
る
。「
お
ち
ょ
こ
」
を
バ
ス
の
乗

車
券
に
利
用
し
た
（「
お
ち
ょ
こ
」
が
乗
車
券

の
本
体
に
な
る
）
事
例
は
こ
れ
ま
で
に
な
く

（
注
９
）、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
独
自
性

が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
が
、
末
廣
酒
蔵
（
嘉

永
蔵
）
で
は
、
常
時
数
種
類
の
日
本
酒
を
「
お

ち
ょ
こ
」
で
試
飲
で
き
る
（「
お
ち
ょ
こ
」
が

乗
車
券
に
も
試
飲
の
際
の
酒
器
に
も
な
る
）

「
楽
し
さ
」
が
あ
る（
注
10
）。
ま
た
、
同
じ
く

伝
統
工
芸
品
で
あ
る
会
津
木
綿
の
ホ
ル
ダ
ー

も
製
作
し
、
旅
行
者
が
「
お
ち
ょ
こ
」
を
ぶ
ら

下
げ
て
ま
ち
あ
る
き
を
楽
し
む
こ
と
で
、「
お

ち
ょ
こ
」が
旅
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
な
る
。
ま
た
、『
お

ち
ょ
こ
パ
ス
』
は
、「
お
ち
ょ
こ
」
と
ホ
ル
ダ
ー

の
購
入
が
前
提
に
な
る
た
め
、
企
画
乗
車
券

の
売
上
が
バ
ス
事
業
者
に
止
ま
ら
ず
、
会
津

塗
や
会
津
木
綿
の
製
造
・
卸
売
業
者
に
も
波

及
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
内
経
済
循
環
に

も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の
実
践
が
旅
行
者
の
回

遊
性
向
上
に
結
び
付
く
か
を
検
討
す
る
た

め
、
発
売
初
日
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
。
会
津
若
松
駅
前
に
集
合
し
た
参
加
者

は
、
各
自
で
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
を
購
入
し
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
半
過
ぎ
ま
で
自

由
行
動
を
し
た
。
協
力
が
得
ら
れ
た
30
人
の

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
（
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｕ

Ｘ
社
Ｍ
¦
２
４
１
）
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
東
北
夢
の
桜
街
道
協
議
会
が
運
営

（
富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
が
開
発
）
す
る
ア
プ
リ
『
東
北
桜

図3   『おちょこパス』のセット

図4   『おちょこパス』のコンセプト

旅
・
酒
蔵
旅
ナ
ビ
』
に
『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
の

モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
協
賛
店
ス
ポ
ッ
ト
情
報
、

「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
」
の
停
留
所
や
時
刻
表

を
実
装
さ
せ
、
利
用
い
た
だ
い
た
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
位
置

（
緯
度
、
経
度
）
が
５
秒
単
位
で
記
録
さ
れ
、

そ
れ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
注
11
）
ソ
フ
ト
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

社
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
上
に
読
み
込
ま
れ
る
こ

と
で
多
様
な
空
間
解
析
が
可
能
に
な
る
。
図

５
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
行
動
軌
跡
図
に
お
け
る

打
点
の
分
布
（
密
度
）
を
も
と
に
、
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
るS

patial 

A
nalyst

を
用
い
て
、
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
（
カ
ー

ネ
ル
密
度
図
）を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る（
注

12
）。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
始
か
ら
約
１
時

間
を
経
過
し
た
午
前
11
時
か
ら
11
時
半
ま

で
の
30
分
間
に
お
け
る
旅
行
者
密
度
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
多
く
の
モ
ニ

タ
ー
が
長
い
時
間
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
地
点

ほ
ど
、
濃
い
色
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
末
廣
酒

造
（
嘉
永
蔵
）
は
、
鶴
ヶ
城
天
守
閣
と
な
ら
び

旅
行
者
密
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
酒
蔵
が

旅
行
者
の
関
心
を
惹
き
つ
け
る
「
中
核
的
商

品
」に
な
り
得
る
こ
と
が
分
か
る
。ま
た
、鶴
ヶ

城
か
ら
七
日
町
方
面
に
向
け
て
旅
行
者
が
移

動
し
て
い
る
様
子
も
読
み
取
れ
、
観
光
地
点

間
の
回
遊
行
動
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
七
日

町
通
り
沿
い
に
も
、
旅
行
者
密
度
の
高
い
地

「おちょこ」が
乗車券に

◦東山温泉～会津若松市街地間には「まちなか周遊バス」が運行
◦市街地には多数の酒蔵が立地＋伝統工芸の会津塗と会津木綿
◦「おちょこ」自体を「まちなか周遊バス」の1日乗車券に

「おちょこ」で
まちあるき

お土産になる
「おちょこ」

◦市街地に多数立地する酒蔵で試飲可能
◦協賛店で特典が受けられる
◦「おちょこ」がコミュニケーションツールに

◦伝統工芸の「会津塗」のおちょこ
＋「会津木綿」のホルダーを使用
◦旅行を思い出す楽しみにも
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吉田  樹 （よしだ  いつき）

福島大学経済経営学類准教授。うつくしまふくしま未来支
援センター地域復興支援部門副部門長。専門は地域交通
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委員会編（分担執筆）、丸善出版、 2015、など

点
が
あ
り
、『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』
が
酒
蔵
を
ハ

ブ
に
旅
行
者
の
対
流
を
促
進
し
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
筆
者
の
ゼ
ミ
生
が
２
０
１
７
年

８
月
下
旬
に
協
賛
店
17
店
舗
（
当
時
の
協
賛

店
は
23
店
舗
で
あ
っ
た
）
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
結
果
、
13
店
舗
で
『
お
ち
ょ
こ
パ

ス
』
の
利
用
が
あ
っ
た
と
回
答
が
あ
り
、
多

く
の
協
賛
店
が
提
供
す
る
食
や
土
産
物
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
「
付
加
的
商
品
」
と
し
て
旅

行
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
『
東
北
桜

旅
・
酒
蔵
旅
ナ
ビ
』
の
検
索
ロ
グ
で
は
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
起
点
と
な
っ
た
会
津
若
松
駅

を
出
発
す
る
直
前
に
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
多
数

検
索
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ス
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
で
、
多
様
な
対
流
を
創
り
出
せ
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る「
中

核
的
商
品
」
を
食
や
土
産
物
な
ど
の
「
付
加

的
商
品
」
と
と
も
に
地
域
内
公
共
交
通
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
対

流
が
促
進
さ
れ
、
地
域
内
経
済
循
環
に
も
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
但
し
、
こ
う
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
大
き
な
経
済
効
果
を

生
み
だ
す
わ
け
で
は
な
い（
注
13
）
が
、
商
品

造
成
に
よ
る
リ
ス
ク
も
小
さ
く
、
機
動
力
が

高
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

一
方
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
造
成
に
は
、
地
域
の

多
様
な
主
体
と
の
協
業
が
必
要
で
あ
る
。『
お

ち
ょ
こ
パ
ス
』
の
場
合
、
お
ち
ょ
こ
や
ホ
ル

ダ
ー
の
仕
入
れ
が
必
要
だ
が
、
そ
の
在
庫
を

会
津
バ
ス
に
抱
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
実

現
で
き
た
。
ま
た
、
協
賛
店
へ
の
依
頼
や
調

査
も
同
社
や
会
津
若
松
市
の
協
力
で
円
滑
に

進
め
ら
れ
た
が
、
同
市
に
は
、
会
津
若
松
市

産
業
資
産
利
活
用
推
進
協
議
会
（
事
務
局
：

会
津
若
松
市
地
域
づ
く
り
課
）
が
主
催
す
る

「
産
業
観
光
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
存
在
し
て
お
り
、
産
業
界
の

協
力
が
得
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
も
貢

献
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
対
流
促
進

を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
内
公
共
交
通
が
旅

行
者
と
地
域
資
源
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
な

り
得
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
多
様
な

主
体
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
「
小
さ
な
実
践
」
を

う
み
だ
す
「
創
発
的
な
場
づ
く
り
」
が
鍵
を

握
る
。

（
よ
し
だ　

い
つ
き
）

（
注
１
） 

小
鹿
野
車
庫（
埼
玉
県
小
鹿
野
町
）の
よ
う
に
、
郊

外
を
起
点
と
す
る
「
枝
線
」
に
つ
い
て
は
、
秩
父
市

街
地
に
乗
り
入
れ
る
系
統
の
結
節
点
に
振
ら
れ
た

番
号（
小
鹿
野
車
庫
の
場
合
は
１
）を
十
の
位
と
し

た
２
桁
の
番
号
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
１
市
４
町

で
統
一
し
た
ル
ー
ル
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
） 

現
在
は
、
会
津
乗
合
自
動
車
に
運
行
に
関
す
る
全

て
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
） 

２
０
０
２
年
度
に
は
一
便
平
均
10
・
５
人
で
あ
っ
た

が
、２
０
０
６
年
度
に
は
同
28
・
６
人
に
増
加
し
た
。

（
注
４
） 

会
津
若
松
市（
２
０
１
０
）「
会
津
若
松
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」p. 

22

（
注
５
） 

全
国
的
に
は
、
十
勝
バ
ス（
北
海
道
）や
九
州
産
交

バ
ス（
熊
本
県
）の
取
り
組
み
が
有
名
で
あ
る
。

（
注
６
） 

ボ
ニ
ー
タ
・
Ｍ
・
コ
ル
ブ（
近
藤
勝
直
監
訳
）『
都
市
観

光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』、 pp. 

47-

57
、
２
０
０
７
年

（
注
７
） 

吉
田 

樹
「
観
光
と
地
域
の
活
性
化
」、
萩
原
清
子
編

著
『
生
活
者
が
学
ぶ
経
済
と
社
会
』 

pp. 

２
４
８-

２
５
１
、２
０
０
９
年

（
注
８
） 

会
津
若
松
市
内
に
は
、
会
津
酒
造
組
合
加
盟
の
蔵

元
だ
け
で
15
軒
存
在
し
て
い
る
。

（
注
９
） 
安
全
運
転
を
一
是
と
す
る
公
共
交
通
業
界
に
お
い

て
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
連
想
さ
れ
る
企
画
乗
車
券
は

「
想
像
で
き
な
か
っ
た
」と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
た

が（
吉
田
ゼ
ミ
に
よ
る
会
津
バ
ス
へ
の
担
当
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
よ
り
）、
地
方
鉄
道
で
は「
升
」
を
乗
車

券
と
し
た
例（
養
老
鉄
道
：
の
り「
ま
す
」き
っ
ぷ;

２
０
０
８
年
に
限
定
発
売
）も
あ
る
。

図5 『おちょこパス』モニターツアー時の旅行者密度（午前11時～11時30分）

（
注
10
） 

こ
の
ほ
か
、
酒
販
店
な
ど
３
カ
所
に
お
い
て「
お
ち

ょ
こ
」で
試
飲
可
能
で
あ
る

（
注
11
） 

Ｇ
Ｉ
Ｓ
：
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（G

eograph
ic 

In
form

ation
 S

ystem

）。
地
図
上
に
多
様
な
デ

ー
タ
を
レ
イ
ヤ
ー（
層
）と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と

が
で
き
、
距
離
や
面
積
の
計
測
、
密
度
の
計
算
な
ど

を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
分
析
ツ
ー
ル
。

（
注
12
） 

緯
度
、
経
度
の
計
測
誤
差（
ノ
イ
ズ
）を
除
去
す
る

た
め
、
以
降
の
分
析
で
は
、
秒
速
20
ｍ
を
超
え
る

と
判
断
さ
れ
た
打
点
を
除
外
し
て
分
析
し
た
。

（
注
13
） 

２
０
１
７
年
11
月
末
日
時
点
の『
お
ち
ょ
こ
パ
ス
』

の
販
売
は
２
３
８
件
で
あ
る
。

フォーラム日新町フォーラム日新町
金看板史料館金看板史料館

会津若松市役所会津若松市役所

鶴ヶ城鶴ヶ城

県
道
64
号

県
道
64
号

国
道
１
１
８
号

国
道
１
１
８
号 御薬園への立寄り

末廣酒蔵

七日町通りの数店舗にも集中

鶴ヶ城天守閣
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

永平寺参ろーどにおける
自動運転への取り組み
～地域を守りながら産業と観光を振興

事例1
［京丹後市］

●P.14

事例2
［男鹿市］

●P.18

事例3
［岐阜市］

●P.20

事例6
［永平寺町］

●P.29

3 公共交通の
維持・活性化へ向けた
取り組み事例

事例4
［明知鉄道］

●P.23

事例5
［高山市］

●P.26

　ここでは、過疎化や財政赤字などの課題を抱えた地域が、公共交通の維持や活性化に向けて進めている先駆的
な取り組み事例を取り上げた。ICTを用いた公共交通空白地有償運送（京丹後市）、観光スポットを運行するデマン
ド型乗合タクシー（男鹿市）、BRTを軸とした交通網再編（岐阜市）、地域と連携した食堂車事業（明

あけ

知
ち

鉄道）、高速
バス路線での貨客混載事業（高山市）、国や企業と連携した自動運転の社会実験（永平寺町）の６つである。

高速バスで
地域産品を東京市場へ
～高山市の貨客混載への取り組み

事例1～5　観光経済研究部長・主席研究員  塩谷 英生
事例6　永平寺町総務課  伊藤 聡一

地産地消の食堂車事業で
ローカル線を活性化
～明知鉄道の取り組み

岐阜市における
ＢＲＴを幹線としたバス路線の
再編と観光への取り組み

男鹿半島「なまはげシャトル」
～地域の協議会が相乗りタクシーを運行

ＩＣＴを活用して公共交通の空白を埋める
 ～京丹後市丹後町の「ささえ合い交通」
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少
子
高
齢
化
が
進
む
過
疎
地
に
お
い
て

は
、
バ
ス
路
線
や
タ
ク
シ
ー
事
業
を
維
持
す

る
こ
と
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
道
路
運
送
法
で
は
、

交
通
事
業
者
以
外
が
行
う
「
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
」
を
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
対
し

て
認
め
て
お
り
、
前
者
は
「
市
町
村
運
営
有

償
運
送
」、
後
者
は
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
」（
注
１
）
と
呼
ば
れ
る（
注
２
）。

　

元
々
「
過
疎
地
有
償
運
送
」
と
い
っ
て
地

域
住
民
を
中
心
と
し
た
旅
客
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
人
し
か
利
用
で
き
な
い
制
度
だ
っ
た

が
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
４
月
に
「
公

共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
へ
と
一
部
法
改

正
さ
れ
、
非
営
利
で
あ
れ
ば
法
人
格
の
な
い

組
織（
自
治
会
や
観
光
関
連
の
協
議
会
な
ど
）

で
も
実
施
で
き
、
市
町
村
長
が
認
め
れ
ば
地

域
外
か
ら
の
訪
問
客
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
京
丹
後
市
に
取
材
し
、
日
本

で
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（In

form
ation

 and
 

C
om

m
u
n
ication

 Tech
nolog

y

）
を
活

用
し
た
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
で

あ
る
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
事
業
に
つ
い
て
観

光
利
用
の
実
態
を
含
め
て
紹
介
す
る
。

１
．京
丹
後
市
に
お
け
る

　
 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

　

京
丹
後
市
は
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

４
月
に
６
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
10
月
の
人
口
は

５
・
６
万
人
（
京
丹
後
市
住
民
基
本
台
帳
）で
、

こ
れ
は
誕
生
時
の
人
口
６
・
６
万
人
か
ら
１
万

人
減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化
率
は
２
０
１
５
年

で
35
・
３
％
と
全
国
平
均
の
26
・
６
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
旧
６
町
の
中
で
は
、
後

述
す
る
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
を
実
施
し
て
い

る
旧
丹
後
町
地
区
が
40
・
６
％
と
最
も
高
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
京
丹
後
市
の
公
共

交
通
へ
の
取
り
組
み
は
、
合
併
に
よ
り
行
政

エ
リ
ア
が
広
域
化
す
る
中
、
首
長
の
意
向
の

も
と
住
民
福
祉
施
策
の
観
点
か
ら
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

住
民
向
け
に
作
成
さ
れ
て
い

る
「
公
共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
写
真
）
は
27
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

Ｅ
Ｖ
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
さ
さ
え
合

い
交
通
、
タ
ク
シ
ー
、
広
域
周
遊

バ
ス
な
ど
に
つ
い
て
運
行
ダ
イ
ヤ

や
利
用
方
法
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

以
下
に
簡
単
に
一
連
の
利
用
促
進
施
策
に

つ
い
て
交
通
モ
ー
ド
ご
と
に
整
理
し
て
お
く
。

●
鉄
道
利
用
の
促
進

　

市
内
を
走
る
京
都
丹
後
鉄
道（
注
３
）
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、「
高
齢
者
片
道

２
０
０
円
レ
ー
ル
」
を
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
度
か
ら
導
入
し
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
度
か
ら
は
購
入
可
能
な
自
治
体
を
宮
津

市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
を
加
え
た
２
市
２

町
に
広
げ
た
。
利
用
者
数
は
２
０
１
６
年

度
（
平
成
28
年
度
）
で
４
・
４
万
人
に
上
る
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
か
ら
は
片
道
だ

け
の
利
用
を
可
能
と
し
て
、
利
便
性
を
高
め

て
い
る
。
駅
舎
の
整
備
も
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
な
ど
を
順
次
進
め
て
い
る
。

●
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

本
稿
の
主
題
で
は
な
い
が
、
京
丹
後
市
の

「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
」
は
誘
客
の
成
功
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ

の
事
業
は
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
10
月

に
実
証
運
行
が
始
め
ら
れ
、２
０
１
０
年
（
平

成
22
年
）10
月
か
ら
本
運
行
に
移
行
し
た
が
、

利
用
者
数
は
実
証
運
行
前
の
17
・
４
万
人
か

ら
２
０
１
６
年
度
（
平
成
28
年
度
）
に
は
43
・

５
万
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

京
丹
後
市

事
例

1
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
公
共
交
通
の
空
白
を
埋
め
る

〜
京
丹
後
市
丹
後
町
の
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
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こ
の
施
策
が
実
現
し
た
背
景
に
は

「
７
０
０
円
で
2
人
の
利
用
よ
り
、
２
０
０
円

で
７
人
の
利
用
を
」
と
い
う
市
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
単
に
運
賃
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
、
利
用
促
進
策
と
し
て
、
路

線
の
延
伸
や
停
留
所
の
増
設
、
車
内
や
市
役

所
窓
口
で
の
回
数
券
販
売
、「
公
共
交
通
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
や
出
前
講
座
の
実
施
な

ど
に
よ
る
周
知
活
動
、
事
業
者
の
マ
ナ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
並
行

し
て
進
め
ら
れ
た
。

●
市
営
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

　

市
営
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
２
路
線
が
、
交
通

空
白
地
で
あ
っ
た
丹
後
町
地
区
で
２
０
１
４

年
（
平
成
26
年
）
７
月
に
運
行
を
開
始
し
て

い
る
。
丹
後
町
に
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
貸

切
バ
ス
事
業
者
が
い
な
い
た
め
、
地
元
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」

が
運
行
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。
需
要
も
大
き

く
な
い
こ
と
か
ら
、
車
両
１
台
で
東
西
に
分

割
さ
れ
た
２
路
線
を
一
日
お
き
に
交
互
に
運

行
し
て
お
り
、
運
行
時
間
は
８
時
か
ら
17
時

に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
利
用
予
約
は
前
日
17

時
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
電
話
予
約
を

８
時
半
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
受
け
付
け
て
お

り
、マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
な
仕
組
み
に
も
な
っ

て
い
る
。

●
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）乗
合
タ
ク
シ
ー

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
も
市
営
デ
マ
ン
ド
バ

ス
も
な
か
っ
た
公
共
交
通
空
白
地
で
あ
っ

た
網
野
町
お
よ
び
久
美
浜
町
の
２
地
区
で
、

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
10
月
に
運
行
を

開
始
し
た
。
民
間
事
業
者
に
よ
る
電
気
自
動

車
を
利
用
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
支

援
す
る
事
業
で
あ
り
、
市
が
タ
ク
シ
ー
を
復

活
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
地
方
創
生
の
交
付
金
を
活
用
し

た
運
行
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
持
続
可
能

性
が
課
題
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｖ
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
旅
客
の
輸
送
に

限
ら
ず
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
小
荷
物
輸

送
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
貨
客
混

載
）。
ま
た
、
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
利
用
実
績
は
少
な
い
。

市
で
は
、
商
品
を
自
分
で
確
か
め
な
が
ら
買

い
物
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
人
が
多
い
の
で

は
と
見
て
い
る
。

２
．「さ
さ
え
合
い
交
通
」の
導
入
と

　

 

制
度
の
概
要

●
制
度
導
入
の
経
緯

　

丹
後
町
地
区
で
運
行
さ
れ
て
い
る
市
営
デ

マ
ン
ド
バ
ス
は
、
前
日
予
約
が
必
要
で
、
運
行

曜
日
や
時
間
帯
、
運
行
路
線
も
限
定
さ
れ
る

な
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」
と
い
っ
た
利
便
性
の
制
約
が
大
き

い
。
ま
た
、
受
託
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
と
っ
て
も
電
話
予
約
へ
の
対
応
な
ど
負

担
感
が
大
き
く
、
今
後
車
両
数
を
増
や
す
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
過
疎

地
な
ど
に
自
家
用
車
を
利
用
し
た
旅
客
輸
送

を
認
め
る
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」

を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
１
月
に

「
京
丹
後
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
承
認

さ
れ
、
運
行
開
始
は
同
年
５
月
で
あ
る
。

●
制
度
の
概
要

　
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
運
行
の
概
要
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

運行の概要

運⾏主体 NPO法⼈ 気張る！ふるさと丹後町

運⾏区域
乗⾞は丹後町のみ、降⾞は京丹後市全体（旧6町が合併して
京丹後市になった）

運賃
最初の1.5kmまで480円、以遠は120円/kmを加算（概ねタク
シー料⾦の半額）

⽀払⽅法
当初は「クレジットカード⽀払い」。2016年12⽉から利用時に
現⾦⽀払いも可能

運⾏時間 午前8時〜午後8時（年中無休）

配⾞⽅法

スマートフォンでUber（ウーバー）のアプリを使って即時配⾞
（事前予約は不可）

2016年9⽉から代理サポーターが利用者に代わって配⾞する
ことも可能

ドライバー 地元住⺠（18名、ボランティア）

⾞両 ドライバーが所有する⾃家用⾞（マイカー）を利用

認可標⽰ 各⾞両の側⾯に認可標識を標⽰

利用者 丹後町住⺠、観光客等来訪者

資料：NPO法人 気張る！ふるさと丹後町ホームページ（2018年2月現在）
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●
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後

町
で
は
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
安
全
運
行

に
万
全
を
期
す
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
お
よ
び

運
行
管
理
者
が
守
る
べ
き
「
心
得
」
を
「
ド
ラ

イ
バ
ー
憲
法
十
七
条（
注
４
）」
に
定
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
周
知
し
て
い
る
。
安
全
運
行
の

た
め
に
毎
朝
、
運
行
管
理
者
ま
た
は
代
行
者

が
、
当
日
運
行
す
る
予
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

直
接
対
面
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

健
康
状
態
の
確
認
を
行
う
。
運
行
管
理
者
と

代
行
者
は
３
人
い
て
、
比
較
的
町
内
に
分
散

し
て
い
る
の
で
、
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
感

は
少
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
事
故
な
ど
万
一
の
事
態
に
備
え
て

全
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し

て
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
、
所
有
の

自
家
用
車
に
つ
い
て
半
年
に
１
回
、
業
者
に

よ
る
定
期
点
検
を
行
い
、「
自
動
車
点
検
整

備
結
果
報
告
書
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
提
出
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　

利
用
者
の
安
心
の
た
め
、
車
の
側
面
に
は

運
輸
局
登
録
の
有
償
運
送
車
両
で
あ
る
こ

と
を
示
す
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
、
車
内
に

は
運
転
者
証
と
運
賃
表
を
掲
示
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
着
用
を
義
務
づ

け
て
い
る
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
特
徴

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
18
人
で
、
多
く
は
仕
事
を

退
職
し
て
時
間
が
あ
る
60
歳
以
上
の
人
で
あ

る
。
一
部
に
日
中
自
由
が
利
く
40
代
の
人
も

い
る
。
利
用
車
両
は
マ
イ
カ
ー
で
あ
り
、
軽

自
動
車
か
ら
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
利
用
者
が
車
種
を
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

常
に
18
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
動
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
数
人
が
動
け
る

状
態
を
作
り
出
し
て
い
る
。
基
本
的
に
余
裕

が
あ
る
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
る
。

　

業
務
内
容
も
、
行
き
先
が
京
丹
後
市
内
だ

け
な
の
で
、
道
を
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
。
普
通
の
運
転
が
苦
に
な
ら
な
い
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
条
件
と
し
て
、
二
種
免
許
が
あ
る
か
、一
種

免
許
で
あ
れ
ば
国
土
交
通
大
臣
認
定
の
一
日

講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
報
酬
は
、
運
賃
の
ほ
と

ん
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
も
の
に
な
り
、一
部
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
シ
ス
テ
ム
会
社
に
分
配
さ
れ
る
。

割
合
は
非
公
表
と
な
っ
て
い
る
（
海
外
事
例

で
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
手
数
料
率
は
20
％
程
度
）。

た
だ
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
地
域
貢
献
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
目
的
で
参
加
し
て
い
る

人
が
多
い
。
家
計
へ
の
貢
献
と
い
う
意
識
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

３
．観
光
利
用
の
状
況
と

　

 

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

●
観
光
利
用
の
実
態

　
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
は
毎
月
平
均
60
回

以
上
の
乗
車
が
あ
る
と
さ
れ
る（
注
５
）。
利

用
者
の
統
計
情
報
は
な
い
が
、
８
割
程
度
が

地
域
住
民
で
、
残
り
２
割
程
度
が
視
察
な
ど

を
含
め
た
観
光
客
（
丹
後
町
外
か
ら
の
来
訪

客
）
と
見
ら
れ
る
。

　

現
状
で
は
、
丹
後
町
地
区
か
ら
し
か
乗
車

で
き
な
い
た
め
（
降
車
は
京
丹
後
市
全
体
）、

京
都
丹
後
鉄
道
の
駅
か
ら
乗
車
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
観
光
客
は
宿
泊
後

に
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
部
の
旅
館

車の側面の登録標識 遠回りして海沿いの眺望スポットを巡ってくれた

ドライバーは高齢の方だが、スマートフォンを器用に操る
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で
は
、
宿
泊
施
設
の
部
屋
に
チ
ラ
シ
を
置
い

て
宿
泊
客
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人

向
け
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ
の
海
外
セ
ー

ル
ス
に
お
い
て
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

観
光
利
用
で
は
、
宿
泊
施
設
か
ら
景
色
の

良
い
と
こ
ろ
を
巡
り
な
が
ら
、
目
的
地
ま
で

行
く
こ
と
が
あ
る
。
運
賃
は
、
距
離
だ
け
で

計
算
さ
れ
る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て

は
５
分
く
ら
い
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
で
写
真

を
撮
る
時
間
を
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
は
満
足
度
が
高
い
。

　

観
光
客
に
占
め
る
外
国
人
客
の
割
合
は
分

か
ら
な
い
が
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
最
初

の
乗
客
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
だ
っ
た
。
Ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
自
国
の
言
語
を

利
用
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
本
語
で
画
面

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
言
葉
の
壁
が
少

な
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
情
報
や
車
の
移
動
状
況
が
確
認
で
き

る
点
も
安
心
感
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
外

国
人
に
と
っ
て
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決

済
が
で
き
る
点
も
利
用
し
や
す
い
。

●
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
導
入
の
運
営
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
と
手
数
料

が
か
か
る
が
、
ア
プ
リ
の
利
用
は
無
料
で
あ

り
、
初
期
費
用
が
か
か
ら
な
い
点
が
メ
リ
ッ

ト
と
言
え
る
。
大
規
模
な
需
要
は
な
い
地
域

で
あ
り
、
車
が
走
っ
て
い
な
い
時
に
損
を
し

な
い
よ
う
な
固
定
費
の
か
か
ら
な
い
仕
組
み

が
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
記
の
よ
う
に
予

約
制
の
市
営
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
は
電
話
受
付

が
大
き
な
人
的
負
担
と
な
っ
て
い
た
点
を
ア

プ
リ
配
車
に
よ
っ
て
解
消
で
き
て
い
る
。
何

よ
り
運
転
手
や
車
両
に
つ
い
て
、
住
民
と
マ

イ
カ
ー
と
い
う
地
域
の
資
産
を
有
効
に
活
用

で
き
る
点
は
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
導
入
初
期
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
設
置
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
な

ど
に
つ
い
て
は
、
京
丹
後
市
が
既
存
の
補
助

制
度
に
よ
り
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

京
丹
後
市
は
間た

い
ざ人
が
に
な
ど
の
美
食
観

光
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
丹
後
町
に
は
路
線

バ
ス
が
１
時
間
に
１
本
あ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、

「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り

気
軽
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

４
．「
さ
さ
え
合
い
交
通
」制
度
の

改
善
と
今
後
の
課
題

●
制
度
の
改
善

　

京
丹
後
市
内
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
え
る
店
が
少
な
く
、
電
子
決
済
（
Ｅ
ｄ

ｙ
な
ど
）
も
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
導
入
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、

手
数
料
の
問
題
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用

し
な
い
住
民
も
多
い
。
ま
た
、
現
時
点
で
は

高
齢
者
に
と
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
代
理
サ

ポ
ー
タ
ー
が
利
用
者
に
代
わ
っ
て
配
車
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
り
、
利
用
時
に
現
金
で

支
払
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
柔
軟
な

制
度
改
善
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地

元
の
利
用
者
の
比
率
が
増
え
て
き
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

●
今
後
へ
の
課
題

　

乗
車
は
丹
後
町
地
区
の
み
、
降
車
は
京
丹

後
市
全
体
と
い
う
仕
組
み
は
、
地
域
公
共
交

通
会
議
で
他
の
交
通
事
業
者
へ
の
配
慮
も

あ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
（
現
在
は
出
席
委

員
の
合
意
が
原
則
）。
し
か
し
、
行
き
と
帰
り

で
異
な
る
交
通
手
段
を
使
う
の
は
高
齢
者
に

は
難
し
い
面
が
あ
る
。
行
き
先
で
は
病
院
の

需
要
が
高
い
の
で
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
で 

町
外
病
院
へ
の
行
き
だ
け
で
な
く
帰
り
も
可

能
に
な
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
、「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
」
が
安
い
の

で
、
そ
の
中
で
運
賃
の
割
高
感
を
ど
う
緩
和

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の
方

策
と
し
て
＂相
乗
り
＂
を
利
用
者
に
勧
め
て

い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
１
） 

公
共
交
通
空
白
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
要
件
は
、

過
疎
地
域
や
交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
が
、

地
域
住
民
の
需
要
量
に
対
し
て
十
分
に
提
供
さ
れ

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、
当
該
地
域
に

お
け
る
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
営
業
所
が
存
し
な
い
場

合
な
ど
で
あ
る
。

（
注
２
） 

他
に
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
「
福
祉

有
償
運
送
」
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
注
３
） 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社
が
鉄
道
施
設
を
保

有
し
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
株
式
会
社

が
運
行
（
上
下
分
離
方
式
）。
京
丹
後
市
内
を
宮
豊

線
が
走
る
（
宮
津
～
豊
岡
）。
市
内
に
京
丹
後
大
宮

～
久
美
浜
の
７
駅
が
所
在
す
る
。

（
注
４
） 

丹
後
町
間
人
（
た
い
ざ
）
が
聖
徳
太
子
の
母
＂間
人

皇
后
＂
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
む
。

（
注
５
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
・
Ｕ

ｂ
ｅ
ｒ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
２
０
１
７
年
（
平

成
29
年
）
５
月
26
日
付
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
記
載
。 京丹後市企画政策課の担当者

180403_特集3.indd   17 2018/04/03   16:40



18

て
い
る
。

　

相
乗
り
に
し
て
運
賃
を
通
常
の
タ
ク
シ
ー

よ
り
も
抑
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る

（
表
）。
た
だ
し
１
人
で
も
利
用
可
能
で
あ
り
、

利
用
者
か
ら
徴
収
し
た
運
賃
と
顧
客
単
価
に

差
額
が
発
生
し
た
場
合
は
、
協
議
会
が
負
担

金
を
拠
出
し
対
応
す
る
。

　

運
行
ル
ー
ト
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
み
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
男
鹿
駅
を
中
心
に
２
０
１
８
年
度

（
平
成
30
年
度
）
は
「
な
ま
は
げ
便
」
と
「
西

海
岸
便
」
の
２
ル
ー
ト
が
男
鹿
線
の
発
着
に

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
協
議
会
の
企

画
の
も
と
「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」
の
名
称
で

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

【
事
業
の
概
要
】

　
「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」
は
男
鹿
半
島
の
主

要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
運
行
す
る
事
前
予
約
制

の
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。
協
議
会
の
会

員
が
運
営
し
て
お
り
、
予
約
受
付
は
（
一
社
）

男
鹿
市
観
光
協
会
、
運
行
は（
株
）
船
川
タ

ク
シ
ー
と
秋
田
観
光
バ
ス（
株
）
が
実
施
し

客
が
利
用
で
き
る
公
共
交
通
手
段
が
限
ら

れ
て
お
り
、
今
ま
で
多
く
の
観
光
客
は
車
や

定
期
観
光
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
に
定
期
観
光
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
、
男
鹿
半
島
の
二
次
交
通
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
か
ら

男
鹿
市
内
の
観
光
事
業
者
の
民
間
団
体
、
県

や
市
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
が
男
鹿
半
島
の
二
次
ア
ク

セ
ス
を
考
え
る
検
討
会
を
開
催
し
、
新
た
な

二
次
交
通
と
し
て
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
が
案
と

し
て
挙
が
っ
た
。
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
は
、一
般

の
タ
ク
シ
ー
よ
り
も
価
格
が
抑
え
ら
れ
、
男

鹿
半
島
内
の
広
範
囲
に
及
ぶ
観
光
ス
ポ
ッ
ト

間
の
移
動
も
便
利
と
い
う
点
で
、
多
く
の
観

光
客
の
足
と
な
り
得
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

男
鹿
市
長
を
会
長
と
す
る
「
男
鹿
の
二
次
ア 

ク
セ
ス
整
備
推
進
協
議
会
」（
以
下
、「
協
議
会
」

と
い
う
）
を
立
ち
上
げ
、
相
乗
り
タ
ク
シ
ー

運
行
に
向
け
て
の
本
格
的
な
協
議
が
な
さ
れ

て
き
た
（
会
員
は
公
共
交
通
機
関
、
観
光
・

宿
泊
施
設
、観
光
団
体
、行
政
機
関
で
構
成
）。

　

廃
止
さ
れ
た
定
期
観
光
バ
ス
路
線
を
代

替
す
る
二
次
交
通
と
し
て
、
男
鹿
半
島
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
予
約
可
能
な
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
導
入
さ
れ
て
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

【
導
入
の
経
緯
】

　

男
鹿
半
島
に
は
県
外
観
光
客
の
認
知
度

が
高
い
観
光
地
が
複
数
あ
る
が
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
分
散
し
て
い
る
の
に
加
え
、
観
光

男
鹿
市

事
例

2
男
鹿
半
島「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」

〜
地
域
の
協
議
会
が
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行

図1  運行ルート

入道崎
発着所／灯台前ロータリー前

男鹿温泉郷
発着所／男鹿温泉交流会館五風前（足湯そば）

真山なまはげエリア
発着所／なまはげ館前・真山神社前

なまはげ館・真山神社
男鹿真山伝承館

桜島
発着所／きららか前

門前・五社堂エリア
発着所／なまはげ立像前

男鹿駅
発着所／駅前観光案内所前

男鹿水族館GAO
発着所／水族館入口前

五社堂
門前民宿

なまはげシャトル専用スペース

資料：なまはげシャトルパンフレット（2017年上期版）
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

合
わ
せ
て
設
定
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

　

予
約
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
男

鹿
温
泉
郷
の
各
施
設
で
受
け
付
け
て
い
る

（
電
話
は
前
日
17
時
ま
で
）。
な
お
、
男
鹿
温

泉
郷
の
宿
泊
者
に
は
、
前
日
21
時
ま
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
運
行
会
社
は
予

約
状
況
を
確
認
後
、
予
約
人
数
に
合
わ
せ
た

車
両
を
配
車
す
る
（
タ
ク
シ
ー
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
）。

　

事
業
が
安
定
す
る
ま
で
は
、
協
議
会
が
負

担
金
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
将
来

的
に
は
適
当
な
民
間
事
業
者
に
事
業
を
移
管

し
、
協
議
会
の
支
援
な
し
に
運
営
で
き
る
事

業
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

【
利
用
状
況
と
導
入
効
果
】

　

２
０
１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
の
利
用

者
数
は
、
事
業
を
開
始
し
た
２
０
１
６
年
度

（
平
成
28
年
度
）
に
比
べ
て
増
え
て
お
り
、
夏

季
の
利
用
者
数
が
多
い（
図
２
）。
こ
れ
を
受

け
て
、２
０
１
８
年
度（
平
成
30
年
度
）も「
な

ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
収
益
を
考
え
る

と
ま
だ
補
助
金
が
な
い
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
客
層
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
観
光
利
用

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

【
今
後
の
課
題
】

　

運
営
資
金
の
確
保
の
た
め
に
、
利
用
者
の

増
加
、
採
算
性
に
配
慮
し
た
料
金
・
ダ
イ
ヤ

の
検
討
、
負
担
金
拠
出
事
業
者
の
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
利
用
者
増
加
に
向

け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
は
１
つ
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
や
予
約
窓
口
の

多
言
語
対
応
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
本
川
博
人
氏
（
男
鹿

水
族
館
館
長
）
は
、「
２
次
ア
ク
セ
ス
を
整
備

す
る
と
い
う
視
点
で
な
く
、
男
鹿
半
島
の
観

光
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の

か
と
常
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

表   利用料金表（2018年度版）

予約人数に合わせた車両を配車

図2   利用状況（2016・2017年度）

真山エリア 男鹿温泉 男鹿水族館GAO 入道崎

男鹿駅 1,000 1,500 1,500 2,500

真山エリア 1,000 1,000 1,500

男鹿温泉 1,000 1,500

男鹿水族館GAO 1,000

門前 桜島 男鹿水族館GAO

男鹿駅 1,500 1,500 1,500

門前 1,000 1,500

桜島 1,000

●なまはげ便 ●西海岸便

※未就学児無料、小学生半額
※運賃は乗車時にドライバーに現金で支払う。

資料：なまはげシャトルホームページ
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出典：2017年度秋田県二次アクセス整備促進事業全県勉強会配付資料

（人）

4月　　　   5月　　　   6月　　　   7月　　　   8月　　　   9月　　　 10月　　　 11月　　　 12月　　　   1月　　　   2月　　　   3月

■2016　■2017
延べ利用者
　2016年度　3,502人
　2017年度　4,652人
　　　　　　　 +1,150人
※2017年度は12月までの数字
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岐
阜
市
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
幹
線
と
し
た
バ
ス
路
線
の

再
編
と
観
光
へ
の
取
り
組
み

岐
阜
市

事
例

3

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ（Bus Rapid Transit
）
は
、
路
線

バ
ス
の
定
時
性
と
速
達
性
を
確
保
す
る
た
め

の
運
行
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
全
国
的
に
導
入

事
例
が
増
加
し
て
き
て
い
る（
表
）。

　

岐
阜
市
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
象
徴
的
な
車
両
で

あ
る
「
清
流
ラ
イ
ナ
ー
」
は
、
全
長
18
ｍ
の

メ
ル
セ
デ
ス
社
製
の
連
節
バ
ス
で
、
定
員
は

１
３
０
人
、
鮮
や
か
な
赤
色
の
ボ
デ
ィ
は
市

の
地
域
公
共
交
通
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
連
節
バ
ス
の
導
入
は
首
都
圏

以
外
で
は
初
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
保

有
台
数
は
４
両
（
２
編
成
）
で
あ
り
、
幹
線

ル
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
は
一
般
的
な
バ

ス
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

清
流
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
ル
ー
ト
は
曜
日
に

よ
っ
て
異
な
る
。
平
日
の
「
岐
阜
大
学
・
病

院
線
」
な
ど
に
代
わ
り
、
土
日
祝
日
は
中
心

市
街
地
で
あ
る
柳
ヶ
瀬
、
観
光
拠
点
で
あ
る

岐
阜
公
園
、
長
良
川
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
で
あ

る
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
結
ぶ

市
内
ル
ー
プ
線
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
外
観
を
持
ち
、
室
内
空
間
に
も
余

裕
が
あ
る
連
節
バ
ス
へ
の
観
光
客
の
評
価
は

高
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
客
な
ど
の
中
に
「
ま
た

利
用
し
た
い
」
と
の
声
が
多
い
と
い
う
。

　

岐
阜
市
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、
専
用
路
線
を
確
保

し
た
も
の
で
は
な
く
、
青
色
に
カ
ラ
ー
舗
装

さ
れ
た
バ
ス
レ
ー
ン
を
用
い
て
い
る
。
連
節

バ
ス
用
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
（
バ
ス
ベ
イ
）
も
確

保
し
た
他
、
バ
ス
停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
、
サ

名称 運営主体 自治体名 運行地区（観光地名） 導入年月 特徴など プロジェクトの概要

南海りんかんバス 南海りんかんバス（株） 和歌山県高野町 高野山駅前〜女⼈堂
（高野山・女⼈堂） 1948年6⽉ 専用道

ケーブルカーで高野山駅下⾞すぐ、南海りんかんバスの始発停留所「高野山駅
前」から「女⼈堂」の手前まで、バス専用道に整備。全長は2.1㎞、乗⾞6分の道程。
林道を走るため眺めが良く、ひとつの観光スポットとして楽しめる。

京成バス 京成バス（株） 千葉県千葉市 幕張本郷駅〜海浜幕張駅 2010年2⽉ 連節バス
バスの利用客が多い千葉県の幕張新都心地区で連節バスを運⾏。京成バス

（株）は、一般路線バスの運⾏に連節バスを導入した初の会社で、また、連節バ
ス保有台数は日本一。

かしてつバス 関鉄グリーンバス（株） 茨城県石岡市・小
美玉市 石岡−高下〜四箇村駅 2010年8⽉ 専用道

国道355号の渋滞により定時性の確保が難しくなったこと等により、バス利用者
は大きく落ち込んだ。このため、鹿島鉄道跡地という既存ストックをバス専用
道として有効活用し、同時に旧鹿島鉄道と同等のサービスを⾏えるよう、バス
専用道を整備した。この開通により、沿線の⽅々の公共交通の利便性が大幅に
向上するとともに、茨城空港へのアクセス性や利便性の向上が図られていた。

清流ライナー 岐阜乗合⾃動⾞（株） 岐阜県岐阜市

【清流ライナー市内ループ線】
岐阜駅〜岐阜駅（柳ヶ瀬、岐
阜公園、ぎふ長良川鵜飼、岐
阜メモリアルセンター）

2011年3⽉ 連節バス
岐阜市型ＢＲＴの導入⽅針は以下となる。
1．ＪＲ岐阜駅を核とした放射状の幹線バス路線への導入
2．中心市街地の活性化や観光振興に寄与するループ状の路線への導入

気仙沼線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市 前谷地〜気仙沼 2012年12⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR気仙沼線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

大船渡線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市

気仙沼〜盛（大船渡おさかな
センター、大船渡市魚市場、
屋形船「潮騒 」、長安寺、三
陸鉄道）

2013年3⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR大船渡線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

ひたちBRT 日立電鉄交通サービス 茨城県日立市 日立おさかなセンター〜大甕駅
（道の駅日立おさかなセンター） 2013年3⽉ 専用道

日立電鉄線の廃線敷にバス専用道を整備。今後の高齢社会や環境社会に向けて
「誰もが安心して、快適に暮らせるまちづくり」を進めるために、BRTを導入した。

第2旅客ターミナ
ル線

関西エアポート（株）、
南海バス（株） 大阪府泉南郡田尻町

エアロプラザ（関西国際空港
第1ターミナル）〜関西国際
空港第2ターミナル

2017年4⽉ 連節バス
関西国際空港内での乗⾞待ち時間の短縮、⾞内の混雑緩和等、お客様の利便
性・快適性の向上が目的。また、関西国際空港のある田尻町の観光PRを目的に、
田尻町の魅力を伝えるイラストを一部の連節バスにラッピングしている。

JR岐阜駅バス停を出発する清流ライナー

表   全国のBRTの事例（観光との関連性が比較的大きいもの）

各種資料をもとに（公財）日本交通公社が作成
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

イ
ク
ル
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
（
Ｃ
＆
Ｒ
）
の
整
備

な
ど
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し

た
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
は
市
の
負
担
で
行
わ

れ
、
民
間
交
通
事
業
者
の
役
割
は
バ
ス
車
両

の
購
入
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
安
全
確
保
な
ど

に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
上
下
分
離
方
式
）。

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
効
果
と
し
て
は
、
大
量
輸

送
能
力
の
向
上
に
よ
る
バ
ス
の
待
ち
時
間
の

短
縮
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
幹
線
ル
ー
ト
で

あ
る
岐
阜
大
学
・
病
院
線
の
駅
前
広
場
バ

ス
停
で
は
８
時
台
に
13
分
の
短
縮
が
見
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
速
達
性
の
向
上
は
乗
客
数
の

増
加
（
平
日
で
30
％
の
増
加
）
と
マ
イ
カ
ー

か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
促
し
た
。
ま
た
、

運
行
本
数
を
12
％
抑
制
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
経
営
改
善
に
寄
与
し
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
網
に
お
け
る

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
位
置
づ
け

　

岐
阜
市
の
公
共
交
通
と
言
え
ば
、
赤
色
の

路
面
電
車
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
交
通
量
の
増
大
に

よ
り
定
時
性
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

や
、
年
間
最
大
20
億
円
の
赤
字
が
生
じ
た
こ

と
な
ど
か
ら
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
に

賛
否
両
論
の
中
で
の
廃
止
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
で
は
抜
本
的
な
地
域
交
通
再

編
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
２
０
０
５

年
度
（
平
成
17
年
度
）に「
岐
阜
市
総
合
交
通

政
策
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
行
動
計
画
と
し

て
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
か
ら
２
０
１
３

年
（
平
成
25
年
）
を
対
象
期
間
と
す
る
「
岐

阜
市
総
合
交
通
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成

と
誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境

社
会
の
実
現
を
目
指
す
構
想
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
戦
略
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
、
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
幹
線
・

支
線
へ
の
再
編
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
幹
線
軸
へ
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導

入
、
バ
ス
優
先
レ
ー
ン
・
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ（
注
）
の

導
入
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
設
置

で
あ
る
。
現
在
も
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年

か
ら
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
を
対
象
と
す

る
総
合
交
通
戦
略
に
沿
っ
て
、「
総
合
交
通
政

策
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
段
階
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
公
共
交
通
の
軸
と
な
る
幹
線
バ
ス
路

線
に
つ
い
て
は
、
連
節
バ
ス
投
入
を
含
む
Ｂ

名称 運営主体 自治体名 運行地区（観光地名） 導入年月 特徴など プロジェクトの概要

南海りんかんバス 南海りんかんバス（株） 和歌山県高野町 高野山駅前〜女⼈堂
（高野山・女⼈堂） 1948年6⽉ 専用道

ケーブルカーで高野山駅下⾞すぐ、南海りんかんバスの始発停留所「高野山駅
前」から「女⼈堂」の手前まで、バス専用道に整備。全長は2.1㎞、乗⾞6分の道程。
林道を走るため眺めが良く、ひとつの観光スポットとして楽しめる。

京成バス 京成バス（株） 千葉県千葉市 幕張本郷駅〜海浜幕張駅 2010年2⽉ 連節バス
バスの利用客が多い千葉県の幕張新都心地区で連節バスを運⾏。京成バス

（株）は、一般路線バスの運⾏に連節バスを導入した初の会社で、また、連節バ
ス保有台数は日本一。

かしてつバス 関鉄グリーンバス（株） 茨城県石岡市・小
美玉市 石岡−高下〜四箇村駅 2010年8⽉ 専用道

国道355号の渋滞により定時性の確保が難しくなったこと等により、バス利用者
は大きく落ち込んだ。このため、鹿島鉄道跡地という既存ストックをバス専用
道として有効活用し、同時に旧鹿島鉄道と同等のサービスを⾏えるよう、バス
専用道を整備した。この開通により、沿線の⽅々の公共交通の利便性が大幅に
向上するとともに、茨城空港へのアクセス性や利便性の向上が図られていた。

清流ライナー 岐阜乗合⾃動⾞（株） 岐阜県岐阜市

【清流ライナー市内ループ線】
岐阜駅〜岐阜駅（柳ヶ瀬、岐
阜公園、ぎふ長良川鵜飼、岐
阜メモリアルセンター）

2011年3⽉ 連節バス
岐阜市型ＢＲＴの導入⽅針は以下となる。
1．ＪＲ岐阜駅を核とした放射状の幹線バス路線への導入
2．中心市街地の活性化や観光振興に寄与するループ状の路線への導入

気仙沼線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市 前谷地〜気仙沼 2012年12⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR気仙沼線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

大船渡線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市

気仙沼〜盛（大船渡おさかな
センター、大船渡市魚市場、
屋形船「潮騒 」、長安寺、三
陸鉄道）

2013年3⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR大船渡線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

ひたちBRT 日立電鉄交通サービス 茨城県日立市 日立おさかなセンター〜大甕駅
（道の駅日立おさかなセンター） 2013年3⽉ 専用道

日立電鉄線の廃線敷にバス専用道を整備。今後の高齢社会や環境社会に向けて
「誰もが安心して、快適に暮らせるまちづくり」を進めるために、BRTを導入した。

第2旅客ターミナ
ル線

関西エアポート（株）、
南海バス（株） 大阪府泉南郡田尻町

エアロプラザ（関西国際空港
第1ターミナル）〜関西国際
空港第2ターミナル

2017年4⽉ 連節バス
関西国際空港内での乗⾞待ち時間の短縮、⾞内の混雑緩和等、お客様の利便
性・快適性の向上が目的。また、関西国際空港のある田尻町の観光PRを目的に、
田尻町の魅力を伝えるイラストを一部の連節バスにラッピングしている。

図1  市民協働型コミュニティバス

資料：「岐阜市の地域公共交通の取り組み」（2016年9月、岐阜市）

表   全国のBRTの事例（観光との関連性が比較的大きいもの）

Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
協
働
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
図
１
）
に
よ
っ
て
日
常
生
活
の
足
を
確
保
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、２
０
１
６
年
度
（
平

成
28
年
度
）
に
は
19
地
区
（
市
内
の
84
％
）
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
が
拡
大
さ
れ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
お
け
る
行
政
負
担
は
60

～
85
％
で
、
残
り
の
収
入
は
運
賃
や
広
告
収

入
に
よ
る
地
域
負
担
で
賄
わ
れ
る
。
地
域
に

は
経
営
感
覚
も
必
要
で
あ
り
、
ル
ー
ト
、
ダ

イ
ヤ
、
運
賃
も
地
域
が
決
定
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。

　

岐
阜
市
の
計
画
づ
く
り
の
優
れ
た
点
と
し

て
、
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
に
各
種
統
計

デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
土
地
利
用
や
人
口
分
布

状
況
な
ど
の
分
析
を
踏
ま
え
た
将
来
の
都
市

地域住民が主体となった運営協議会を設置

地域住民
地域が経営感覚を持った運営

（地域住民が計画・運営）

   行政（市）
運営の支援

交通事業者
バスの運行

行政が
地域の努力を支える

  行政負担（補助金）
地域に応じて

60～85％

地域は最大限努力
（明確な収入目標）

  地域負担（運賃・広告）
地域に応じて

15～40％

ルート
ダイヤ
運賃も

地域が決定
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観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

　

岐
阜
市
は
、
岐
阜
城
、
長
良
川
の
鵜う

飼
い
、

長
良
川
温
泉
な
ど
の
著
名
な
観
光
資
源
を

有
し
て
い
る
。一
方
で
、
観
光
客
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化

が
進
む
中
で
、
個
人
観
光
客
の
公
共
交
通
機

関
へ
の
ニ
ー
ズ
は
増
大
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
岐
阜
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
の
計
画
策
定
の
目
的
に
も
、
＂ま
ち
づ

く
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
観
光
振
興
と

の
一
体
性
を
確
保
＂
す
る
こ
と
が
謳う

た

わ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
岐
阜
市
の
観
光
振
興
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
観
光
客
・
レ
ジ
ャ
ー
客
の
多
い
土
日
祝
日

に
お
け
る
市
内
の
観
光
・
商
業
拠
点
を
結
ぶ

市
内
ル
ー
プ
線
の
運
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
の
販
売
も
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。「
２
１
０
円
エ
リ
ア
パ
ス

（
４
５
０
円
）」
は
、
２
１
０
円
均
一
区
間
が
１

日
乗
り
放
題
に
な
る
切
符
で
、
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）
は
１
万
４
０
０
０
枚
が
販
売
さ

れ
た
。
ま
た
、
土
日
祝
限
定
の
１
日
乗
車
券

も
春
と
秋
の
行
楽
期
に
５
０
０
円
で
販
売
さ

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
４
万
７
０
０
０
枚
が

販
売
さ
れ
た
。

　

歴
史
に
ち
な
ん
だ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
も
運

行
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
市
内
ル
ー
プ
線
に

は
、
清
流
ラ
イ
ナ
ー
以
外
に
も
、
織
田
信
長

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
外
観
と
大
名
屋
敷
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
車
内
装
飾
を
施
し
た
「
信
長
バ

ス
」
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
を
循
環
す
る
１
０
０
円
バ
ス
と
し
て
桜
色

の
「
濃
姫
バ
ス（
柳
バ
ス
）」
が
運
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
、
岐
阜
公
園
な
ど
の
観
光
拠
点

で
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
も
行
わ
れ
て
い

像
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
岐
阜
市

内
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
ア
ユ
カ
」
の
デ
ー

タ
と
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
も
積
極

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
バ
ス
路
線
の
時

間
帯
別
需
要
と
運
行
頻
度
、
バ
ス
停
間
Ｏ
Ｄ

の
分
析
が
行
わ
れ
、
実
需
を
踏
ま
え
た
路
線

の
再
編
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の
位
置
、

乗
り
継
ぎ
の
シ
ー
ム
レ
ス
化
の
計
画
が
進
め

ら
れ
た
。

図2  定時性、速達性が確保された利便性の高い公共交通軸（幹
線バスおよび鉄道）の構築

資料：「総合交通戦略（2014-2018）」岐阜市

る
（
利
用
料
１
０
０
円
／
日
）。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
方
で
課
題
も
あ

る
。
デ
ー
タ
分
析
を
重
視
し
て
交
通
計
画
を

策
定
し
て
き
た
岐
阜
市
だ
が
、
こ
と
観
光
に

関
し
て
は
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
の
だ
。一

つ
に
は
、
宿
泊
統
計
な
ど
観
光
統
計
が
不
十

分
で
あ
る
点
が
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
や
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
っ
た
観
光
客
の

主
要
な
発
地
で
用
い
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が

岐
阜
市
内
で
利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
観
光
客
の
デ
ー
タ
分
析
が

現
状
は
難
し
い
点
が
あ
る
。

　

岐
阜
市
の
青
木
保
親
交
通
総
合
政
策
審

議
監
は
、「
現
段
階
で
は
市
民
の
バ
ス
需
要
に

比
べ
る
と
観
光
に
よ
る
バ
ス
利
用
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
段
階
」
と
す
る
が
、「
観
光
に
よ
る

昼
の
時
間
帯
の
利
用
者
数
の
上
乗
せ
効
果
は

重
要
」
と
も
捉
え
て
い
る
。
観
光
客
の
利
用

の
可
能
性
と
し
て
は
、
市
内
ル
ー
プ
線
を
中

心
と
し
た
観
光
拠
点
の
周
遊
に
加
え
、
長
良

川
温
泉
か
ら
中
心
市
街
地
な
ど
の
夜
間
移
動

の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

デ
ー
タ
不
足
に
よ
っ
て
有
効
な
施
策
に
結
び

つ
け
に
く
い
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
） 

公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム（P

ublic Transportation 
P
riority S

ystem

）。
バ
ス
専
用
・
優
先
レ
ー
ン
の
設

置
や
優
先
信
号
制
御
な
ど
を
通
じ
て
、
バ
ス
な
ど
の

定
時
運
行
を
確
保
し
利
用
を
促
進
す
る
も
の
。

トランジットセンターのイメージ

中心市街地トランジットモールのイメージ
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明あ
け

知ち

鉄
道

事
例

４

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
ロ
ー
カ
ル
線
を

維
持
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
列
車
や
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
明
知
鉄
道
（
株
）
は
、

食
堂
車
事
業
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
、
岐
阜
県
、
恵
那
市
、
中

津
川
市
、
地
元
企
業
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
。

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
に
旧
国
鉄
の
特

定
地
方
交
通
線
を
引
き
継
ぐ
形
で
開
業
し
、

恵
那
駅
か
ら
明
智
駅
の
25
・
１
km
を
結
ぶ
。

有
人
駅
は
こ
の
２
つ
の
駅
だ
け
で
、
社
員
数

は
約
35
人
。
沿
線
の
主
な
観
光
資
源
と
し
て
、

「
日
本
大
正
村
」や
日
本
三
大
山
城
の
一
つ「
岩

村
城
」
な
ど
が
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
線
で
は

最
初
の
食
堂
車
事
業

　

食
堂
車
事
業
は
、開
業
２
年
後
の
１
９
８
７

年
（
昭
和
62
年
）
に
「
寒
天
列
車
」
と
し
て
始

ま
っ
た
。「
細
寒
天
」
が
山
岡
地
区
の
名
産
品

で
、
脇
役
に
な
り
が
ち
な
食
材
な
の
で
、
列

車
の
中
で
細
寒
天
を
使
っ
た
料
理
を
出
し
て

そ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
声

が
地
元
か
ら
上
が
っ
た
と
い
う
。
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
で
食
堂
車
を
取
り
入
れ
た
の
は
明
知

鉄
道
が
日
本
初
で
あ
り
、
当
時
は
列
車
の
中

で
食
事
を
出
す
と
い
う
だ
け
で
も
話
題
性
が

あ
っ
た
。

　

現
在
食
堂
車
は
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
お
花
見
弁
当

列
車
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
山
菜
弁
当
列
車
」「
枡

酒
列
車
」「
き
の
こ
列
車
」

「
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
」
を
加

え
て
６
種
類
あ
る
。
季
節

の
も
の
を
中
心
に
、
こ
の

時
期
に
こ
こ
に
来
な
い
と

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
提

供
さ
れ
て
い
る
。
何
度
も

来
や
す
く
友
人
を
誘
っ
て

行
け
る
よ
う
な
値
段
設
定

を
維
持
す
る
方
針
で
、
例

え
ば
今
回
取
材
時
に
体

験
し
た
「
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
」
は
、
恵
那
駅

か
ら
明
智
駅
ま
で
の
食
堂
車
料
金
と
帰
路
の

フ
リ
ー
切
符
込
み
で
１
人
当
た
り
４
０
０
０

円
と
値
頃
感
が
あ
る
（
食
堂
車
全
体
で
は

２
５
０
０
円
か
ら
５
５
０
０
円
）。
料
理
提
供

に
は
原
則
と
し
て
マ
ー
ジ
ン
を
設
定
せ
ず
、

明
知
鉄
道
の
収
入
は
運
賃
相
当
が
ほ
と
ん
ど

じねんじょ列車と車内風景

地
産
地
消
の
食
堂
車
事
業
で
ロ
ー
カ
ル
線
を
活
性
化

〜
明
知
鉄
道
の
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

予
約
客
が
も
し
も
現
れ
な
か
っ
た
時
に
食

事
の
仕
入
れ
代
を
負
担
で
き
な
い
た
め
、
基

本
的
に
郵
便
局
を
通
じ
て
前
振
り
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に

つ
い
て
は
、
経
費
が
か
か
る
た
め
扱
っ
て
い

な
い
。
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食
堂
車
の
利
用
状
況
と

鉄
道
維
持
へ
の
貢
献

　

年
間
催
行
数
は
、
３
０
０
か
ら
４
０
０
本

あ
り
（
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
と
枡
酒
列
車
を
連

結
す
る
ケ
ー
ス
は
２
本
と
カ
ウ
ン
ト
）、
月
曜

日
以
外
は
ほ
ぼ
毎
日
運
行
し
て
い
る
。
こ
れ

だ
け
催
行
で
き
る
の
は
、
１
日
最
大
90
人
ま

で
参
加
で
き
、
個
人
客
か
ら
団
体
客
ま
で
対

応
が
可
能
と
い
う
点
も
大
き
い
。

　

年
間
の
利
用
客
数
は
約
１
万
人
か
ら

１
万
２
０
０
０
人
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。
た
だ
し
、「
ふ
る
さ
と
割
」
の
利
用
が
多

か
っ
た
年
に
は
１
万
７
０
０
０
人
の
集
客
が

あ
っ
た
。
季
節
別
で
見
る
と
、
秋
期
と
沿
線

で
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
３
月
が
多

く
、
冬
と
真
夏
は
参
加
者
が
少
な
い
傾
向
が

あ
る
。

　

発
地
別
で
は
名
古
屋
駅
か
ら
恵
那
駅
ま
で

快
速
列
車
で
約
60
分
ほ
ど
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
愛
知
の
人
が
７
～
８
割
を
占
め
、
特
に

中
央
線
沿
線
の
人
が
多
い
。
個
人
客
で
は
40

代
か
ら
50
代
以
上
の
利
用
が
多
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
統
計
は
取

ら
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
関
東
・
関
西
の
人
も
増
え
て
お

り
、
遠
方
か
ら
来
る
利
用
客
に
は
鉄
道
好
き

が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
最
近
は
メ
デ
ィ
ア
で

鉄
道
の
旅
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
増

え
、
鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
も
多
い
の
で
、

そ
の
影
響
で
遠
方
か
ら
来
る
人
も
増
加
し
て

い
る
。
明
知
鉄
道
は
大
規
模
な
広
報
活
動
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
新
聞
で
食
堂
車
を
知
っ

た
と
い
う
人
が
多
い
た
め
、
季
節
ご
と
、
料

理
が
変
わ
る
ご
と
に
新
聞
社
を
訪
問
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

明
知
鉄
道
全
体
の
利
用
者
数
は
、
近
年
は

年
間
38
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
恵
那

市
・
中
津
川
市
在
住
の
小
中
学
生
と
65
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
格
安
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

を
販
売
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
需
要
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

　

明
知
鉄
道
の
広
報
担
当
で
あ
る
伊
藤
温

子
氏
は
、
食
堂
車
事
業
の
貢
献
度
に
つ
い 日本大正村のまちなみ（明智地区）
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て
、「
も
し
食
堂
車
が
な
か
っ
た
ら
メ
デ
ィ
ア

で
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
沿
線
人
口

が
減
少
し
、
少
子
化
で
通
学
定
期
の
利
用
者

数
も
年
々
少
な
く
な
る
中
で
、
食
堂
車
が
な

か
っ
た
ら
明
知
鉄
道
が
あ
っ
た
の
か
な
と
思

う
」
と
食
堂
車
事
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。

地
域
と
の
連
携

　

明
知
鉄
道
の
社
長
は
恵
那
市
長
で
あ
り
、

岐
阜
県
は
株
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
と
も
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
明
知
鉄
道
連

絡
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
観

光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
市
や
沿
線
の
観
光
協
会

な
ど
と
情
報
共
有
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
度

放
映
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
が

岩
村
駅
周
辺
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し

た
話
題
を
絡
め
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　

食
堂
車
の
企
画
は
、
地
元
の
料
理
屋
や
蔵

元
と
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。
特
に

市
が
そ
の
間
に
入
る
こ
と
は
な
い
が
、
常
に

情
報
は
共
有
し
て
い
る
。
何
か
沿
線
の
観
光

協
会
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
明
知
鉄
道
か
ら
働
き
か
け
て
一
緒
に
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

　

食
堂
車
に
料
理
を
提
供
し
て
い
る
お
店

は
、
現
在
７
軒
あ
る
（
料
理
６
軒
、
お
酒
１

軒
）。
新
し
い
企
画
を
展
開
す
る
た
め
に
も
、

「
料
理
屋
さ
ん
が
ま
た
来
年
も
や
り
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
」
着
実
に
集
客
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

明
知
鉄
道
で
は
、
食
材
は
な
る
べ
く
地
元

の
も
の
が
中
心
に
な
る
よ
う
に
事
業
者
に
依

頼
し
て
い
る
が
、
食
材
の
安
定
的
な
確
保
は

難
し
い
面
も
あ
る
た
め
限
定
は
し
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
、
地
元
の
食
材
で
あ
る
こ
と
を

売
り
に
は
し
て
い
な
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
へ
向
け
た

取
り
組
み
と
課
題

　

我
が
国
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
増
加
し

て
い
る
が
、
言
葉
の
対
応
の
問
題
も
あ
り
、

受
入
体
制
が
整
わ
な
い
段
階
で
ど
こ
ま
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
注
力
す
べ
き
か
は
課
題
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、明
知
鉄
道
の
外
国
人
乗
客
は
、

日
本
人
の
友
人
が
仲
介
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
。
食
堂
車
に
乗
っ
て
く
る
外
国
人
自

体
は
未
だ
少
な
い
が
、
比
率
と
し
て
は
欧
米

人
が
多
く
、
岩
村
の
城
下
町
な
ど
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
外
国
人
利
用
が
少
な
い
理
由

の
一
つ
に
は
、
事
前
予
約
と
郵
便
局
で
の
振

込
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
も
あ
る
。

　
「
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」（
２
０
１
５
年
11
月
、
恵
那
市
・
中

津
川
市
）
で
は
、
＂外
国
人
観
光
客
に
訴
求
力

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
企
画
＂
に
つ
い
て

英文パンフレット

じねんじょ列車の食事

計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
食
堂
車
の
食

事
が
外
国
人
に
全
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

わ
け
で
は
な
く
、「
ど
の
食
事
が
ど
の
国
の
人

に
好
ま
れ
る
の
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
あ

る
程
度
リ
サ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
他
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
２
０
１
７
年
（
平
成
29

年
）
に
、
紫
色
の
表
紙
の
英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（S

tories
of the E

leven
 R

ailroad
 

S
tation

）
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
主
に
個
人

客
向
け
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
が
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
、
同
年
に
駅
名
看
板
へ
の

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
を
進
め
る
場
合
も
、
恵
那
市
や
岐

阜
県
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
関
す
る
補
助
な
ど
が
活

用
さ
れ
て
い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）
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全
国
で
広
が
る

貨
客
混
載
の
取
り
組
み

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
で
過
疎
地

の
公
共
交
通
機
関
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、

地
域
住
民
の
需
要
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
難

し
い
。
こ
れ
に
観
光
客
需
要
を
加
え
て
い
く

こ
と
が
今
特
集
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
別

の
方
策
と
し
て
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
産

業
需
要
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に
も
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
化
の
中
で
運

転
手
不
足
に
悩
む
産
業
界
に
と
っ
て
も
重
要

で
あ
る
。

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
列
車
に
、
旅
客
と
貨
物

を
一
緒
に
輸
送
す
る
こ
と
は
、
貨
客
混
載
ま

た
は
客
貨
混
載
と
呼
ば
れ
る
。
積
載
で
き
る

貨
物
の
量
に
は
規
制
も
あ
る
が
、
過
疎
化
へ

の
対
応
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト（
注
）
の
観
点
か

ら
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。

　

道
路
運
送
法
第
82
条
に
は
＂一
般
乗
合
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
者（
路
線
バ
ス
事
業
者
）

は
、
旅
客
の
運
送
に
付
随
し
て
、
少
量
の
郵

便
物
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
貨
物
を
運
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
＂
と
あ
る
。
こ
の
＂少
量
＂
と

は
通
達
に
よ
っ
て
３
５
０
kg
未
満
が
原
則
と

さ
れ
て
き
た
が
、
２
０
１
７
年
9
月
か
ら
国

土
交
通
省
の
通
達
に
よ
り
重
量
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
。
過
疎
地
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
手
厚

く
、
タ
ク
シ
ー
、
貸
切
バ
ス
に
つ
い
て
の
貨
客

混
載
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
発
地
か
着
地
の

い
ず
れ
か
が
過
疎
地
で
あ
れ
ば
可
）。

　

ま
た
、「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が
２
０
１
６
年
10
月

に
改
正
さ
れ
、「
一
定
の
規
模
及
び
機
能
を
有

す
る
流
通
業
務
施
設
」
が
な
い
地
域
で
も
複

数
の
事
業
者
に
よ
る
連
携
を
条
件
に
、
例
え

ば
宅
配
事
業
者
が
鉄
道
や
バ
ス
路
線
を
使
っ

て
過
疎
地
へ
の
物
流
を
効
率
化
す
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

表（
Ｐ
27
）
は
、
全
国
で
見
ら
れ
る
貨
客
混

載
の
事
例
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
港

へ
の
手
荷
物
輸
送
や
高
山
・
松
本
の
宿
泊
施

設
間
の
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
を
除
く
と
、
多
く

は
住
民
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
路
線
の
多
く

が
観
光
地
を
含
む
路
線
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
貨
客
混
載

の
推
進
は
、
個
人
客
が
利
用
可

能
な
観
光
路
線
を
維
持
す
る
上

で
、
重
要
な
施
策
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
高
山
市
と
京
王
電

鉄
に
よ
る
取
り
組
み
の
よ
う
に

路
線
の
維
持
・
活
性
化
か
ら
一

歩
進
め
て
、
地
場
産
品
の
大
都

市
圏
へ
の
販
路
拡
大
や
観
光
地

Ｐ
Ｒ
の
目
的
も
兼
ね
て
貨
客
混

載
を
展
開
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。
東
京
事
務
所
長
の
清
水
雅
博
氏
に
お
話

を
う
か
が
っ
た
の
で
、
以
下
で
紹
介
し
た
い
。

高
山
の
朝
採
れ
野
菜
が
翌
朝
に
は

東
京
の
ス
ー
パ
ー
で
買
え
る

●
事
業
化
の
経
緯
と
狙
い

　

も
と
も
と
地
域
の
野
菜
を
東
京
市
場
に
流

通
さ
せ
る
貨
客
混
載
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

茨
城
県
常
陸
太
田
市
が
市
内
で
採
れ
た
野
菜

を
「
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
」か
ら
茨
城
交
通

の
高
速
バ
ス
で
東
京
へ
移
送
し
、
丸
正
食
品

（
中
野
区
）で
販
売
す
る
前
例
が
あ
っ
た
。

　

高
山
市
の
事
例
は
、高
山
市
の
直
売
所「
特

選
館
あ
じ
か
」
が
取
り
扱
う
高
山
産
の
野
菜

を
、
濃
飛
乗
合
自
動
車
の
協
力
を
得
て
高
山

営
業
所
で
京
王
電
鉄
バ
ス
の
高
速
バ
ス
に
積

込
み
、
旅
客
と
一
緒
に
東
京
へ
移
送
す
る
。
バ

ス
タ
新
宿
で
旅
客
を
降
ろ
し
た
後
、
高
速
バ

ス
は
杉
並
区
の
京
王
電
鉄
バ
ス
の
高
速
バ
ス

セ
ン
タ
ー
（
営
業
所
）
に
回
送
す
る
。
高
速
バ

ス
で
の
移
送
は
こ
こ
ま
で
で
、
車
庫
か
ら
販

高
山
市

事
例

5
高
速
バ
ス
で
地
域
産
品
を
東
京
市
場
へ

〜
高
山
市
の
貨
客
混
載
へ
の
取
り
組
み

高速バス車両（上）と保冷コンテナ（左下）、高山産の農産物（右下）
2017年9月8日付 京王電鉄（株）ニュースリリースより（写真：京王電鉄（株））
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

運行地区 運営主体 導入年月 プロジェクトの概要

京都市嵐電 西院⾞庫〜嵐山駅 ヤマト運輸（株）
京福電気鉄道（株） 2011年5⽉

トラックを使わずに集配を実施することによるCO₂削減が目
的。宅急便の輸送に路⾯電⾞の1両（貸切）を利用。

宮崎県西都市〜宮崎県西米良村

宮崎交通（株）
ヤマト運輸（株）
宮崎県
宮崎県西都市
宮崎県西米良村

2015年10⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

宮崎県延岡市〜高千穂町、宮崎県
日向市〜諸塚村

宮崎交通（株）
ヤマト運輸（株） 2016年6⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

道の駅ひたちおおた（茨城県常陸
太田市）〜 バスタ新宿〜東京都中
野区の食品販売店

常陸太田産業振興（株）
茨城交通（株）
茨城県常陸太田市
東京都中野区

2016年9⽉
常陸太田市の基幹産業である農産物の販路拡大による常陸
太田市の農家の所得向上や地域経済の循環が目的。常陸太
田市の農産物の輸送に高速バスのトランクを利用。

熊本県⼈吉市〜熊本県五木村 産交バス（株）
ヤマト運輸（株） 2016年10⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

中部国際空港〜名古屋駅 周辺の
宿泊施設など（実証実験）

名鉄バス（株）
ヤマト運輸（株）
中部国際空港（株）

2016年11⽉〜2017年2⽉
（実証実験）

中部国際空港を利用する訪日外国⼈旅⾏者の受入環境整備
の一環として、手ぶら観光サービスの利便性向上（荷物の当
日配送受付時間の延長）が目的。中部国際空港から名古屋
駅周辺の宿泊施設などへの荷物輸送にリムジンバスのトラン
クを利用。

東京23区内※〜成田空港
※東京駅・新宿・池袋・渋谷・赤坂・
　六本木・品川・お台場 など

東京空港交通（株）
佐川急便（株） 2017年3⽉

輸送の効率化による環境負荷の低減と省力化、手ぶら観光
サービスの利便性向上（荷物の当日配送受付時間の延長、配
送エリアの拡大）が目的。都心から成田空港への荷物輸送に
リムジンバスの荷物スペースを利用。

京都丹後鉄道宮豊線 久美浜駅〜
峰山駅

WILLER TRAINS（株）
（株）丹後王国 2017年6⽉

トラック輸送距離が短縮されることによるCO₂削減、運搬にか
かる農家の負担の削減、列⾞の安定した運送収入の確保が目
的。道の駅「丹後王国 食のみやこ」への各農家の農産品の輸送
に、旅客列⾞の⾞両に設けられる貨客混載スペースを利用。

兵庫県豊岡市：
江原地区〜神鍋高原地区

全但バス（株）
ヤマト運輸（株）
兵庫県豊岡市

2017年6⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

墨田区吾 妻 橋〜明 石町・聖 路加
ガーデン前（実証実験）

東京都
（公財）東京都公園協会

ヤマト運輸（株）

2017年8⽉〜1カ⽉
（実証実験）

物資輸送における水上バス活用の可能性の検証が目的。観
光で東京都を訪れたお客様からお預かりした荷物を水上バ
スで輸送し、お客様が観光を楽しんでいる間に目的地まで配
送することを想定して、定期運航中の水上バスで模擬貨物を
輸送し、搬入・搬出における所要時間や⼈員、船内での安全
性確保のための⼈員配置、旅客輸送への影響などを確認。

岐阜県高山市の提携ホテル〜長野
県松本市の提携ホテル（実証実験）

中部運輸局
濃飛乗合⾃動⾞（株）
佐川急便（株）
アルピコ交通（株）

2017年8⽉〜2017年11⽉
（実証実験）

松本・高山両市の宿泊施設に宿泊し、松本〜高山間を観光す
る旅⾏者向けの手ぶら観光サービスの導入（高山〜松本間の
手荷物の当日配送の実現）が目的。提携ホテル間の観光客の
荷物の輸送に高速バスの荷室を利用。

愛媛県松山市・八幡浜市・宇和島
市・今治市内の提携ホテル間

伊予鉄道（株）
宇和島⾃動⾞（株）
瀬戸内運輸（株）
佐川急便（株）

2017年9⽉

観光振興の一環として、観光客やサイクリストの利便性向上
が目的。しまなみ海道を利用して今治に来たサイクリストが
愛媛県内各地に向かう際、あるいはその逆ルート、および松
山市・八幡浜市・宇和島市・今治市間を観光する⽅の手荷物
を貨客混載にて輸送する。サイクリストの宿泊先への手荷物
の輸送に、路線バスの荷室を利用。

特選館あじか（岐阜県高山市）〜バ
スタ新宿〜東京都杉並区の食品販
売店（キッチンコート永福町店）

京王電鉄（株）、高山市
京王電鉄バス（株）
濃飛乗合⾃動⾞（株）

（株）京王ストア

2017年9⽉

高速バスの生産性向上、飛騨高山産の農産物を差別化商品と
することで（株）京王ストアの店舗の魅力向上、高山市の知名度
向上・観光誘致・農産物の販路拡大による地域経済の活性化
が目的。高山市の農産物の輸送に高速バスのトランクを利用。

奈良県天川地区・奥宇陀地区
（実証実験）

奈良県、宇陀地域公共
交通活性化協議会、 奈
良 交 通（株）、ヤマト運
輸（株）

2017年10⽉〜2018年3⽉
（実証実験）

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に天川地区では路線バス、奥宇陀地区で
はコミュニティバス（両バスとも⾞内の最後列の座席上に集
配ボックスごと積み込み）を利用。

愛知県豊田市
とよたおいでんバス稲武・足助線
足助地区〜稲武地区

ヤマト運輸（株）
豊栄交通（株）
愛知県豊田市

2018年1⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送にコミュニティバス（座席の一部を荷台ス
ペースにした専用⾞両）を利用。

各種資料より（公財）日本交通公社作成

表   全国の貨客混載の事例
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売
店
の
京
王
ス
ト
ア
（
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト
永

福
町
店
）
ま
で
は
、
京
王
グ
ル
ー
プ
の
京
王

運
輸
が
商
品
を
届
け
る
。
移
送
か
ら
販
売
ま

で
の
全
て
を
一
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
で
一
貫

し
て
実
施
し
て
い
る
の
は
、
貨
客
混
載
で
は

初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
山
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
京
王
電

鉄
グ
ル
ー
プ
で
は
、
以
前
か
ら
高
速
バ
ス
路

線
を
展
開
す
る
中
部
地
方
（
信
州
、
飛
騨
、

中
央
道
沿
線
）
と
の
連
携
を
進
め
て
い
て
、

２
０
１
６
年
７
月
に
は
新
宿
に
「
中
部
地
方

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
in
京
王
新

宿
」
と
い
う
観
光
案
内
所
を
開
設
し
て
い
る
。

そ
こ
で
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら

に
産
地
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
、
貨
客
混
載
で
の
中
部
地
方
の
野
菜
の
輸

送
・
販
売
に
取
り
組
む
べ
く
検
討
を
始
め
た

経
緯
が
あ
る
。

　

高
山
市
で
は
海
外
戦
略
部
を
中
心
と
し

て
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
香
港
や
パ
リ
で
の
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
も
進
め
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
事
業
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
外
国
人
で
は
な
く
国
内
向

け
、
特
に
東
京
に
お
け
る
高
山
フ
ァ
ン
の
拡

大
を
狙
っ
た
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ
の
立
場
か
ら
は
、

高
山
の
認
知
度
や
関
心
が
高
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
高
速
バ
ス
路
線
の
利
用
者
が
増
え

る
こ
と
の
他
、
京
王
ス
ト
ア
の
魅
力
向
上
な

ど
に
つ
な
が
り
、
高
山
市
の
立
場
か
ら
は
東

京
で
の
高
山
野
菜
の
販
売
、
そ
し
て
、
野
菜

を
通
じ
た
高
山
市
の
認
知
度
向
上
、
来
訪
者

増
に
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
生
産

者
も
東
京
で
売
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
売

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
非
常
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
。

●
貨
客
混
載
の
仕
組
み

　

事
業
開
始
は
２
０
１
７
年
９
月
14
日
で

あ
る
。
高
山
と
新
宿
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
の
う

ち
、
10
時
30
分
発
の
バ
ス
に
、
週
2
回
、
朝
採

れ
野
菜
を
ト
ラ
ン
ク
に
載
せ
て
東
京
ま
で
運

び
、
翌
朝
に
は
販
売
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
週
２
便
、
販
売
店
は
京
王
ス
ト
ア

「
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト
永
福
町
店
」
１
店
舗
で
の

貨
客
混
載
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
特
選
館
あ
じ
か
」
ま
で
は
近
隣
の
農
家

が
野
菜
を
運
ん
で
い
る
。
登
録
し
て
い
る
農

家
は
３
０
０
軒
を
超
え
て
お
り
、
供
給
面
で

の
問
題
は
少
な
い
。
運
ば
れ
て
き
た
野
菜
の

う
ち
、「
あ
じ
か
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
品
質
の
良

い
も
の
を
見
極
め
て
東
京
へ
出
荷
し
て
い
る
。

清
水
所
長
は
、「
高
山
野
菜
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
観
点
か
ら
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、

出
荷
品
選
び
は
慎
重
に
行
っ
て
お
り
、
良
い

商
品
を
厳
選
し
て
出
荷
し
て
い
る
」
と
言
う
。

　

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、「
徐
々
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
高
山
の
野
菜
は
関
西

や
中
京
圏
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

東
京
で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
足
掛

か
り
に
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
現
在
は
「
あ
じ
か
」
の
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
い
け
ば
、

高
山
市
内
の
道
の
駅
（
市
内
の
道
の
駅
数
が

日
本
一
）
を
活
用
し
、
供
給
量
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
も
市
で
は
期
待
し
て
い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

［運搬行程］

店頭に並んだ野菜

2017年9月8日付 京王電鉄（株）ニュースリリースより

7：00～9：00
出荷物の集約

9：30頃
積み込み

10：30
出発

16：00頃
到着

17：00頃
積み下ろし 販売

農家 特
選
館
あ
じ
か農家

農家

濃
飛
バ
ス
高
山
営
業
所

高
山
濃
飛
Ｂ
Ｃ

キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト

永
福
町
店

京
王
電
鉄
バ
ス

高
速
バ
ス
セ
ン
タ
ー

バ
ス
タ
新
宿

回送 回送実車

飛騨高山線
7006便

貨客混載
区間

（
注
） 

物
流
の
省
力
化
や
環
境
負
荷
の
観
点
か
ら
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
か
ら
大
量
輸
送
機
関
で
あ
る
鉄
道
、
船
舶
輸

送
へ
と
転
換
す
る
こ
と
。
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福
井
市
の
東
方
に
位
置
す
る
永
平
寺
町
。

こ
の
町
が
、
な
ぜ
自
動
走
行
実
証
実
験
に
興

味
を
持
ち
、
自
動
走
行
実
証
実
験
を
誘
致
し

た
の
か
。
自
動
運
転
の
実
用
化
を
目
指
す
理

由
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

永
平
寺
町
は
、
町
名
の
由
来
で
も
あ
る
曹

洞
宗
大
本
山
永
平
寺
で
知
ら
れ
る
が
、
他
に

も
国
立
大
学
福
井
大
学
医
学
部
、
福
井
県
立

大
学
な
ど
も
立
地
し
て
い
る
。
産
業
構
造
と

し
て
は
、
歴
史
あ
る
繊
維
業
、
永
平
寺
や
九

頭
竜
川
に
関
わ
る
観
光
業
、
大
学
を
核
と
し

た
教
育
産
業
が
主
要
な
位
置
を
占
め
る
。

　

町
の
主
な
観
光
目
的
地
で
あ
る
曹
洞
宗

大
本
山
永
平
寺
は
、
観
光
の
多
様
化
と
、

団
体
旅
行
の
減
少
を
主
な
要
因
と
し
て
、

１
９
８
０
年
の
１
４
９
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
７
年
は
53
万
人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
通
過

型
日
帰
り
客
で
、
宿
泊
は
近
隣
市
町
の
芦あ

原わ
ら

永
平
寺
町

事
例

6
永
平
寺
参
ろ
ー
ど
に
お
け
る
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み

〜
地
域
を
守
り
な
が
ら
産
業
と
観
光
を
振
興

温
泉
、
山
中
温
泉
や
山
代
温
泉
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
町
内
で
の
観
光
消
費
額
の

低
さ
が
観
光
業
の
弱
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
内
に
は
、
北
陸
自
動
車
道
、
中
部
縦
貫

自
動
車
道
、
２
つ
の
国
道
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

勝
山
永
平
寺
線
が
走
り
、
交
通
網
を
形
成
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
ま
で
は
車
で
20
分
程

で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
０
１
７
年
秋
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
自
動

走
行
実
証
事
業
の
舞
台
が
「
永
平
寺
参
（
ま

い
）
ろ
ー
ど
」
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
京
福
電

鉄
永
平
寺
線
の
廃
線
跡
で
あ
り
、
永
平
寺
口

駅
か
ら
永
平
寺
に
至
る
幅
員
３
メ
ー
ト
ル
、

約
６
㎞
の
遊
歩
道
（
町
道
）
と
な
っ
て
い
る
。

80
歳
を
超
え
て
も
ク
ル
マ
で
通
院
、買
物

　

永
平
寺
町
も
、
他
の
多
く
の
自
治
体
と
同

様
に
、
財
政
事
情
の
悪
化
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

高
齢
と
な
る
に
つ
れ
、
生
活
ニ
ー
ズ
に
占

め
る
地
域
公
共
交
通
機
関
の
重
要
性
は
増
し

下志比

永平寺口駅志比堺

永平寺

永平寺町役場
永平寺支所

光明寺

九頭竜川

↑ 加賀市へ

↓

→ ← 

北
陸
自
動
車
道
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
へ

 

国
道
１
５
７
号
へ

越前高田へ 

永平寺参ろーど

中部縦貫自動車道（永平寺大野道路）

えちぜん鉄道勝山永平寺線

国道416号

東古市

山

東諏訪間

諏訪間

けやき台

寺本

京善
市野々

荒谷

志比

永平寺町　高橋～志比
【延長】6,025m【幅員】約3m

364

364

364永平寺

永平寺参道

永平寺町地図

平成22年 平成27年
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永平寺町人口推移
25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

出典：国勢調査

5,039人

12,745人

2,730人

5,413人

11,867人

2,437人

374人増

878人減

293人減

■年少人口
  （15歳未満）

■生産年齢人口
  （15～64歳）

■老年人口
  （65歳以上）

典型的な中山間地域

永
平
寺
町
総
務
課　

伊
藤 

聡
一
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い
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
自
動
走
行
技
術

や
車
両
へ
の
期
待
や
早
期
実
用
化
を
望
む
肯

定
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。具
体
的
に
、

自
動
走
行
ル
ー
ト
、
乗
車
運
賃
、
ダ
イ
ヤ
編

成
や
乗
降
客
予
測
ま
で
踏
み
込
む
提
案
も

あ
っ
た
。
今
後
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
事
業

と
し
て
の
運
営
方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
自

動
走
行
技
術
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
大

学
と
の
共
同
研
究
、
企
業
訪
問
や
検
討
会
を

行
っ
て
い
る
。
自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
す
べ
て
が
無
人
化
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
な
い
か

ら
「
事
業
を
や
め
て
し
ま
う
、
撤
退
し
て
し

ま
う
」
を
「
自
動
走
行
車
両
で
解
決
で
き
な

い
か
、
省
力
化
で
き
な
い
か
」
ま
で
に
持
っ
て

い
く
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
行
政
と
し
て
担
っ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
２
０
１
７
年
12
月
か

ら
「
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」（
図
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
と
は
、

地
域
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出

の
た
め
の
取
組
を
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ

ボ
」
と
し
て
、
経
済
産
業
省
が
選
定
し
、
地
域

で
の
取
組
を
通
じ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

た
め
の
省
力
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ま
ず
は
地
元
の
理
解
を
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
産
業
活
性
化
も

視
野
に

　

自
動
走
行
実
証
実
験
は
全
国
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
当
町
で
は
、
特
に
「
持
続
可

能
な
公
共
交
通
事
業
と
し
て
の
自
動
走
行
」

を
目
指
し
て
自
動
走
行
実
証
実
験
を
誘
致

し
た
。

　

自
動
運
転
を
導
入
す
る
上
で
は
、
自
動
走

行
技
術
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
、
沿
線
住
民

の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
双
方
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、「
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
触
っ
て
も

ら
っ
て
、
乗
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
念
頭
に
、

自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
紹
介
し
た
動
画
、

自
動
走
行
お
も
ち
ゃ
工
作
キ
ッ
ト
を
作
成
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
沿
線
集
落
を
対

象
と
し
た
地
元
説
明
会
、
試
乗
会
、
自
動
走

行
技
術
紹
介
イ
ベ
ン
ト
、
小
学
校
社
会
科
見

学
等
を
実
施
し
た
。
試
乗
人
数
は
３
０
０
人

以
上
で
、
町
民
の
１
０
０
人
に
１
人
が
自
動

走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
体
験
し
た
計
算
に
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ

ぞ
れ
の
地
域
で
定
住
人
口
を
維
持
し
て
い
こ

う
と
い
う
政
策
を
採
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
公
共
交
通
政
策
と
し
て

は
、
周
辺
部
の
地
域
や
集
落
を
つ
な
ぐ
地
域

公
共
交
通
機
関
を
維
持
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
、
不
自
由
な
く
通
学
、
通
勤
や

外
出
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
い
か
に
行
政
コ
ス
ト
を
抑
制
し

つ
つ
交
通
機
関
を
維
持
で
き
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

側
に
お
け
る
高
齢
化
の
問
題
も
あ
る
。
既
に
、

公
共
交
通
を
担
う
事
業
者
、
特
に
バ
ス
事
業

者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足
と
高
齢
化
は
、
地

域
公
共
交
通
の
存
廃
を
決
め
う
る
要
因
に
ま

で
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
２
月
５
日
か
ら
の
福
井
県
を

中
心
と
し
た
豪
雪
災
害
で
は
、
除
雪
機
械
を

運
転
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
、
高
齢
化
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
除
雪
機
械
は
あ
る
の
に
、

動
か
す
オ
ペ
レ
ー
タ
が
い
な
い
。
連
続
し
た

除
雪
作
業
に
よ
る
過
労
が
原
因
と
も
思
わ
れ

る
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

生
活
レ
ベ
ル
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
逼
迫
す
る
財
政
事

情
に
あ
っ
て
も
事
業
を
持
続
で
き
る
コ
ス
ト

低
減
と
、
担
い
手
不
足
の
問
題
を
解
消
す
る

て
い
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。し
か
し
、町
内
、

特
に
参
ろ
ー
ど
沿
線
で
は
、
80
歳
を
超
え
る

高
齢
者
が
自
動
車
で
、
通
院
、
買
物
を
し
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

　

そ
の
沿
線
に
歩
い
て
行
け
る
病
院
や
小
売

店
が
無
い
こ
と
に
加
え
、
車
社
会
に
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
、
福
井
県
の
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
普

及
台
数
は
１
・
75
台
と
全
国
で
第
一
位
で
あ

る（
注
）。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
中
、
永
平
寺
町
で

も
通
院
途
中
の
運
転
中
に
交
通
事
故
で
亡
く

な
ら
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
も
起
き
て
い
る
。

参
ろ
ー
ど
沿
線
地
域
な
ど
の
公
共
交
通
網
を

い
か
に
整
備
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

共
同
体
を
守
り
な
が
ら
、
定
住
人
口
も
維

持
す
る

　

全
国
の
自
治
体
で
は
、
周
辺
部
の
地
域
や

集
落
を
集
約
化
し
て
、
中
心
部
に
生
活
機
能

を
集
め
よ
う
と
す
る
政
策
や
動
き
が
あ
る
。

し
か
し
、
当
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
歴
史
、
文
化
や
繋
が

り
を
維
持
し
、
地
域
や
集
落
を
守
り
、
そ
れ
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出
を
図
る
も
の
だ
。

　
「
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
で
は
、
自

動
走
行
技
術
が
「
で
き
る
範
囲
」
を
見
極
め
、

事
業
を
持
続
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
地

域
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
自
動
走
行
実
証
実
験
の
実
験
主
体
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
金
融
機
関
の
方
々

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

観
光
客
を
呼
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

　

将
来
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
永
平
寺
口
駅
と
大

本
山
永
平
寺
を
結
ん
で
い
る
路
線
バ
ス
を
、

自
動
走
行
技
術
を
使
っ
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
置

き
換
え
た
い
。
こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
風
景
を

楽
し
め
る
観
光
資
源
に
も
な
る
の
で
、
沿
線

の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
観
光
客
の
方
々
に
も
乗
車
し
て
も

ら
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
国
に

あ
る
観
光
列
車
並
み
の
運
賃
を
い
た
だ
く
こ

と
で
収
支
構
造
の
改
善
を
狙
い
た
い
。
つ
ま

り
、
地
域
の
需
要
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な
い

コ
ス
ト
を
、
観
光
の
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
解
決
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
体
験
を
い
か

に
満
足
度
の
高
い
も
の
に
で
き
る
か
が
重
要

で
、
試
乗
会
な
ど
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
、
実
験
へ
の
参
加
企
業
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
つ
つ
検
討
し
た
い
。

　

自
動
走
行
技
術
を
活
用
し
て
、
地
域
公
共

交
通
機
関
の
拡
充
・
維
持
、
路
線
バ
ス
の
赤

字
負
担
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
経
費

の
削
減
を
狙
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
誰
か
（
沿
線
地
域
住
民
も
、
観
光
客
も
、

事
業
者
も
、
行
政
も
）
が
、一
方
的
に
コ
ス
ト

負
担
を
強
い
ら
れ
る
仕
組
み
で
は
い
け
な
い
。

　

さ
ら
に
、
自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
自
体
を

所
有
・
運
用
す
る
の
は
行
政
か
、
事
業
者
か
、

自
治
会
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
シ
ェ
ア
し
て
い
く

の
か
、
根
本
的
な
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
応
分
の
負
担
を
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
見
つ
け
出
し

て
「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
事
業
と
し
て
の

自
動
走
行
」
を
実
現
し
、
安
定
し
た
地
域
社

会
を
守
っ
て
い
く
モ
デ
ル
を
創
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
い
と
う　

そ
う
い
ち
）

伊藤  聡一 （いとう  そういち）

2002年永平寺町役場入庁。商工観
光、情報統計、政策企画、財政を担当。
2015年から総合政策課で地方創
生、自動走行推進事業を担当。2018
年4月からは総務課。

図   永平寺町IoT推進ラボ

（
注
） 

一
般
財
団
法
人
自
動
車
検
査
登
録
情
報
協
会
の

2
0
1
7
年
８
月
15
日
付
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
資
料

よ
り

自動走行実証実験永平寺参ろーど
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金
沢
大
学
の
菅
沼
直
樹
准
教
授
は
、
能
登

半
島
北
部
の
珠す

洲ず

市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

自
動
運
転
の
社
会
実
験
を
進
め
て
い
る
。
同

氏
の
自
動
運
転
の
研
究
歴
は
学
生
時
代
か
ら

数
え
て
20
年
近
く
に
な
る
と
い
う
。

　
こ
の
日
は
、
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
の
一
環

と
し
て
一
般
向
け
に
催
行
し
た
自
動
運
転
試

乗
会
の
最
終
日
。
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た

が
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。
試
乗
会
を
終
え

た
ば
か
り
の
菅
沼
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

自
動
運
転
普
及
ま
で
に

必
要
な
時
間

塩
谷　

今
、
旅
行
市
場
は
国
内
旅
行
低
迷
が

続
い
て
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
存
在
感
が

増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
私
は
旅
行

市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
上
で
、
自
動
運
転
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
先
生
は
、
自
動
運

転
は
ど
の
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
普
及
し
て
い

く
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

菅
沼　

私
個
人
の
予
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
動
運
転
の
研
究
を
長
年
や
っ
て
き
た
立
場

か
ら
言
う
と
、
自
動
運
転
の
車
が
５
年
以
内

と
か
３
年
程
度
と
か
で
町
中
を
普
通
に
、
例

え
ば
観
光
で
あ
れ
ば
一
般
の
方
が
運
転
席
に

乗
っ
た
状
態
で
動
く
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ

と
ま
だ
想
像
が
で
き
な
い
で
す
。
今
日
試
乗

い
た
だ
い
た
際
は
綺
麗
に
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ー

ス
を
回
っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
あ
ら
ゆ
る
天

候
で
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
き
ち
っ
と
動
け
る
か

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
の
で

す
。
例
え
ば
車
の
横
か
ら
何
か
飛
び
出
し
て

き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
状
況
を

考
え
る
と
、
簡
単
な
話
で
は
な
い
で
す
。

　

高
速
道
路
は
一
般
道
よ
り
も
単
純
な
環
境

で
、
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
技
術
的

に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
装
し
て
い
く
と
い

う
意
味
で
、
や
は
り
高
速
道
路
か
ら
普
及
す

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
観
光
利
用
と
い
う
観
点
で
は
、
最

終
目
的
地
ま
で
運
転
手
が
運
転
す
る
必
要

が
な
い
と
い
う
も
の
を
想
定
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
そ
う
な
る
と
法
律
の
整
備
と
か
技
術

的
課
題
と
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。
単

に
技
術
的
な
と
こ
ろ
だ
け
を
追
求
し
て
も
、

10
年
と
か
の
ス
パ
ン
は
か
か
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

塩
谷　

高
速
道
路
だ
け
で
あ
れ
ば
、
３
年
く

ら
い
で
、
大
体
手
放
し
て
い
け
る
け
ど
責
任

は
運
転
手
に
な
り
ま
す
よ
、
と
い
う
形
に
は

な
り
そ
う
で
す
か
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。

塩
谷　

例
え
ば
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
出
た
と
こ
ろ
か
ら
、
専
用
道
路

を
敷
設
し
て
道
の
駅
あ
た
り
ま
で
は
完
全
自

動
に
近
い
形
で
行
け
て
、
そ
こ
か
ら
二
次
交

通
と
し
て
の
自
動
運
転
バ
ス
な
ど
に
乗
り
換

え
る
と
い
っ
た
、
そ
う
い
う
仕
組
み
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

菅
沼　

可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
一
方
で
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
鉄
道
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
よ
く
出
て
き
ま

す
。
結
局
本
格
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

道
の
駅
間
と
か
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
間
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
最
終
目
的
地
ま

で
行
か
な
い
と
一
般
の
方
が
思
っ
て
い
る
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は
提
供
し
づ
ら
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

塩
谷　

我
々
も
自
動
運
転
へ
の
ニ
ー
ズ
に
つ

地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

自
動
運
転
の
可
能
性

◉
金
沢
大
学
新
学
術
創
成
研
究
機
構  

菅
沼
直
樹
准
教
授
に
聞
く

4

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
観
光
経
済
研
究
部
長
・
主
席
研
究
員

　

塩
谷 

英
生
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い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
や
り
ま
し
た

け
ど
、
完
全
に
自
動
で
自
宅
か
ら
目
的
地
ま

で
行
け
る
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
数

派
で
し
た
。

菅
沼　

こ
の
珠
洲
市
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
て
い
て
も
、
や
っ
ぱ
り
似
た
よ
う
な
結
果

が
出
て
き
て
い
て
、
自
動
運
転
の
車
を
欲
し

い
と
い
う
方
は
大
体
５
割
以
上
な
の
で
す
け

れ
ど
も
、
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
完
全
自
動

に
近
い
も
の
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
皆
さ
ん
思
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
一
緒
な
の
で
す
ね
。

金沢大学・菅沼直樹准教授と実験車両

塩
谷　

そ
う
す
る
と
そ
こ
に
い
く
ま
で
は
10

年
く
ら
い
は
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

た
だ
し
自
動
車
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
の
で
、
そ
の
意
味
で
旅
行
の
し
や
す
さ
は

年
々
向
上
し
て
い
き
ま
す
ね
。

菅
沼　

そ
れ
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

地
域
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

自
動
運
転

塩
谷　

先
生
の
発
表
さ
れ
た
資
料
の
中
で
、

一
般
道
で
の
自
動
運
転
の
目
的
と
し
て
「
安

全
・
快
適
性
向
上
」
と
「
交
通
シ
ス
テ
ム
の

革
命
」
を
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
後
者
に
つ
い
て

＂高
齢
過
疎
地
域
に
お
け
る
次
世
代
交
通
手

段
＂
を
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

菅
沼　

＂高
齢
過
疎
地
域
に
お
け
る
次
世
代

交
通
手
段
＂
と
い
う
の
は
一
つ
の
例
に
す
ぎ

な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
運
転
手
が
い
な
い
車
っ

て
こ
れ
ま
で
人
類
が
想
像
し
て
こ
な
か
っ
た

世
界
な
の
で
、
新
し
い
使
い
方
が
「
発
明
」
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

僕
ら
が
今
ま
で
運
転
手
が
い
る
も
の
だ
と

い
う
想
定
の
下
で
考
え
る
一
番
分
か
り
や
す

い
変
革
と
い
う
の
が
、
公
共
交
通
機
関
に
関

す
る
も
の
な
の
で
そ
の
資
料
に
も
書
い
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
使
わ
れ

方
と
い
う
も
の
が
今
後
出
て
く
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
数
十
年
前
に
例
え
ば
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
の
が
路
面
電
車
を
基
本
に
考
え
て
い

た
の
が
、
ど
ん
ど
ん
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
と
同
じ
よ
う

に
、
そ
の
う
ち
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
て
変
わ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷　

今
後
は
市
役
所
の
よ
う
な
公
的
機

関
が
自
動
運
転
車
で
の
ア
ク
セ
ス
を
前
提

に
、
例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
立
地
す
る
よ
う
な
時
代
が
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
自
動
運
転
は
ツ
ー
ル

の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
社
会
シ
ス

テ
ム
全
体
が
変
わ
る
と
い
う
の
が
本
質
的
な

イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

塩
谷　

一
方
で
、
道
路
な
ど
に
実
装
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
安
全
装
置
み
た
い
な
も
の
も

あ
る
の
で
、ど
う
し
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

な
ら
ぬ
コ
ン
パ
ク
ト
交
通
網
み
た
い
な
も
の

に
変
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
沼　

例
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
進
め

ら
れ
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
政
策
は
、

そ
こ
で
み
ん
な
凝
縮
し
て
住
み
な
さ
い
と

言
っ
て
い
る
よ
う
な
話
で
、
そ
ん
な
簡
単
に

い
く
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す

ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
中
規
模
な
コ
ン

パ
ク
ト
な
地
域
み
た
い
な
も
の
が
い
く
つ
か
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あ
っ
て
、
そ
の
間
を
結
ぶ
交
通
機
関
と
し
て

自
動
運
転
が
あ
っ
た
り
、
中
規
模
の
町
中
で

動
く
よ
り
小
型
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
形

の
違
う
移
動
ツ
ー
ル
が
出
て
く
る
よ
う
に
思

い
ま
す
ね
。

　

全
部
が
全
部
自
動
で
あ
る
必
要
も
な
い
と

思
っ
て
い
て
、
あ
る
程
度
、
例
え
ば
マ
ス
の
と

こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
人
が
や
っ
た
ほ
う
が
効
率

的
か
も
し
れ
な
い
し
、
本
当
に
ツ
ー
ル
の
一

個
で
し
ょ
う
ね
。

珠
洲
で
の

社
会
実
験
ル
ー
ト
と
観
光

塩
谷　

こ
の
珠
洲
市
も
だ
い
ぶ
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
ね
。
２
０
１
４
年
末
で
高
齢
化

率
44
・
２
％
で
す
か
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
今
だ
と
46
％
を
超
え

て
い
る
そ
う
で
、「
市
」
な
の
で
す
が
人
口
が

1
万
５
０
０
０
人
を
切
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

数
百
人
く
ら
い
減
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
ね
。
高
等
教
育
機
関
が
な
い
の
で
、

若
者
は
高
校
を
卒
業
す
る
と
別
の
場
所
に

行
っ
て
、
そ
う
す
る
と
戻
っ
て
く
る
人
が
そ

う
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

塩
谷　

や
は
り
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
の
問

題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
沼　

こ
こ
に
は
バ
ス
会
社
さ
ん
が
１
社
あ

る
の
で
す
け
ど
、
運
転
手
の
方
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
若
い
方
も
何

人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
が
、
し
ば
ら

く
す
る
と
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

塩
谷　

実
験
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
最

初
の
実
験
は
平
成
25
年
２
月
か
ら
珠
洲
市
市

街
地
の
鉢
ヶ
崎
総
合
公
園
か
ら
珠
洲
市
総
合

病
院
の
間
で
や
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね

（
旧
ル
ー
ト
。
６
・
６
㎞
）。

菅
沼　

市
街
地
で
こ
ん
な
大
規
模
な
実
験

を
す
る
の
は
国
内
で
前
例
が
な
か
っ
た
の
で
、

許
可
を
取
る
た
め
に
行
政
の
方
々
に
説
明
を

す
る
際
に
、シ
ナ
リ
オ
が
は
っ
き
り
し
た
ル
ー

ト
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
化
が

進
ん
だ
地
域
で
す
の
で
病
院
を
行
き
先
に
含

め
た
り
、
観
光
地
は
重
要
な
市
の
財
産
で
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
所
を
結
ぶ
な
ど
し
ま

し
た
。

　

と
同
時
に
、
技
術
課
題
と
し
て
、
山
間
部

を
通
過
す
る
と
い
っ
た
点
を
ト
ー
タ
ル
で
テ

ス
ト
で
き
る
コ
ー
ス
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

　

実
験
当
初
は
自
動
走
行
の
た
め
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
か
な
り
使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
山
間
部

で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電
波
を
取
り
づ
ら
い
で
す
。

地
図
情
報
作
成
に
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
地
図
の
精
度
が
そ
も
そ
も
出
な

い
の
で
、
正
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
レ
ー

ザ
ー
を
使
っ
て
自
分
の
位
置
を
常
に
求
め
続

け
る
処
理
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
こ
れ
だ
け
安
定
し
て
自
動
走
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

塩
谷　

そ
し
て
今
度
は
全
長
60
㎞
に
わ
た
る

新
ル
ー
ト
で
す
が
、
既
に
車
を
走
ら
せ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
珠
洲
市
街
か
ら
道

の
駅
「
す
ず
塩
田
村
」へ
の
北
側
の
ル
ー
ト
で

す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
結
ば
れ
て
い

る
の
で
す
か
？

菅
沼　

40
分
く
ら
い
で
す
ね
。

塩
谷　

か
な
り
ス
ピ
ー
ド
も
出
せ
る
の
で

す
ね
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
時
速
60
㎞
ま
で
出
せ

ま
す
。
た
だ
自
動
運
転
の
車
の
課
題
の
一
つ

で
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
制

限
速
度
を
守
っ
て
走
る
の
で
、一
般
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
方
が
大
体
後
ろ
に
渋
滞
を
作
ら
れ

る
の
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
ず
っ
と
走
り
続
け

実験車両は、周辺環境認識と自己位置推定を行い、瞬時に軌道を選択する
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る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
途
中
で
左
に
待
機
す

る
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
今
は
ま
だ
手

動
で
す
が
、
将
来
課
題
の
一
つ
で
す
。

塩
谷　

他
の
二
つ
の
ル
ー
ト
も
観
光
と
関
連

し
て
い
ま
す
か
？

菅
沼　

東
側
の
ル
ー
ト
に
は
鉢
ヶ
崎
海
水
浴

場
が
あ
り
ま
す
。
南
側
の
松
波
鵜
島
バ
イ
パ

ス
ル
ー
ト
の
中
に
は
、
お
年
寄
り
が
入
居
さ

れ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
分
岐
し
て

西
に
向
か
う
ル
ー
ト
の
先
に
は
能
登
空
港
が

あ
る
の
で
、
将
来
的
に
は
そ
こ
を
目
指
し
た

ル
ー
ト
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
南
側
の

海
岸
沿
い
の
ル
ー
ト
は
、
九
十
九
湾
と
い
う

綺
麗
な
湾
や
見
附
島
（
軍
艦
島
）
と
い
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
観
光
地
を
結
ん
で
い
ま
す
。

塩
谷　

い
ず
れ
は
鉄
道
駅
の
あ
る
穴
水
や
和

倉
温
泉
ま
で
行
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
将
来
的
に
は
金
沢
あ

た
り
ま
で
含
め
て
ず
っ
と
走
れ
る
と
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
化
へ
の
課
題
と
可
能
性

塩
谷　

社
会
実
験
を
い
ず
れ
事
業
化
し
て
い

く
場
合
に
、
ど
う
い
う
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

菅
沼　

ま
ず
は
こ
こ
２
～
３
年
の
間
に
技
術

的
な
と
こ
ろ
を
確
立
で
き
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

働
き
か
け
て
、バ
ス
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
ル
ー

ト
を
動
く
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
は
５
年
く

ら
い
で
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
代
の
前
半
く
ら
い
で
す
か
ね
。

塩
谷　

そ
の
時
の
車
両
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
。

菅
沼　

町
の
規
模
か
ら
い
っ
て
た
ぶ
ん
大
型

の
バ
ス
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
小
型

の
バ
ス
か
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
車
ぐ
ら
い
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

塩
谷　

採
算
が
取
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
そ
う
で

す
か
。

菅
沼　

我
々
は
残
念
な
が
ら
企
業
で
は
な
い

の
で
、
技
術
的
な
と
こ
ろ
を
作
れ
て
も
、
実

際
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
た
い
と
手
を
挙
げ

ら
れ
る
方
を
見
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
わ
け

で
す
。
よ
く
地
方
の
方
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
と
お
っ

し
ゃ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
う
ま
く

回
る
か
は
分
か
ら
な
い
で
す
。
き
ち
ん
と
ビ

ジ
ネ
ス
を
考
え
て
く
れ
る
方
々
が
事
業
展
開

し
て
い
か
な
い
と
、
車
両
を
導
入
し
た
時
は

い
い
け
ど
、
５
年
後
10
年
後
と
続
か
な
い
と

い
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
が
実

は
一
番
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷　

お
そ
ら
く
最
初
は
モ
デ
ル
事
業
の
よ

う
な
補
助
金
で
車
両
コ
ス
ト
な
ど
を
抑
え
ら

資料：「自動運転技術の現状と課題」（2017年7月・菅沼直樹）

Googleマップより引用
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証
実
験
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
企
画
財
政
課

と
い
う
と
こ
ろ
が
窓
口
に
な
ら
れ
て
い
る
の

で
す
け
れ
ど
も
、
市
長
の
ご
厚
意
も
あ
り
ま

し
て
、
市
役
所
の
中
に
研
究
室
の
分
室
を
設

け
て
い
た
だ
い
た
り
、
実
験
車
輌
は
高
価
な

も
の
で
す
の
で
、
車
を
保
管
す
る
駐
車
場
を

新
設
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
の
他
に
も
市

民
の
方
々
向
け
の
広
報
活
動
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

た
ぶ
ん
市
役
所
の
ほ
う
と
し
て
は
町
中
を

走
る
よ
う
な
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
代
替
と
し

て
自
動
運
転
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷　

市
と
し
て
は
自
動
運
転
に
よ
る
バ
ス

事
業
の
展
開
に
つ
い
て
ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
？

菅
沼　

市
役
所
の
近
辺
は
バ
ス
が
比
較
的

多
く
走
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

地
域
は
バ
ス
の
手
当
て
と
い
う
の
が
財
政
的

に
も
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
高
齢
の

方
々
が
自
宅
か
ら
出
な
い
と
い
う
の
は
健
康

的
で
は
な
い
し
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に
動
い

て
い
た
だ
く
ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
イ
メ
ー
ジ

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
元
の
足
が
中

心
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
観
光
に
も

課
題
が
あ
っ
て
、
観
光
客
の
方
が
こ
こ
に
来

る
と
こ
の
域
内
で
の
交
通
手
段
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
道
の
駅
す
ず
塩
田

村
な
ど
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
設
定
し
た
こ
と
に

は
、
観
光
客
向
け
に
も
自
動
運
転
車
を
使
っ

て
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
想
い
と
し
て
あ

る
よ
う
で
す
。

塩
谷　

そ
の
時
に
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
走

ら
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
観

光
客
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
本
数
が
多
い
ほ

ど
良
い
わ
け
で
す
が
。

菅
沼　

車
の
台
数
を
ど
れ
だ
け
用
意
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷　

例
え
ば
す
ず
塩
田
村
ル
ー
ト
で
す

と
往
復
80
分
で
、
若
干
余
裕
を
見
る
と
、
１

時
間
半
に
１
本
く
ら
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
よ
ね
。

菅
沼　

本
当
は
利
便
性
を
考
え
る
と
最
低

で
も
20
～
30
分
に
１
本
と
し
た
い
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
け
ど
、
車
の
台
数
を
揃
え
る
に
は
価

格
的
な
問
題
も
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
は
難
し
い

で
す
ね
。

　

今
だ
と
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
と

５
０
０
０
万
～
６
０
０
０
万
円
く
ら
い
か

か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。
バ
ス
１
台
だ
と

普
通
２
０
０
０
万
円
前
後
だ
と
思
う
の
で
す

け
れ
ど
も
、
ま
あ
人
件
費
を
考
え
て
も
数
年

経
た
な
い
と
ペ
イ
し
な
い
形
な
の
で
、
も
う

ち
ょ
っ
と
安
く
な
ら
な
い
と
増
や
す
の
は
難

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
運
営
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
人
件
費

は
抑
制
で
き
る
と
し
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

か
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
他
の
コ
ス
ト
も
か

か
り
ま
す
ね
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
単
に
バ
ス
に
よ
る
旅

客
輸
送
と
い
う
ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
だ
け
で

な
く
て
、
輸
送
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
の
宅
配
だ

と
か
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
含
め
て
や
っ
て
い
か

な
い
と
、
商
業
的
に
は
成
り
立
た
な
い
と
思

い
ま
す
。要
は
そ
う
い
っ
た
垣
根
を
取
っ
払
っ

て
う
ま
く
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
れ
る
よ
う
な
動
き

の
早
い
人
が
ど
こ
か
に
い
な
い
と
回
っ
て
い

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

塩
谷　

そ
う
い
う
方
が
い
な
い
の
が
地
方
の

課
題
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
よ
ね
。

菅
沼　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
ど
こ
か
が

成
功
す
れ
ば
全
国
に
波
及
す
る
効
果
が
あ
る

の
で
、
手
本
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
規
模
が
小

さ
く
て
も
、
影
響
は
大
き
い
と
思
う
の
で
す

よ
ね
。

塩
谷　

バ
ス
事
業
を
運
営
す
る
の
は
外
部
の

人
で
も
い
い
わ
け
で
す
ね
。
金
沢
大
学
が
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
や
る
と
い
う
の
は
？

菅
沼　

大
学
の
古
い
体
質
と
い
う
の
も
あ
っ

て
、
大
学
で
は
大
学
の
教
員
が
社
長
に
は
な

れ
な
い
の
で
、
結
局
社
長
は
ど
こ
か
か
ら
連

れ
て
く
る
し
か
な
い
で
す
ね
。

塩
谷　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
業
化
を
進
め
る

に
は
、
観
光
需
要
、
福
祉
や
買
い
物
、
通
勤
・

通
学
と
い
っ
た
住
民
利
用
と
、
先
ほ
ど
お
っ

し
ゃ
っ
た
貨
客
混
載
と
い
っ
た
い
ろ
ん
な
需

要
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
私

も
思
い
ま
す
。
事
業
化
の
研
究
も
進
め
て
い

る
の
で
す
か
？

菅
沼　

そ
こ
は
私
の
専
門
分
野
を
逸
脱
し
て

い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
ね
。

塩
谷　

当
財
団
の
役
割
と
し
て
、
そ
う
し
た

提
言
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

菅
沼　

導
入
初
期
だ
と
、
自
動
運
転
車
自
体

が
観
光
の
一
つ
の
目
玉
に
な
る
面
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
試
乗
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、

東
京
の
ほ
う
か
ら
来
ら
れ
る
方
も
結
構
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
い
ろ
い
ろ
と
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
自
動
運

転
自
体
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
使
え
る
と

い
う
印
象
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

珠
洲
市
の

推
進
体
制
と
活
用
イ
メ
ー
ジ

塩
谷　

珠
洲
市
さ
ん
は
ど
う
い
う
推
進
体

制
で
自
動
運
転
を
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

菅
沼　

珠
洲
市
さ
ん
は
、
我
々
が
こ
こ
で
実
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し
い
で
す
ね
。

塩
谷　

耐
用
年
数
と
し
て
は
何
年
く
ら
い
も

つ
も
の
な
の
で
す
か
？

菅
沼　

セ
ン
サ
ー
自
体
は
我
々
が
使
っ
て
い

る
も
の
は
、
す
で
に
10
年
く
ら
い
使
っ
て
は

い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
一
般
の
方
の
よ

う
に
毎
日
乗
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

本
当
に
10
年
も
つ
か
は
未
知
数
で
す
。

塩
谷　

当
然
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
か
そ
う
い
う

チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
れ
を
や
る
事
業
者
が
地
方
に

あ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

の
あ
た
り
も
解
決
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

菅
沼　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
え
る
と
、一
般
の

方
が
普
通
に
乗
る
よ
う
な
車
と
い
う
の
は
す

ぐ
に
は
想
像
し
づ
ら
く
て
、
や
っ
ぱ
り
バ
ス
事

業
者
さ
ん
と
か
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
さ
ん
の
よ

う
な
中
間
管
理
会
社
が
入
っ
た
ほ
う
が
事
業

運
営
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す
ね
。

塩
谷　

や
っ
ぱ
り
バ
ス
事
業
者
さ
ん
で
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
っ
た
気
の
利

い
た
事
業
者
さ
ん
が
運
営
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

菅
沼　

場
合
に
よ
っ
て
は
自
動
運
転
に
よ
っ

て
、
自
分
た
ち
の
仕
事
が
な
く
な
る
か
も
と

い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
る
事
業
者
も
い
ま
す
。

塩
谷　

む
し
ろ
事
業
を
拡
大
で
き
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

菅
沼　

そ
う
思
う
の
で
す
け
れ
ど
。

自
動
運
転
と
社
会
的
受
容
性

塩
谷　

社
会
実
験
を
通
じ
て
、
社
会
的
受
容

性
と
い
う
点
で
利
用
者
の
意
見
は
い
か
が
で

し
た
か
？

菅
沼　

今
回
は
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
に
合

わ
せ
て
２
カ
月
に
わ
た
っ
て
試
乗
会
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
ト
ー
タ
ル
で
８
０
０
人
も
の

方
々
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
印
象
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
方
は
良
い
印
象
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が
未
だ
完
璧
で
な

い
と
い
う
点
も
あ
る
の
で
す
が
、
一
部
に
は

「
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
ー
キ
が
強
か
っ
た
」
な
ど
、

ま
だ
怖
い
と
い
う
感
想
を
持
た
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
問
題
点
を
つ
ぶ
し
て
い
く
と

同
時
に
、
い
ろ
い
ろ
社
会
へ
の
啓
蒙
活
動
的

な
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
番
難
し
い
の
が
自
動
運
転
車

に
乗
っ
て
い
る
方
よ
り
も
、
自
動
運
転
車
の

周
り
で
普
通
に
動
い
て
い
る
一
般
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
判
断
が
遅

れ
る
と
、
す
ぐ
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し

た
り
す
る
方
な
ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ

か
ら
、一
般
の
方
の
車
の
動
か
し
方
と
い
う
の

が
、必
ず
し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
読
み
切
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
問

題
も
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
運
転
車
に
多
少
配
慮
し
て
も
ら
う

世
の
中
に
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て

い
て
、
そ
う
い
っ
た
活
動
は
技
術
開
発
と
別

に
必
要
な
気
が
し
ま
す
け
ど
ね
。

塩
谷　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
な
の
だ
と
い
う
常
識
み

た
い
な
も
の
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
ね
。

菅
沼　

ま
ず
は
技
術
開
発
が
中
心
で
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
誤
動
作
の
な
い
普
通
に
動
け

る
も
の
を
作
る
の
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、一
緒
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
さ
ん
を
う
ま

く
見
つ
け
る
こ
と
や
、
社
会
へ
の
啓
蒙
活
動

に
も
多
少
関
わ
っ
て
い
か
な
い
と
、
研
究
だ

け
だ
と
な
か
な
か
社
会
に
自
動
運
転
を
導
入

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷　

い
ろ
ん
な
方
を
巻
き
込
ん
で
進
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

菅
沼　

そ
う
で
す
ね
。
巻
き
込
む
た
め
に
は

い
わ
ゆ
る
実
証
実
験
止
ま
り
で
は
な
く
て
、

本
当
に
動
く
と
こ
ろ
を
見
せ
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
技
術
の
確
立
で
す
ね
。
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地
域
の
課
題
と

公
共
交
通
を
め
ぐ
る
環
境
変
化

　
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
で
は
２
０
１
６
年

度
（
平
成
28
年
度
）
よ
り
「
自
動
運
転
車
の

観
光
振
興
へ
の
利
活
用
に
関
す
る
研
究
」
を

行
い
、
旅
行
者
の
自
動
運
転
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査（
注
）
や
社
会
実
験
を
進
め
る
地
域
の
視

察
を
行
っ
て
き
た
。

　

社
会
実
験
導
入
地
域
の
多
く
は
、
過
疎
化

や
高
齢
化
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
っ
た
課

題
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
自
動
運
転
技
術
の
公
共
交
通
へ
の
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。
本
特
集
で
紹
介
し
た

永
平
寺
町
（
特
集
３
）
や
珠
洲
市
（
特
集
４
）

の
事
例
も
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
特
集
４
で
金
沢
大
学
・
菅
沼
准

教
授
が
言
及
し
た
よ
う
に
一
般
道
路
を
含
め

た
自
動
運
転
技
術
の
確
立
に
は
今
し
ば
ら
く

の
時
間
が
か
か
る
し
、
法
制
度
や
社
会
受
容

性
の
点
で
も
、
我
が
国
の
場
合
相
当
な
時
間

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
間
も

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
は
進
行
し
て
い
く
。

　

自
動
運
転
の
取
材
の
過
程
で
も
、
多
く
の

地
域
で
社
会
実
験
と
並
行
し
て
過
疎
化
に
対

応
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

特
集
１
で
首
都
大
学
東
京
・
清
水
教
授

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
近
年
の
地
域
交
通
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）、

自
動
運
転
と
い
っ
た
分
野
で
の
技
術
進
歩
、

ま
た
法
制
面
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（B

u
s R

apid
 

T
ransit

）、
貨
客
混
載
、
公
共
交
通
空
白
地

有
償
運
送
と
い
っ
た
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム

を
促
進
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

　

旅
行
市
場
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
国
内

旅
行
と
を
問
わ
ず
個
人
旅
行
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
化

が
進
む
中
で
、
宿
泊
施
設
や
地
域
に
所
在
す

る
観
光
資
源
へ
の
到
達
手
段
と
し
て
公
共
交

通
が
健
在
で
あ
る
こ
と
は
観
光
地
経
営
の
視

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
観
光
事
業

者
に
と
っ
て
も
、
交
通
施
策
に
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
、
過
疎
地
域
や
地
方
都
市
に

お
い
て
公
共
交
通
を
梃
子
に
地
域
振
興
や
観

光
振
興
を
進
め
て
い
る
事
例
を
中
心
に
紹
介

し
て
い
る
。
多
く
の
事
例
で
、
公
共
交
通
の

主
目
的
は
地
域
住
民
の
足
の
確
保
で
あ
り
、

観
光
需
要
は
＂従
＂
の
立
場
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
の
事
例
で
も
公
共
交
通
の
維
持
に
観
光
は

一
定
の
貢
献
を
し
て
い
る
し
、
期
待
さ
れ
て

も
い
る
。

　

公
共
交
通
の
維
持
に
観
光
需
要
を
ど
う
取

り
込
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

地域交通をめぐる環境変化と
観光需要取り込みの可能性

観光経済研究部長・主席研究員　塩谷 英生

地域交通をめぐる主な法制面の変化
法制度 施行年月 概要

交通政策基本法の制定 2013年12月施行
交通政策に関する基本理念やその実現に向けた施策、国や自治体などの果たすべき役割などを
定める基本法制。

地域公共交通の活性化及び再生
に関する法律
（活性化再生法)の改正

2014年11月施行
地域全体の公共交通のあり方、住民・交通事業者・行政の役割を定める網形成計画を策定。公
共交通ネットワークの利便性および効率性の向上と、面的な再構築を行う場合は、「再編実施計
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道路運送法施行規則の改正 2015年4月施行
非営利であれば自治会や観光関連協議会などの法人格のない組織でも実施可、市町村長が認め
れば地域外からの訪問客も利用可（公共交通空白地有償運送）。

流通業務の総合化及び効率化の
促進に関する法律の改正 2016年10月施行

大規模・高機能な流通業務施設がない地域でも複数の事業者による連携を条件に、例えば宅配
事業者が鉄道やバス路線を使って過疎地への物流を効率化する取り組みが可能に。

道路運送法施行規則の改正 2017年9月施行 貨客混載における重量制限の緩和、輸送距離制限（350km）の撤廃など。
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な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
本
特
集
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
整

理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

観
光
需
要
取
り
込
み
へ
の

可
能
性
と
課
題

（
特
集
１・
２
）

　

特
集
１
で
清
水
教
授
は
、
将
来
的
な
自
動

運
転
車
普
及
へ
の
期
待
を
述
べ
た
上
で
、
当

面
の
地
域
交
通
の
課
題
と
し
て
、
観
光
需
要

を
取
り
込
む
た
め
の
路
線
修
正
の
必
要
性
、

観
光
客
へ
の
協
力
金
制
度
の
活
用
の
可
能

性
、
中
山
間
地
域
な
ど
の
観
光
地
で
の
住
民

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
現
、

移
動
自
体
の
楽
し
み
を
追
求
し
た
本
源
需
要

と
な
り
得
る
車
両
へ
の
改
装
に
つ
い
て
挙
げ

て
い
る
。

　

特
集
２
で
福
島
大
学
・
吉
田
准
教
授
は
、

「
旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
公
共
交
通

の
可
能
性
」
と
し
て
、
①
観
光
シ
ー
ン
に
応

え
る
路
線
バ
ス
の
見
せ
方
、
②
公
共
交
通
と

地
域
資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
の
２
点
に
絞

り
、
会
津
若
松
市
の
「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
」

の
事
例
な
ど
を
引
き
合
い
に
具
体
的
に
述
べ

て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
ナ
ン
バ

リ
ン
グ
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
分
か
り
や
す

さ
と
い
っ
た
基
本
要
素
の
改
善
を
挙
げ
、
②

に
つ
い
て
は
、「
中
核
的
商
品
」
と
し
て
の
「
酒

蔵
」
を
公
共
交
通
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
取

り
組
み
「
企
画
乗
車
券
お
ち
ょ
こ
パ
ス
」
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
社
会
実
験
で

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
旅
行
者
の
回
遊
行

動
と
滞
在
地
点
の
分
析
が
行
わ
れ
、
酒
蔵
が

旅
行
者
の
関
心
を
惹
き
付
け
る
「
中
核
的
商

品
」
と
な
り
得
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
て

い
る
。

事
例
に
み
る
観
光
需
要
取
り
込
み
の

特
長
と
課
題

（
特
集
３
）

　

特
集
３
で
は
、
地
域
交
通
の
維
持
あ
る
い

は
活
性
化
に
取
り
組
む
具
体
的
事
例
を
６
件

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
各
事
例
に
お
け

る
観
光
対
応
の
特
長
と
課
題
に
つ
い
て
概
括

す
る
（
永
平
寺
町
は
後
述
）。

　

事
例
１
の
京
丹
後
市
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」

は
、
過
疎
地
に
お
い
て
自
家
用
車
を
活
用
し

た
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
を
、
米

国
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
の
配
車
ア
プ
リ
を
用
い
て
実

現
し
た
事
例
で
、
観
光
利
用
は
約
２
割
と
さ

れ
る
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
利
便
性
の

点
で
効
果
が
大
き
く
、
ア
プ
リ
を
介
す
る
こ

と
で
多
言
語
対
応
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
対

応
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
移
動
状
況
の
把
握
、
直

前
予
約
可
能
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
憲
法
十
七
条
」
の
制
定

な
ど
安
全
指
導
も
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
地
域

貢
献
の
意
識
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
こ

と
も
観
光
客
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
あ
る
。

観
光
利
用
を
増
や
す
上
で
は
、
到
着
地
は
市

内
全
域
だ
が
、
出
発
地
を
旧
丹
波
町
に
限
定

し
て
い
る
点
が
課
題
で
あ
り
、
旧
丹
波
町
地

区
に
鉄
道
駅
が
な
い
こ
と
か
ら
、
宿
泊
者
で

な
け
れ
ば
利
用
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
例
２
の
男
鹿
半
島
の
「
な
ま
は
げ
シ
ャ

ト
ル
」
は
、
定
期
観
光
バ
ス
路
線
の
撤
退
を

受
け
て
地
域
協
議
会
が
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
た
事
例
で
あ
る
。
分
類
上
は
不
特
定

多
数
を
運
ぶ
こ
と
か
ら
「
乗
合
バ
ス
」
で
あ

り
、
決
め
ら
れ
た
経
路
を
予
約
の
有
無
に
応

じ
て
不
定
期
に
運
行
す
る
「
路
線
不
定
期
運

行
」
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
路
線
は
、
主
要
観

光
地
点
の
み
に
停
留
所
を
設
け
て
い
る
こ
と

か
ら
利
用
の
ほ
と
ん
ど
が
観
光
客
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
利
用
者
数
お
よ
び
便
数
を
増
や

し
て
い
く
上
に
は
、
前
日
ま
で
と
い
う
予
約

条
件
、
停
留
所
の
観
光
地
点
へ
の
限
定
を
緩

和
し
て
地
域
住
民
需
要
の
取
り
込
み
も
必
要

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

乗
合
バ
ス
の
「
路
線
不
定
期
運
行
」
や
「
区

域
運
行
（
路
線
を
定
め
ず
予
約
の
あ
る
場
合

の
み
区
域
内
を
運
行
）」、
あ
る
い
は
前
記
「
公

共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
に
お
い
て
合
意
を

得
る
こ
と
が
手
続
き
簡
素
化
や
事
業
認
可
の

要
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
会
議
に
出

席
す
る
既
存
交
通
事
業
者
の
合
意
を
得
る
過

程
で
、
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
大
胆
に
導

入
す
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
今
後
、

過
疎
地
で
の
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
既
存
事
業
者
に
と
っ
て
、
新
規
交
通
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
需
要
創
造
効
果
や
既
存
路
線
と

の
相
乗
効
果
に
つ
い
て
検
証
作
業
が
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

事
例
３
の
岐
阜
市
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、２
０
０
３

年
（
平
成
15
年
）
の
路
面
電
車
撤
退
を
機
に
、

抜
本
的
な
交
通
政
策
の
見
直
し
の
中
で
計
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
幹
線
・
支
線
の
再
編
と
、

連
節
バ
ス
の
幹
線
へ
の
投
入
が
計
画
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
観
光
面
で
は
、
幹
線
を
象
徴

す
る
連
節
バ
ス
の
魅
力
、
バ
ス
路
線
の
定
時

性
と
速
達
性
を
高
め
て
い
る
点
、
土
・
日
曜

日
は
病
院
線
を
市
街
地
の
ル
ー
プ
線
に
切
り

替
え
て
い
る
点
、
積
極
的
な
フ
リ
ー
切
符
の

造
成
な
ど
が
優
れ
た
点
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
「
ア
ユ
カ
」
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
分
析
な
ど
の
路
線

再
編
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
先
進
的
だ
が
、

残
念
な
が
ら
市
外
客
が
多
く
利
用
す
る
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
や
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
利
用
で
き
な
い
た
め
観
光
客
の
行
動
分
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り
角
も
全
く
違
和
感
な
く
走
行
し
、
や
が
て

来
る
自
動
運
転
時
代
を
予
感
さ
せ
る
に
十
分

で
あ
っ
た
。
全
長
60 

km
に
及
ぶ
実
験
ル
ー
ト

は
、
福
祉
施
設
な
ど
の
住
民
需
要
と
道
の
駅

や
海
水
浴
場
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
的
に

は
能
登
空
港
、
和
倉
温
泉
、
金
沢
方
面
へ
と

延
伸
す
る
構
想
も
あ
る
。
自
動
運
転
で
想
定

す
る
利
用
者
は
高
齢
過
疎
地
域
の
＂次
世
代

交
通
手
段
＂
と
し
て
の
住
民
利
用
を
中
心
に

据
え
つ
つ
も
、
観
光
需
要
や
宅
配
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
複
合
す
る
こ
と
が
事
業
化

に
は
必
須
と
同
氏
は
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
軽
快
な
動
き
が
で
き
る
交
通
事
業
者

の
存
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
成

功
事
例
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
近
年
の
地
域
交
通
を
め
ぐ
る

動
き
を
や
や
粗
目
に
点
描
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
要
素
も
多
い
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
本
源
需
要
」
に
か

か
る
魅
力
あ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
交
通
景
観

の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
よ
り
広
域
で
み
た
公

共
交
通
網
の
あ
り
方
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
交
通

を
維
持
し
活
性
化
す
る
た
め
の
施
策
を
立
案

す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
観
光
需

要
を
強
く
意
識
し
、
具
体
的
な
利
用
シ
ー
ン

を
思
い
描
く
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
。
本
特
集
が
地
域
の
交
通
施
策
と
観
光
施

策
を
取
り
結
ぶ
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
） 「
自
動
運
転
車
の
観
光
利
用
に
関
す
る
意
識
調
査
～

消
費
者
の
自
動
運
転
へ
の
態
度
と
ニ
ー
ズ
～
」

 
h
ttp

s://w
w

w
.jtb.o

r.jp
/n

ew
s/relea

se-self-
d
rivin

g-su
rvey2017

永平寺門前

に
は
店
頭
に
並
ぶ
。
市
で
は
、
出
荷
品
の
品

質
管
理
に
留
意
を
し
つ
つ
、
将
来
的
に
東
京

市
場
に
販
売
店
舗
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

地
域
交
通
の
将
来
を
担
う

自
動
運
転
と
観
光
需
要

（
特
集
３・４
）

　

特
集
３
の
「
永
平
寺
参
ろ
ー
ど
」
は
、
全

国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
自
動
運
転
の
実

証
実
験
の
中
で
も
自
治
体
の
前
向
き
な
取
り

組
み
が
目
立
つ
事
例
で
あ
る
。
経
済
産
業
省

の
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
に
も
選
定

さ
れ
、
県
や
大
手
製
造
業
と
共
同
で
の
実
証

実
験
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
京
福
電
鉄
永
平

寺
線
の
廃
線
跡
で
あ
る
参
ろ
ー
ど
に
自
動
運

転
車
（
カ
ー
ト
型
Ｅ
Ｖ
）
を
走
ら
せ
、
廃
線
沿

い
に
住
む
高
齢
者
な
ど
の
足
と
し
て
の
利
用

と
、
沿
線
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
永
平
寺
を

訪
れ
る
観
光
利
用
の
相
乗
り
を
想
定
し
て
い

る
。
同
町
の
伊
藤
氏
は
、
自
動
運
転
の
事
業

化
に
向
け
て
は
自
治
体
、
交
通
事
業
者
、
住

民
、
観
光
客
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と

し
て
い
る
。

　

特
集
４
で
は
、
珠
洲
市
で
大
規
模
な
自
動

運
転
の
社
会
実
験
を
進
め
て
き
た
菅
沼
准
教

授
に
取
材
し
た
。
そ
の
際
、
実
験
車
両
に
同

乗
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
市
街
地
の
曲
が

析
が
難
し
い
点
は
課
題
で
あ
る
。

　

明
知
鉄
道
の
食
堂
車
は
、
地
域
の
飲
食
店

や
酒
蔵
の
協
力
の
下
で
地
産
地
消
の
食
事
を

提
供
し
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
全
国
の
ロ
ー

カ
ル
線
で
増
加
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
列
車
の

先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
。
沿
線
人
口
が
減
少

す
る
中
で
、
こ
の
食
堂
車
事
業
が
経
営
面
、

運
行
本
数
の
維
持
な
ど
、
明
知
鉄
道
の
存
続

に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
事
業
存
続
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
参
加
す
る
飲
食
店
な
ど
の
負

担
に
な
ら
な
い
た
め
の
配
慮
に
あ
る
だ
ろ

う
。
集
客
安
定
の
た
め
の
四
季
折
々
の
広
報
、

リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
価
格
設
定
、
原
則
と

し
て
料
理
提
供
の
マ
ー
ジ
ン
を
取
ら
ず
、
地

産
地
消
を
志
向
し
つ
つ
も
地
元
産
に
限
定

し
な
い
柔
軟
な
対
応
な
ど
で
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
拡
大
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
へ
の
対
応
が
あ
り
、
郵
便
局
で
の
事
前

振
込
や
、
外
国
人
に
合
っ
た
食
事
内
容
の
リ

サ
ー
チ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

高
山
市
と
京
王
電
鉄
に
よ
る
貨
客
混
載
事

業
は
、
バ
ス
路
線
維
持
や
物
流
産
業
に
お
け

る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
対
策
の
域
を
超
え
た
も

の
で
、
地
場
産
品
の
大
都
市
圏
で
の
販
路
拡

大
や
観
光
魅
力
の
訴
求
を
目
的
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
バ
ス
の
運
行
か
ら
店
頭
で
の

販
売
ま
で
を
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ
が
一
貫
し

て
担
っ
て
お
り
、
朝
採
れ
野
菜
が
翌
日
の
朝

車窓風景（京丹後市） JR岐阜駅・バス停
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約6万点の蔵書の中から、
今回の特集に関わりのある本を

ピックアップしました。
他にも多くの関連図書があります。

休館日、臨時休館日等を
ホームページでご確認の上、
ぜひ一度ご来館ください。

【選】旅の図書館副館長／主任研究員
大隅一志

特集関連蔵書
リスト

（財）国際交通安全学会 編
技報堂出版 ／1998

観光地交通計画の体系化
プロジェクト

魅力ある
観光地と交通
地域間交流活性化への提案

ポスト・モータリゼーション 21世紀の都市と交通戦略 北村隆一 編著 学芸出版社 ／2001
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045825
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観光交通の発達史、
観光交通事業など全８章

観光交通論
050681

（財）国際交通安全学会 編
技報堂出版 ／2007

執筆 ： 中村良夫/中村英夫/
隈 研吾/水戸岡鋭治/岩貞るみこ/
矢野雅文/古川 修

デザインが
「交通社会」を変える

美しい国土、魅力ある交通

706898

塩見英治・堀 雅通 ほか編著
（株）成山堂書店 ／2017

各交通機関の
ビジネスと観光から
まちづくり、MICE、宿泊業まで

観光交通
ビジネス

089248

寺前秀一
東京交通新聞社 ／2001

情報化交通社会、
モバイル交通革命、
インターネット交通市場など全６章

モバイル
交通革命

706880

高田邦道 編著
成山堂書店 ／2013

高齢化がすすむ日本の、
よりよい交通環境づくりを目指す提言

シニア社会の交通政策
高齢化時代のモビリティを考える

（日本交通政策研究会研究双書26）

708685

藤井 聡・谷口綾子・松村暢彦 編著
学芸出版社 ／2015

クルマ依存から公共交通・自転車
などを賢く使う方向へ向かうには

モビリティを
マネジメントする
コミュニケーションによる交通戦略

086729

アーサー･ディ･リトル･ジャパン
日経BP社 ／2018

自動運転と、
カーシェア・ライドシェアなどの
サービスとの融合が世界を変える

モビリティー進化論
自動運転と交通サービス、
変えるのは誰か

090137

福田晴仁
白桃書房 ／2005

人口規模が小さく、
社会経済的主体が低密度に分散する
地域の公共交通とは

ルーラル地域の
公共交通
持続的維持方策の検討

706886

国際交通安全学会 編
技報堂出版 ／2005

執筆 ： 中村英夫/岡野行秀/
森田 朗/成田頼明/片山善博/
大西 隆/白石真澄

「交通」は地方再生を
もたらすか
分権時代の交通社会

706892

森野美徳 編著
日経BP社 ／2006

TDM（Transportation
Demand Management=）と、
まちづくりに

地域交通の未来
ひと・みち・まちの新たな絆

706891

香川正俊
㈱日本評論社 ／2017

地域公共交通の衰退と国の補助制度、
公共交通条例の内容と意義、課題

地域公共交通の
活性化・再生と
公共交通条例

088509

四日市大学総合政策学部 三岐鉄道
交通新聞社 ／2008

三岐鉄道の経営理念、経営戦略、
事業展開、今後の取組など

地域活性化に
地方鉄道が果たす役割
三岐鉄道の場合

072534

地域政策研究プロジェクト 編著
勁草書房 ／2014

執筆 ： 鈴木崇児/橋本成仁/
高木 亮/Jan-Dirk Schmöcker・
石川良文/山崎基浩/板谷和也

鉄道と
地域発展

083727

堀内重人
学芸出版社 ／2014

全国の事例から
地方鉄道の存続を考える

元気な
ローカル線の
つくりかた

084166

小嶋光信・森 彰英
交通新聞社 ／2014

地方公共交通の
再生とまちづくりへの挑戦、
地方鉄道の光と影などの7章

地方交通を救え! 
再生請負人・小嶋光信の処方箋

（交通新聞社新書 070）

084345

中村文彦・牧村和彦
（一財）計量計画研究所 ／2016

バスシステムの進化形としての
BRTについての全5章

バスがまちを
変えていく
BRTの導入計画作法

087785

706855
706842

交通は文化を育む 地域交通政策の提言 ～交通基本法と交通基本条例～ 可児紀夫 自治体研究社 ／2011706897
モビリティー革命2030 自動車産業の破壊と創造 デロイト トーマツ コンサルティング 日経BP社 ／2017088628
交通計画集成9 観光地域の交通需要マネジメント

〈地域科学〉まちづくり資料シリーズ25 交通計画集成
高田邦道 監修 地域科学研究会 ／1997706907

地域施策研究第13号 特集:まちづくりと公共交通の魅力 地方自治研究機構 （財）地方自治研究機構 ／2000707025
ビジョンとドリームのまちづくり まちと交通再生のための都市政策 土井 勉 神戸新聞総合出版センター ／2008071615
地方都市における地域公共交通の維持･活性化に関する調査研究

（国土交通政策研究 第120号）
国土交通省
国土交通政策研究所

国土交通省
国土交通政策研究所 ／2014

090250

日本の地方民鉄と地域社会 青木栄一 古今書院 ／2006068309
ローカル・ガバナンスと社会的企業 新たな地方鉄道経営 古平 浩 追手門学院大学出版会 ／2014083685
ライフスタイルを形成した鉄道事業 （情熱の日本経営史8） 老川慶喜・渡邉恵一 芙蓉書房出版 ／2014084354
日本一のローカル線をつくる たま駅長に学ぶ公共交通再生 小嶋光信 学芸出版社 ／2012080151
鉄客商売 JR九州大躍進の極意 唐池恒二 （株）PHP研究所 ／2016088914
観光列車が旅を変えた 地域を拓く鉄道チャレンジの軌跡（交通新聞社新書105） 堀内重人 交通新聞社 ／2016088252
日本の都市と路面公共交通 西村幸格 学芸出版社 ／2006068585
路面電車で広がる鉄の世界 チンチン電車と都市計画がわかる本 小川裕夫 秀和システム ／2012081538
バスでまちづくり 都市交通の再生をめざして 中村文彦 学芸出版社 ／2006068769
地域で守ろう! 鉄道・バス 堀内重人 学芸出版社 ／2012
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バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
よ
り

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長 

企
画
室
長 

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

25
回

第

　
今
回
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
1
0

年
）
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略

表 1 日韓国際観光カンファレンス2017 プログラム

　
2
0
1
7
年
11
月
17
日
（
金
）、
ソ
ウ
ル
に
て
「
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
研
究
協
定
を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化

観
光
研
究
院
（K

orea C
ulture &

 T
ourism

 Institute

、

以
下
、
K
C
T
I
）
と
、
開
催
地
を
交
互
に
変
え
な
が
ら
毎

年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
第
4
期
目
と
な
る 

M
O
U
（M

em
orandum

 of 

U
nderstanding 

on 
R
esearch 

C
ooperation

）
を
締

結
し
、
引
き
続
き
、
両
機
関
が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究

交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H

eritage Invitational G
rant P

rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

　
そ
の
後
は
、
両
機
関
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
当
財
団
か
ら
は
「
日
本
に

お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」（
山
田
雄
一
観
光
政
策
研
究

部
次
長
）
と
、「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」

（
吉
澤
清
良
観
光
地
域
研
究
部
次
長
）
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　
K
C
T
I
か
ら
は
「
連
休
が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究
委
員
）、「
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」（Y

U
, 

Jiyun 

研
究
委
員
）
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

開会・挨拶
MOU締結式
参加者紹介

発表 1
山田雄一 観光政策研究部次長・主席研究員（JTBF）
日本におけるDMOの最新動向

14:00

閉会17:30

休憩15:30

14:10
14:20
14:30

発表 2
PARK,Sang-gon 副研究委員（KCTI）
連休が観光需要に及ぼす影響15:00

発表 3
吉澤清良 観光地域研究部次長・主席研究員（JTBF）

日本における観光資源の
評価手法について

15:50

発表 4
YU,Jiyun 研究委員（KCTI）

冬季オリンピック開催成功要因及び
平昌観光戦略

16:20

【座長】 KIM,Sangtae 本部長

【コメンテーター】
SON,Younghoon教授
(Seoul National University),

KIM,Hyojin教授
(Seoul National University),

YEO,Kyoungjin教授
(Korea National Open University)

ディスカッション16:50

　
先
日
、
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
2
年
後

に
は
日
本
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
稿
で
は
、Y

U
, Jiyun 

研
究
委
員
に
よ
る
「
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」
の

発
表
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（
2
0
0
2
年
）、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
1
9
9
8

年
）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、そ
の
成
功
要
因
を
分
析
し

た
上
で
、2
0
1
8
年
2
月
に
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る
平
昌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

企業利益、環境の持続性、社会的責任といった3つの基準で
実績を判断する持続経営フレームワークを公式に採択。

環境に及ぼす影響を最小限に抑え、社会的かつ経済的な持
続可能性の要素をベニューやビレッジ建設に取り入れる。大
会後も地域のニーズに応える形でベニューや住居を開発。

「2010持続可能性スタープログラム」を掲げ、社会・経済・環
境分野の増進に貢献したスポンサーやパートナーのイニシア
チブを選定し表彰。バンクーバーオリンピックの選手村近くの
下水処理施設から発生する熱を、再生可能エネルギーとして
暖房や温水に活用。選手村の屋上緑化を進め建物から発生
する炭素の50%を相殺しつつ断熱や雨水管理にも有効活用。
オリンピックベニューや選手村での省エネ及び温室効果ガス
排出削減の現状をリアルタイムで測定・管理・報告するために
オンライン技術を駆使。

スポーツ人材発掘及び先住民青少年向け活性化事業を展開。
大会運営基金を立ち上げ、スポーツ施設の運営や高機能スポ
ーツ育成をサポート。大会終了後、スピードスケート競技場を
多目的スポーツ施設としてウィルチェアラグビー、車いすバス
ケットボール、ローイングなどに活用。地域住民の健康増進及
び社会体育の発展に貢献した。

非営利団体「2010 Legacies now」を設立し、社会的レガシ
ーの創出をリード。20万人の住民が新しいスポーツプログラ
ムに参加、107地域社会で障がい者や高齢者のためにアクセ
ス性を改善したほか、53万人の学生がアクションスクールBC
に参加、BC州各地で445件の芸術・文化プロジェクトを進行。
1,900機関と1万人余りの人々がボランティアとして参加。

カナダ観光局は、オリンピック開催の2年前からカナダ観光ブ
ランドにおける大々的な刷新作業を実施。大会が終わって約
10ヵ月後、カナダは国家ブランド指数で世界一に選定。

3.環境へ配慮した再生可能エネルギーの活用

4.スポーツ振興と人材育成

5.社会文化的レガシーの創出

6.観光ブランド力のアップ

2.持続可能な施設開発

1.持続可能な経営と責任性

YU, Jiyun 研究委員発表資料を基にJTBF作成

表 2 バンクーバー冬季オリンピックの主な戦略と実施内容

第237号 April 201843 42※ここで使用している図表は、KCTIの発表資料（日本語訳）によるものです。また、文章につきましては、KCTI発表内容をもとに、一部JTBFにて加筆・修正を加えています。
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バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
成
功
要
因
及
び

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
よ
り

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長 

企
画
室
長 

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

25
回

第

　
今
回
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
1
0

年
）
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略

表 1 日韓国際観光カンファレンス2017 プログラム

　
2
0
1
7
年
11
月
17
日
（
金
）、
ソ
ウ
ル
に
て
「
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
7
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
研
究
協
定
を
結
ん
で
い
る
韓
国
文
化

観
光
研
究
院
（K

orea C
ulture &

 T
ourism

 Institute

、

以
下
、
K
C
T
I
）
と
、
開
催
地
を
交
互
に
変
え
な
が
ら
毎

年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
第
4
期
目
と
な
る 

M
O
U
（M

em
orandum

 of 

U
nderstanding 

on 
R
esearch 

C
ooperation

）
を
締

結
し
、
引
き
続
き
、
両
機
関
が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究

交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H

eritage Invitational G
rant P

rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

　
そ
の
後
は
、
両
機
関
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
当
財
団
か
ら
は
「
日
本
に

お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」（
山
田
雄
一
観
光
政
策
研
究

部
次
長
）
と
、「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」

（
吉
澤
清
良
観
光
地
域
研
究
部
次
長
）
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　
K
C
T
I
か
ら
は
「
連
休
が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究
委
員
）、「
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」（Y

U
, 

Jiyun 

研
究
委
員
）
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

開会・挨拶
MOU締結式
参加者紹介

発表 1
山田雄一 観光政策研究部次長・主席研究員（JTBF）
日本におけるDMOの最新動向

14:00

閉会17:30

休憩15:30

14:10
14:20
14:30

発表 2
PARK,Sang-gon 副研究委員（KCTI）
連休が観光需要に及ぼす影響15:00

発表 3
吉澤清良 観光地域研究部次長・主席研究員（JTBF）

日本における観光資源の
評価手法について

15:50

発表 4
YU,Jiyun 研究委員（KCTI）

冬季オリンピック開催成功要因及び
平昌観光戦略

16:20

【座長】 KIM,Sangtae 本部長

【コメンテーター】
SON,Younghoon教授
(Seoul National University),

KIM,Hyojin教授
(Seoul National University),

YEO,Kyoungjin教授
(Korea National Open University)

ディスカッション16:50

　
先
日
、
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
2
年
後

に
は
日
本
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
稿
で
は
、Y

U
, Jiyun 

研
究
委
員
に
よ
る
「
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
成
功
要
因
及
び
平
昌
観
光
戦
略
」
の

発
表
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（
2
0
0
2
年
）、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
1
9
9
8

年
）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、そ
の
成
功
要
因
を
分
析
し

た
上
で
、2
0
1
8
年
2
月
に
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る
平
昌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

企業利益、環境の持続性、社会的責任といった3つの基準で
実績を判断する持続経営フレームワークを公式に採択。

環境に及ぼす影響を最小限に抑え、社会的かつ経済的な持
続可能性の要素をベニューやビレッジ建設に取り入れる。大
会後も地域のニーズに応える形でベニューや住居を開発。

「2010持続可能性スタープログラム」を掲げ、社会・経済・環
境分野の増進に貢献したスポンサーやパートナーのイニシア
チブを選定し表彰。バンクーバーオリンピックの選手村近くの
下水処理施設から発生する熱を、再生可能エネルギーとして
暖房や温水に活用。選手村の屋上緑化を進め建物から発生
する炭素の50%を相殺しつつ断熱や雨水管理にも有効活用。
オリンピックベニューや選手村での省エネ及び温室効果ガス
排出削減の現状をリアルタイムで測定・管理・報告するために
オンライン技術を駆使。

スポーツ人材発掘及び先住民青少年向け活性化事業を展開。
大会運営基金を立ち上げ、スポーツ施設の運営や高機能スポ
ーツ育成をサポート。大会終了後、スピードスケート競技場を
多目的スポーツ施設としてウィルチェアラグビー、車いすバス
ケットボール、ローイングなどに活用。地域住民の健康増進及
び社会体育の発展に貢献した。

非営利団体「2010 Legacies now」を設立し、社会的レガシ
ーの創出をリード。20万人の住民が新しいスポーツプログラ
ムに参加、107地域社会で障がい者や高齢者のためにアクセ
ス性を改善したほか、53万人の学生がアクションスクールBC
に参加、BC州各地で445件の芸術・文化プロジェクトを進行。
1,900機関と1万人余りの人々がボランティアとして参加。

カナダ観光局は、オリンピック開催の2年前からカナダ観光ブ
ランドにおける大々的な刷新作業を実施。大会が終わって約
10ヵ月後、カナダは国家ブランド指数で世界一に選定。

3.環境へ配慮した再生可能エネルギーの活用

4.スポーツ振興と人材育成

5.社会文化的レガシーの創出

6.観光ブランド力のアップ

2.持続可能な施設開発

1.持続可能な経営と責任性

YU, Jiyun 研究委員発表資料を基にJTBF作成

表 2 バンクーバー冬季オリンピックの主な戦略と実施内容

第237号 April 201843 42※ここで使用している図表は、KCTIの発表資料（日本語訳）によるものです。また、文章につきましては、KCTI発表内容をもとに、一部JTBFにて加筆・修正を加えています。
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バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

図 1 ソルトレイクシティ冬季オリンピックにおける文化芸術振興の考え方
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

図 2 事例分析のキーワード
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H
eritage Invitational G

rant P
rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
研
究
発
表
は
短
時
間
で
し
た
が
、
相

互
の
研
究
動
向
や
観
光
政
策
の
動
き
の

一
端
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
日
本
で
の
研
究
経
験
も
あ
る
先
生
方
が
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
韓
国
と
日
本
に
お
け
る
観
光
政

お
わ
り
に

策
に
つ
い
て
の
課
題
意
識
の
類
似
点
や
相
違
点
を
共
有
し
た

ほ
か
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
連
休

が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究

委
員
）
の
発
表
に
お
い
て
は
、
全
国
民
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
国
民
旅
行
実
態
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析

に
よ
る
と
、
連
休
が
1
日
増
加
す
る
こ
と
で
、
特
に
国
内
旅

行
の
増
加
が
顕
著
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
旅
行
消
費
額

は
全
国
民
で
9
2
0
億
ウ
ォ
ン（
日
本
円
で
約
92
億
円
）に
な

る
と
い
う
試
算
結
果
が
出
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
に
お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」
の
発
表
に
対
し
て

は
、
D
M
O
と
し
て
の
自
立
的
な
運
営
方
法
を
は
じ
め
、
財

源
確
保
に
向
け
た
課
題
解
決
方
法
や
最
新
動
向
な
ど
に
つ
い

て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
に
お
け

る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
観
光
資
源
の
評
価
方
法
や
、
観
光
資
源
台
帳
公
開
後

の
地
域
か
ら
の
反
応
、
観
光
資
源
台
帳
の
活
用
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
韓

国
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
も
存
在
し
ま
す
。

両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
理
解
し
た
上
で
相
互
の
観
光
政
策

の
動
き
を
注
目
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
J
T
B
F
と
K
C
T
I
に
お
い
て
は
、
両
機
関
ひ
い
て
は

両
国
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
有
意
義
な
研
究
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

文化イベントと
芸術フェスティバル

レガシーの
創出と
後利用

地域住民参加と
地域社会振興

接続可能な
スポーツと
観光ブランド
の確立

LEGACY

CULTURE

REGION

SUSTAINABLE
●文化がオリンピックのメインキーワードとして認識
●米国の開拓文化・遺産を世界と共有し、文化芸術活動を通して展開

Cultural
Olympiad

●世界中のパフォーマーが参加する60回の公演と12本の展示会を開催（財政困難を克服）
●2001年から1年間推進（開催機関：2002.2/10～2/26）

Project &
Performance

●展示、公演、舞踊など現代と伝統を織り交ぜた様々な文化芸術イベント開催
●テーマはオリンピック、文化芸術または米国史や開拓史上の著名人を記念

Cultural
Festival

●米西部の先住民文化や伝統的な文化遺産を中心に公演、展示、講演などを構成 
●地域文化支援プログラム（Heritage Invitational Grant Program）で
　約40ヵ所に財政支援

Heritage
Invitational

YU, Jiyun 研究委員による発表の様子

文化芸術 Festival
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バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
化
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
概
念
を
初
め
て
取
り
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
、

7
都
市
で
合
計
2
0
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
70
カ
所
で

6
0
0
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
開
催
し
た
。
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
先
住
民
の
青
少
年
を
支
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
設
立
を
は
じ
め
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
芸
術
を
取
り
入
れ
た
教
育
推
進
な
ど

を
お
こ
な
っ
た
。

　
戦
略
の
柱
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
経
営
と
責
任
性
、
②

持
続
可
能
な
施
設
開
発
、
③
環
境
へ
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
人
材
育
成
、
⑤
社

会
文
化
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
、
⑥
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ

プ
を
掲
げ
、
中
で
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
企
業
利
益
、
環

境
の
持
続
性
、
社
会
的
責
任
の
3
つ
の
基
準
に
お
い
て
判
断

す
る
持
続
経
営
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
択
し
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
る
（
表
2
）。

　
ま
た
、「2010 Legacies now

」
と
い
う
非
営
利
機
関

の
設
立
を
通
じ
て
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
全

ー
に
基
づ
い
て
開
発
し
た
観
光
商
品
の
P
R
と
観
光
客
誘
致

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
引
き
続

き
カ
ナ
ダ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
海
外
の
旅
行
会

社
へ
の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
カ
ナ
ダ

は
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
で
世
界
一
に
選
定
さ
れ
た
。

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、〝Light in the Fire W

ithin

〞
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
文
化
芸
術
を
メ
イ

ン
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
米
国
の
開
拓
文
化
・
遺
産
を
世
界
と

図 1 ソルトレイクシティ冬季オリンピックにおける文化芸術振興の考え方
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

図 2 事例分析のキーワード
（YU, Jiyun 研究委員発表資料より）

共
有
す
る
た
め
、
展
示
、
公
演
、
ダ
ン
ス
、
文
学
、
音
楽
、

映
画
な
ど
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体

的
に
は
2
0
0
1
年
か
ら
1
年
に
わ
た
り
世
界
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
60
の
公
演
、
12
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た

他
、「H

eritage Invitational G
rant P

rogram

」
で
は
、

40
地
域
の
文
化
支
援
を
お
こ
な
っ
た
（
図
１
）。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴

　
1
9
9
8
年
の
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
愛
と
参

加
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
①
子
供
た
ち
の
参

加
促
進
、
②
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、
③
平
和
と
友

好
の
祭
典
の
実
現
の
3
つ
を
柱
に
据
え
た
。
　

　
特
に
①
子
供
た
ち
の
参
加
促
進
で
は
、
子
供
の
参
加
を
高

め
る
た
め
の
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
長
野
市
内
の
7
7
校
が
参
加
各
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
を
深
め
る
「
一
校
一
国
運
動
」

を
展
開
し
た
他
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む
世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ

ー
募
金
」
の
設
立
、
子
供
向
け
に
10
万
枚
の
競
技
入
場
券
を

半
額
で
販
売
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ア
ク
セ

ス
統
制
、
動
画
技
術
、
デ
ー
タ
送
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
気
象

予
報
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
競
技
場
の

設
計
や
低
公
害
車
の
導
入
、
再
生
可
能
素
材
を
使
用
し
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る「
T
e
a
m

98
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
住
民
も
含
め
て
世
界
の
人
々
へ
の

お
も
て
な
し
に
力
を
入
れ
た
他
、
地
域
共
同
体
レ
ベ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
は
あ
て
ぃ
長
野
」
が
立
ち
上

が
り
、
長
野
を
訪
れ
る
選
手
や
観
客
を
も
て
な
す
た
め
、
住

民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
他
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
低
予
算
で
効
果
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
、

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
要
因

　
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
例
分
析
に
際
し
て
は
、
持
続
可

能
性
、
地
域
、
文
化
、
レ
ガ
シ
ー
の
4
つ
の
視
点
で
整
理
で

き
る
と
考
え
て
い
る
（
図
2
）。 

そ
の
上
で
今
回
紹
介
し
た

3
つ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
点
を

抽
出
す
る
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
の
利
用
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
合
理
的
な
施

設
運
営
、
環
境
に

配
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
、
社
会

文
化
的
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
多
彩
な
文

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
芸
術
・
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス

改
善
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　
観
光
戦
略
で
は
、
カ
ナ
ダ
観
光
局
が
「L

everagin
g 

C
anada's 

G
am

es: 
2008-2012 

O
lym

pic 
G

am
es 

tourism
 
S
trategy

」
を
策
定
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
む
4

年
に
わ
た
り
3
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
第
一
段
階
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
特
性
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
対
外

的
に
広
報
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
観

光
商
品
の
開
発
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
構
築
を
お
こ
な

っ
た
。
第
三
段
階
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
地
域
社
会
や
住
民
へ
の
配
慮
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
計
画
的
な
戦
略
の
も
と
で
各
種
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
各
国
の
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
構
築
、
住
民
の
意
識
醸
成
や
近
隣
都
市
と
の
連
携
に
よ

る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や
文
化

芸
術
観
光
の
活
性
化
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
3
度
目
の
挑
戦
で
招
致
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

世
界
陸
上
選
手
権
大
会
を
加
え
た
4
大
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
国
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「P

assion.C
onnected

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
熱
い
情
熱
で
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
世
界
の
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
新
境
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
改
革
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
済
（
効
率

的
な
運
用
に
よ
る
均
衡
な
財
政
）、
環
境（
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
初
と
な
る
持
続
可
能
経
営
体
制
国
際
認
定（IS

O
2
0
1
2
1

）

の
獲
得
）、
文
化（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）、
I
C
T（
U
H
D
放

送
を
通
じ
た
実
感
型
メ
デ
ィ
ア
や
世
界
最
高
水
準
の
自
動
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
る
先
端
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、

平
和
（
今
大
会
を
朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
を
誓
う
「
平
昌
五
輪
停
戦
の
壁
」
の

設
置
、
お
よ
び
休
戦
）
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、
訪
れ
た
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

お
も
て
な
し
、
記
憶
に
残
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
安
心
か

つ
便
利
に
滞
在
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
意
識
し
て
い
る
。

い
わ
ば 

S
m

art 
T
o
u
rism

（S
m

ile, 
M

em
o
rab

le, 

A
w

eso
m

e, R
eliab

le, T
o
u
rism

）
と
し
て
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
研
究
発
表
は
短
時
間
で
し
た
が
、
相

互
の
研
究
動
向
や
観
光
政
策
の
動
き
の

一
端
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
日
本
で
の
研
究
経
験
も
あ
る
先
生
方
が
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
韓
国
と
日
本
に
お
け
る
観
光
政

お
わ
り
に

策
に
つ
い
て
の
課
題
意
識
の
類
似
点
や
相
違
点
を
共
有
し
た

ほ
か
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
連
休

が
観
光
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
」（P

A
R
K
, S

ang-gon 

副
研
究

委
員
）
の
発
表
に
お
い
て
は
、
全
国
民
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
国
民
旅
行
実
態
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析

に
よ
る
と
、
連
休
が
1
日
増
加
す
る
こ
と
で
、
特
に
国
内
旅

行
の
増
加
が
顕
著
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
旅
行
消
費
額

は
全
国
民
で
9
2
0
億
ウ
ォ
ン（
日
本
円
で
約
92
億
円
）に
な

る
と
い
う
試
算
結
果
が
出
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
に
お
け
る
D
M
O
の
最
新
動
向
」
の
発
表
に
対
し
て

は
、
D
M
O
と
し
て
の
自
立
的
な
運
営
方
法
を
は
じ
め
、
財

源
確
保
に
向
け
た
課
題
解
決
方
法
や
最
新
動
向
な
ど
に
つ
い

て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
に
お
け

る
観
光
資
源
の
評
価
手
法
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
観
光
資
源
の
評
価
方
法
や
、
観
光
資
源
台
帳
公
開
後

の
地
域
か
ら
の
反
応
、
観
光
資
源
台
帳
の
活
用
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
韓

国
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
も
存
在
し
ま
す
。

両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
理
解
し
た
上
で
相
互
の
観
光
政
策

の
動
き
を
注
目
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
J
T
B
F
と
K
C
T
I
に
お
い
て
は
、
両
機
関
ひ
い
て
は

両
国
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
有
意
義
な
研
究
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

文化イベントと
芸術フェスティバル

レガシーの
創出と
後利用

地域住民参加と
地域社会振興

接続可能な
スポーツと
観光ブランド
の確立

LEGACY

CULTURE

REGION

SUSTAINABLE
●文化がオリンピックのメインキーワードとして認識
●米国の開拓文化・遺産を世界と共有し、文化芸術活動を通して展開

Cultural
Olympiad

●世界中のパフォーマーが参加する60回の公演と12本の展示会を開催（財政困難を克服）
●2001年から1年間推進（開催機関：2002.2/10～2/26）

Project &
Performance

●展示、公演、舞踊など現代と伝統を織り交ぜた様々な文化芸術イベント開催
●テーマはオリンピック、文化芸術または米国史や開拓史上の著名人を記念

Cultural
Festival

●米西部の先住民文化や伝統的な文化遺産を中心に公演、展示、講演などを構成 
●地域文化支援プログラム（Heritage Invitational Grant Program）で
　約40ヵ所に財政支援

Heritage
Invitational

YU, Jiyun 研究委員による発表の様子

文化芸術 Festival

第237号 April 201845 44※文章については、KCTI発表内容をもとに、一部JTBFにて加筆、補足をおこなっている。
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2
0
1
8
年
2
月
8
日（
木
）、
第
12
回
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
獨
協
大
学
外
国
部
学

部
交
流
文
化
学
科
教
授
の
山
口
誠
氏
を
お
招

き
し
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い

う
考
え
方
　
〜
産
官
学
の
連
携
と
新
た
な
観

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

【
第
1
部
】

話
題
提
供

12 回第

光
文
化
の
創
出
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
山
口
氏
を

は
じ
め
、
同
学
部
准
教
授
の
鈴
木
涼
太
郎
氏

や
須
永
和
博
氏
と
の
共
同
で
構
想
し
て
い
る

概
念
で
す
。
山
口
氏
は
、
旅
は
誰
も
が
自
然

れ
た
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
原
点
に
な
っ
て

い
る
。
近
代
に
お
け
る
工
業
化
や
技
術
化
、

大
衆
化
な
ど
を
背
景
に
生
ま
れ
た
特
殊
な
社

会
的
行
為
が
「
観
光
」
で
あ
り
、
社
会
的
に

習
得
さ
れ
た
「
不
自
然
な
行
為
」
で
あ
る
と

も
言
え
る
。

●
リ
テ
ラ
シ
ー
の
原
義
は
読
み
書
き
能
力
や

識
字
率
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
為
の
す
べ
て

が
習
得
と
リ
テ
ラ
シ
ー
の
対
象
に
な
る
。
観

光
の
分
野
に
お
い
て
も
「
観
光
」
を
自
明
視

せ
ず
、
そ
の
「
か
た
ち
」
や
「
文
法
」
を
意

識
化
し
、
批
判
的
に
考
察
し
、
再
編
す
る
た

め
の
技
法
と
学
知
を
構
想
で
き
な
い
だ
ろ
う

山
口 

誠（
や
ま
ぐ
ち
・
ま
こ
と
）

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
教
授
。

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
社
会
情
報
学
）。

専
門
は
観
光
研
究
、メ
デ
ィ
ア
研
究
、歴
史
社
会
学
。

主
な
著
書
に『
ニ
ッ
ポ
ン
の
海
外
旅
行
』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
0
年
）、

『
グ
ア
ム
と
日
本
人
』（
岩
波
書
店
、2
0
0
7
年
）、

『
英
語
講
座
の
誕
生
』（
講
談
社
、2
0
0
1
年
）、

『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』（
共
著
、新
潮
社
、2
0
0 

年
）な
ど
。

に
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
歩

く
こ
と
、
話
す
こ
と
と
同
様
に
何
年
も
か
け

て
意
識
的
に
学
ぶ
も
の
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

産
官
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
旅
や
観
光
を

多
角
的
か
つ
批
判
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
観
光
文
化
を
探
求
す
る
た
め
の
ル
ー

「
ツ
ー
リ
ズ
ム・
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
考
え
方
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
と
考
え
た
の
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ

ー
で
あ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
の
成
果
を
参
照
し
た

ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
実
践
の
た
め
の
ス
キ
ル

と
考
察
の
た
め
の
理
論
の
２
つ
の
要
素
で
構

成
さ
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
観
光
研
究
が

実
践
の
場
に
対
し
て
観
光
文
化
を
促
進
す
る

た
め
の
理
論
を
提
供
す
る
な
ど
、
実
践
と
理

論
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
観
光
に

特
有
な
「
観
る
」
こ
と
と
「
考
え
る
」
こ
と

を
実
践
す
る
た
め
の
方
法
と
知
で
あ
り
、
そ

の
習
得
に
よ
り
社
会
と
自
己
を
相
対
化
し
、

新
た
な
可
能
性
と
多
様
性
を
楽
し
む
た
め
の

教
育
と
研
究
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
構
成
す
る

４
層
と
し
て
、
①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト

（gu
est

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③
観
光
で

考
え
る 

観
光
研
究（tourism

 research

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
、④
観
光
を
考
え
る 

観
光

理
論（to

u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー

に
の
４
つ
に
整
理
し
て
い
る
。現
在
の
観
光

研
究
で
は
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
、
③
観
光
で
考
え
る 

観

光
研
究（to

u
rism

 research

）の
リ
テ
ラ

〜
産
官
学
の
連
携
と

新
た
な
観
光
文
化
の
創
出
〜

シ
ー
に
関
す
る
成
果
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、

①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト（gu

est

）の
リ
テ

ラ
シ
ー
や
、
④
観
光
を
考
え
る 

観
光
理
論

（to
u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
は
成
果
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
２
つ
の

層
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
（
図
１
）。

●
産
業
界
は
ホ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
み
な

ら
ず
ゲ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ
と

め
、
学
術
界
は
観
光
研
究
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に

加
え
観
光
理
論
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ

と
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
際
に
行
政
や
公
益
財
団
法
人
な
ど

が
両
者
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
観
光
文
化
の
創
造

へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

観
光
振
興
を
目
指
す
産
業
系
観
光
教
育
（
第

２
層
）
と
、
観
光
の
諸
問
題
を
問
う
批
判
的

観
光
研
究
（
第
３
層
）
の
媒
介
と
し
て
ゲ
ス

ト
（
第
１
層
）
と
観
光
理
論
（
第
４
層
）
を

整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
４
層
を
複

合
的
に
実
践
す
る
一
例
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
旅
の
図
書
館
が
収
蔵
す
る
１
０
０
年
あ
ま

り
前
の
訪
日
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
『
ツ
ー

リ
ス
ト
』
の
記
事
を
分
析
し
、「
１
０
０
年

前
の
観
光
」
を
追
体
験
し
、
そ
の
観
光
的
想

像
力
を
「
観
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
か
つ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
東
京
に
お
け

る
「
芝
」
エ
リ
ア
を
題
材
と
し
た
場
合
、
実

際
に
現
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
（
第
１

層
）
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
芝
の
魅
力
を
発
信

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
記
事
を
執
筆

し
発
表
す
る
（
第
２
層
）。
そ
の
上
で
、
観

光
資
源
と
し
て
の
芝
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら

消
え
て
い
っ
た
理
由
を
分
析
し
（
第
３
層
）、

批
判
的
考
察
を
お
こ
な
う
（
第
４
層
）
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観

光
の
変
化
を
自
ら
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
考
察
す
る
た
め
の
良
い
レ
ッ
ス
ン
に
な

る
た
め
、
私
の
ゼ
ミ
で
実
践
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
旅
行
」
と
「
観
光
」
は
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
明
確

で
は
な
く
、
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。「
旅
」
の
歴
史
は
長
い
が
、
そ
の

一
種
で
あ
る
「
観
光
」
は
19
世
紀
に
整
備
さ

ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
の
も

と
、
今
回
は
そ
の
試
論
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
26
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

第
1
部
の
山
口
氏
か
ら
の
話
題
提
供
の
後
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

図 1 ツーリズム・リテラシーの構成と射程
（山口氏発表資料より抜粋）

guest

host

research

theory

現況図

ツーリズム・リテラシーを構成する４層
観光で観る ゲスト（guest）のリテラシー
観光を観る ホスト（host）のリテラシー
観光で考える 観光研究（tourism research）のリテラシー
観光を考える 観光理論（tourism theory）のリテラシー

※各層は相互に連関するため、複数の層に関わる事例も多い。
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2
0
1
8
年
2
月
8
日（
木
）、
第
12
回
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
獨
協
大
学
外
国
部
学

部
交
流
文
化
学
科
教
授
の
山
口
誠
氏
を
お
招

き
し
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い

う
考
え
方
　
〜
産
官
学
の
連
携
と
新
た
な
観

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

【
第
1
部
】

話
題
提
供

12 回第

光
文
化
の
創
出
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
山
口
氏
を

は
じ
め
、
同
学
部
准
教
授
の
鈴
木
涼
太
郎
氏

や
須
永
和
博
氏
と
の
共
同
で
構
想
し
て
い
る

概
念
で
す
。
山
口
氏
は
、
旅
は
誰
も
が
自
然

れ
た
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
原
点
に
な
っ
て

い
る
。
近
代
に
お
け
る
工
業
化
や
技
術
化
、

大
衆
化
な
ど
を
背
景
に
生
ま
れ
た
特
殊
な
社

会
的
行
為
が
「
観
光
」
で
あ
り
、
社
会
的
に

習
得
さ
れ
た
「
不
自
然
な
行
為
」
で
あ
る
と

も
言
え
る
。

●
リ
テ
ラ
シ
ー
の
原
義
は
読
み
書
き
能
力
や

識
字
率
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
為
の
す
べ
て

が
習
得
と
リ
テ
ラ
シ
ー
の
対
象
に
な
る
。
観

光
の
分
野
に
お
い
て
も
「
観
光
」
を
自
明
視

せ
ず
、
そ
の
「
か
た
ち
」
や
「
文
法
」
を
意

識
化
し
、
批
判
的
に
考
察
し
、
再
編
す
る
た

め
の
技
法
と
学
知
を
構
想
で
き
な
い
だ
ろ
う

山
口 

誠（
や
ま
ぐ
ち
・
ま
こ
と
）

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
教
授
。

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
社
会
情
報
学
）。

専
門
は
観
光
研
究
、メ
デ
ィ
ア
研
究
、歴
史
社
会
学
。

主
な
著
書
に『
ニ
ッ
ポ
ン
の
海
外
旅
行
』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
0
年
）、

『
グ
ア
ム
と
日
本
人
』（
岩
波
書
店
、2
0
0
7
年
）、

『
英
語
講
座
の
誕
生
』（
講
談
社
、2
0
0
1
年
）、

『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』（
共
著
、新
潮
社
、2
0
0 

年
）な
ど
。

に
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
歩

く
こ
と
、
話
す
こ
と
と
同
様
に
何
年
も
か
け

て
意
識
的
に
学
ぶ
も
の
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

産
官
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
旅
や
観
光
を

多
角
的
か
つ
批
判
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
観
光
文
化
を
探
求
す
る
た
め
の
ル
ー

「
ツ
ー
リ
ズ
ム・
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
考
え
方
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
と
考
え
た
の
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ

ー
で
あ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
の
成
果
を
参
照
し
た

ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
実
践
の
た
め
の
ス
キ
ル

と
考
察
の
た
め
の
理
論
の
２
つ
の
要
素
で
構

成
さ
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
観
光
研
究
が

実
践
の
場
に
対
し
て
観
光
文
化
を
促
進
す
る

た
め
の
理
論
を
提
供
す
る
な
ど
、
実
践
と
理

論
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
観
光
に

特
有
な
「
観
る
」
こ
と
と
「
考
え
る
」
こ
と

を
実
践
す
る
た
め
の
方
法
と
知
で
あ
り
、
そ

の
習
得
に
よ
り
社
会
と
自
己
を
相
対
化
し
、

新
た
な
可
能
性
と
多
様
性
を
楽
し
む
た
め
の

教
育
と
研
究
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
構
成
す
る

４
層
と
し
て
、
①
観
光
で
観
る 
ゲ
ス
ト

（gu
est

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③
観
光
で

考
え
る 

観
光
研
究（tourism

 research

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
、④
観
光
を
考
え
る 

観
光

理
論（to

u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー

に
の
４
つ
に
整
理
し
て
い
る
。現
在
の
観
光

研
究
で
は
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
、
③
観
光
で
考
え
る 

観

光
研
究（to

u
rism

 research

）の
リ
テ
ラ

〜
産
官
学
の
連
携
と

新
た
な
観
光
文
化
の
創
出
〜

シ
ー
に
関
す
る
成
果
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、

①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト（gu

est

）の
リ
テ

ラ
シ
ー
や
、
④
観
光
を
考
え
る 

観
光
理
論

（to
u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
は
成
果
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
２
つ
の

層
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
（
図
１
）。

●
産
業
界
は
ホ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
み
な

ら
ず
ゲ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ
と

め
、
学
術
界
は
観
光
研
究
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に

加
え
観
光
理
論
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ

と
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
際
に
行
政
や
公
益
財
団
法
人
な
ど

が
両
者
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
観
光
文
化
の
創
造

へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

観
光
振
興
を
目
指
す
産
業
系
観
光
教
育
（
第

２
層
）
と
、
観
光
の
諸
問
題
を
問
う
批
判
的

観
光
研
究
（
第
３
層
）
の
媒
介
と
し
て
ゲ
ス

ト
（
第
１
層
）
と
観
光
理
論
（
第
４
層
）
を

整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
４
層
を
複

合
的
に
実
践
す
る
一
例
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
旅
の
図
書
館
が
収
蔵
す
る
１
０
０
年
あ
ま

り
前
の
訪
日
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
『
ツ
ー

リ
ス
ト
』
の
記
事
を
分
析
し
、「
１
０
０
年

前
の
観
光
」
を
追
体
験
し
、
そ
の
観
光
的
想

像
力
を
「
観
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
か
つ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
東
京
に
お
け

る
「
芝
」
エ
リ
ア
を
題
材
と
し
た
場
合
、
実

際
に
現
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
（
第
１

層
）
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
芝
の
魅
力
を
発
信

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
記
事
を
執
筆

し
発
表
す
る
（
第
２
層
）。
そ
の
上
で
、
観

光
資
源
と
し
て
の
芝
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら

消
え
て
い
っ
た
理
由
を
分
析
し
（
第
３
層
）、

批
判
的
考
察
を
お
こ
な
う
（
第
４
層
）
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観

光
の
変
化
を
自
ら
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
考
察
す
る
た
め
の
良
い
レ
ッ
ス
ン
に
な

る
た
め
、
私
の
ゼ
ミ
で
実
践
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
旅
行
」
と
「
観
光
」
は
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
明
確

で
は
な
く
、
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。「
旅
」
の
歴
史
は
長
い
が
、
そ
の

一
種
で
あ
る
「
観
光
」
は
19
世
紀
に
整
備
さ

ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
の
も

と
、
今
回
は
そ
の
試
論
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
26
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

第
1
部
の
山
口
氏
か
ら
の
話
題
提
供
の
後
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

図 1 ツーリズム・リテラシーの構成と射程
（山口氏発表資料より抜粋）

guest

host

research

theory

現況図

ツーリズム・リテラシーを構成する４層
観光で観る ゲスト（guest）のリテラシー
観光を観る ホスト（host）のリテラシー
観光で考える 観光研究（tourism research）のリテラシー
観光を考える 観光理論（tourism theory）のリテラシー

※各層は相互に連関するため、複数の層に関わる事例も多い。
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参
加
者
…
観
光
を
学
生
に
教
え
る
際
に
難
し

い
と
感
じ
る
の
は
、
何
を
学
ば
せ
た
ら
よ
い

か
で
あ
る
。
特
に
テ
ー
マ
を
ど
う
見
つ
け
る

か
と
い
う
点
と
、
学
生
が
ど
う
関
心
を
持
つ

か
と
い
う
点
が
課
題
に
な
る
と
思
う
が
、
も

し
何
か
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

山
口
氏
…
観
光
学
の
特
徴
は
相
対
化
と
い
う

【
第
2
部
】

意
見
交
換　

終
了
後
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
か
ら
は
、「〝
新
た
な

観
光
文
化
の
創
出
〞
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で

参
加
し
た
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
と
い
う
新

視
点
と
、
4
層
の
も
の
さ
し
を
示
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」「
旅
・
観
光

の
現
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
が
ん
ば

っ
て
い
な
が
ら
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
学
問

れ
た
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
原
点
に
な
っ
て

い
る
。
近
代
に
お
け
る
工
業
化
や
技
術
化
、

大
衆
化
な
ど
を
背
景
に
生
ま
れ
た
特
殊
な
社

会
的
行
為
が
「
観
光
」
で
あ
り
、
社
会
的
に

習
得
さ
れ
た
「
不
自
然
な
行
為
」
で
あ
る
と

も
言
え
る
。

●
リ
テ
ラ
シ
ー
の
原
義
は
読
み
書
き
能
力
や

識
字
率
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
為
の
す
べ
て

が
習
得
と
リ
テ
ラ
シ
ー
の
対
象
に
な
る
。
観

光
の
分
野
に
お
い
て
も
「
観
光
」
を
自
明
視

せ
ず
、
そ
の
「
か
た
ち
」
や
「
文
法
」
を
意

識
化
し
、
批
判
的
に
考
察
し
、
再
編
す
る
た

め
の
技
法
と
学
知
を
構
想
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
た
の
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ

ー
で
あ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
の
成
果
を
参
照
し
た

ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
実
践
の
た
め
の
ス
キ
ル

と
考
察
の
た
め
の
理
論
の
２
つ
の
要
素
で
構

成
さ
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
観
光
研
究
が

実
践
の
場
に
対
し
て
観
光
文
化
を
促
進
す
る

た
め
の
理
論
を
提
供
す
る
な
ど
、
実
践
と
理

論
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
観
光
に

特
有
な
「
観
る
」
こ
と
と
「
考
え
る
」
こ
と

を
実
践
す
る
た
め
の
方
法
と
知
で
あ
り
、
そ

の
習
得
に
よ
り
社
会
と
自
己
を
相
対
化
し
、

新
た
な
可
能
性
と
多
様
性
を
楽
し
む
た
め
の

教
育
と
研
究
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
構
成
す
る

４
層
と
し
て
、
①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト

（gu
est

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③
観
光
で

考
え
る 

観
光
研
究（tourism

 research

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
、④
観
光
を
考
え
る 

観
光

理
論（to

u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー

に
の
４
つ
に
整
理
し
て
い
る
。現
在
の
観
光

研
究
で
は
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
、
③
観
光
で
考
え
る 

観

光
研
究（to

u
rism

 research

）の
リ
テ
ラ

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

例
え
ば
、
最
初
に
メ
ガ
ネ
を

か
け
た
日
は
違
和
感
が
あ
る

が
、
観
る
と
い
う
こ
と
が
矯

正
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
３
日
た
て
ば
当
た
り

前
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

よ
う
に
、
私
た
ち
は
普
段
、

プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
化
す

る
の
が
観
光
学
で
あ
る
と
伝

え
て
い
る
。
例
え
ば
、
通
い

慣
れ
て
い
る
電
車
で
も
、
運

転
手
席
の
後
ろ
に
立
っ
て
み

る
と
普
段
は
気
づ
か
な
か
っ

た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
そ

の
気
付
き
を
自
分
で
得
ら
れ

シ
ー
に
関
す
る
成
果
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、

①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト（gu

est

）の
リ
テ

ラ
シ
ー
や
、
④
観
光
を
考
え
る 

観
光
理
論

（to
u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
は
成
果
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
２
つ
の

層
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
（
図
１
）。

●
産
業
界
は
ホ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
み
な

ら
ず
ゲ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ
と

め
、
学
術
界
は
観
光
研
究
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に

加
え
観
光
理
論
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ

と
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
際
に
行
政
や
公
益
財
団
法
人
な
ど

が
両
者
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
観
光
文
化
の
創
造

へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

観
光
振
興
を
目
指
す
産
業
系
観
光
教
育
（
第

２
層
）
と
、
観
光
の
諸
問
題
を
問
う
批
判
的

観
光
研
究
（
第
３
層
）
の
媒
介
と
し
て
ゲ
ス

ト
（
第
１
層
）
と
観
光
理
論
（
第
４
層
）
を

整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
４
層
を
複

合
的
に
実
践
す
る
一
例
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
旅
の
図
書
館
が
収
蔵
す
る
１
０
０
年
あ
ま

り
前
の
訪
日
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
『
ツ
ー

リ
ス
ト
』
の
記
事
を
分
析
し
、「
１
０
０
年

前
の
観
光
」
を
追
体
験
し
、
そ
の
観
光
的
想

像
力
を
「
観
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
か
つ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
東
京
に
お
け

る
「
芝
」
エ
リ
ア
を
題
材
と
し
た
場
合
、
実

際
に
現
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
（
第
１

層
）
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
芝
の
魅
力
を
発
信

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
記
事
を
執
筆

し
発
表
す
る
（
第
２
層
）。
そ
の
上
で
、
観

光
資
源
と
し
て
の
芝
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら

消
え
て
い
っ
た
理
由
を
分
析
し
（
第
３
層
）、

批
判
的
考
察
を
お
こ
な
う
（
第
４
層
）
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観

光
の
変
化
を
自
ら
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
考
察
す
る
た
め
の
良
い
レ
ッ
ス
ン
に
な

る
た
め
、
私
の
ゼ
ミ
で
実
践
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
旅
行
」
と
「
観
光
」
は
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
明
確

で
は
な
く
、
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。「
旅
」
の
歴
史
は
長
い
が
、
そ
の

一
種
で
あ
る
「
観
光
」
は
19
世
紀
に
整
備
さ

お
わ
り
に

る
か
ど
う
か
が
観
光
に
お
い
て
は
重
要
で
あ

る
た
め
、
授
業
や
ゼ
ミ
な
ど
で
学
生
た
ち
に

発
表
さ
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
旅
行
の
特
徴
と
は
何
か
と
よ
く
聞

か
れ
る
。
文
化
社
会
学
系
の
研
究
分
野
に
お

い
て
、
観
光
を
取
り
扱
う
か
ら
こ
そ
見
出
せ

る
理
論
は
あ
る
か
。

山
口
氏
…
旅
行
は
家
や
車
に
次
い
で
３
番
目

に
高
い
人
生
の
買
い
物
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

家
や
車
と
大
き
く
違
う
の
は
購
入
後
に
形
と

し
て
手
元
に
残
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
観
光
が
世
界
規
模
の
経
済
を
動
か

し
て
い
る
の
は
、
同
じ
事
を
繰
り
返
し
て
過

ご
し
て
い
る
日
常
を
離
脱
し
た
時
に
、
自
分

を
相
対
化
し
、
新
し
い
自
分
が
見
え
る
と
い

う
他
の
商
材
に
は
な
い
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
の
先
は
私
自

身
で
も
理
論
化
で
き
て
い
な
い
が
、
た
と
え

ば
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
と
ヨ
ー
ナ
ス
・
ラ
ー
ス

ン
著
『
観
光
の
ま
な
ざ
し
』（
一
財
）法
政
大

学
出
版
局
、
2
0
1
4
）
に
エ
ッ
セ
ン
ス
が

詰
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

を
超
え
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
う
。」「
私
自
身
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ

ラ
シ
ー
に
つ
い
て
前
か
ら
考
え
て
お
り
、
な

ぜ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
か
と

い
う
点
に
も
、
リ
テ
ラ
シ
ー
が
関
わ
る
と
思

い
ま
す
。」「
観
光
の
学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
観
点
か
ら
観
て
い

く
と
い
う
、
大
変
面
白
い
試
み
に
感
じ
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
に
携
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
観
光
を
相
対
化
す
る

参
加
者
…
日
本
で
は
観
光
と
い
う
言
葉
の
定

義
が
曖
昧
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
定
義
が

明
確
に
さ
れ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
理
解
し
て
し
ま
い
、

議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

山
口
氏
…
観
光
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
ト
ラ
ベ
ル

も
ト
リ
ッ
プ
も
ジ
ャ
ー
ニ
ー
も
、
定
義
を
し

た
方
が
良
い
と
は
思
う
が
、
学
問
分
野
に
よ

っ
て
も
理
解
の
仕
方
が
微
妙
に
異
な
る
の
で
、

厳
密
に
定
義
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
現
場
に
よ
っ
て
言
葉
の
定
義
が
異
な
る

と
い
う
前
提
は
あ
る
に
せ
よ
、
定
義
を
す
り

合
わ
せ
て
い
く
作
業
自
体
は
面
白
い
と
思
う
。

事
務
局
…
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考

え
る
際
に
、
観
光
地
や
観
光
産
業
の
立
場
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
く

べ
き
か
。

山
口
氏
…
観
光
は
遊
び
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

意
味
も
あ
る
が
、
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り
、

自
分
の
価
値
観
が
変
わ
る
よ
う
な
機
会
に
も

な
る
。
一
方
で
、
若
者
が
海
外
旅
行
に
行
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
は
若
者
に
元
気
が
な
く

な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
観
光
の
価
値
や
魅

力
が
提
供
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
観
光
は
人
生
で
３
番
目
に
高
い
買

い
物
で
あ
る
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
観
光
地

が
よ
り
意
識
し
て
、
他
地
域
の
真
似
で
は
な

い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
観
光
産
業
で
も
特
に
旅
行

会
社
の
例
で
言
う
と
、
単
に

旅
行
の
予
約
代
行
を
す
る
の

で
は
な
く
旅
行
会
社
を
通
さ

な
け
れ
ば
で
き
な
い
経
験
や

価
値
を
提
供
し
う
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
思
う
。
観
光

地
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
だ
け

で
は
な
く
、
も
っ
と
多
様
な

も
の
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
新

し
い
観
光
や
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
意
味
で
は
旅
行

会
社
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
な
り
え
る
し
、
社
会
を
も

っ
と
多
様
で
面
白
く
変
え
て
い
く
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
に
な
り
得
る
。

こ
と
、
さ
ら
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー

を
意
識
し
た
現
状
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
で

観
光
の
価
値
が
高
ま
り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が

何
を
す
べ
き
か
、
研
究
と
実
践
を
ど
う
つ
な

い
で
い
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

議
論
を
深
め
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）
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参
加
者
…
観
光
を
学
生
に
教
え
る
際
に
難
し

い
と
感
じ
る
の
は
、
何
を
学
ば
せ
た
ら
よ
い

か
で
あ
る
。
特
に
テ
ー
マ
を
ど
う
見
つ
け
る

か
と
い
う
点
と
、
学
生
が
ど
う
関
心
を
持
つ

か
と
い
う
点
が
課
題
に
な
る
と
思
う
が
、
も

し
何
か
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

山
口
氏
…
観
光
学
の
特
徴
は
相
対
化
と
い
う

【
第
2
部
】

意
見
交
換　

終
了
後
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
か
ら
は
、「〝
新
た
な

観
光
文
化
の
創
出
〞
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で

参
加
し
た
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
と
い
う
新

視
点
と
、
4
層
の
も
の
さ
し
を
示
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」「
旅
・
観
光

の
現
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
が
ん
ば

っ
て
い
な
が
ら
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
学
問

れ
た
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
原
点
に
な
っ
て

い
る
。
近
代
に
お
け
る
工
業
化
や
技
術
化
、

大
衆
化
な
ど
を
背
景
に
生
ま
れ
た
特
殊
な
社

会
的
行
為
が
「
観
光
」
で
あ
り
、
社
会
的
に

習
得
さ
れ
た
「
不
自
然
な
行
為
」
で
あ
る
と

も
言
え
る
。

●
リ
テ
ラ
シ
ー
の
原
義
は
読
み
書
き
能
力
や

識
字
率
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
為
の
す
べ
て

が
習
得
と
リ
テ
ラ
シ
ー
の
対
象
に
な
る
。
観

光
の
分
野
に
お
い
て
も
「
観
光
」
を
自
明
視

せ
ず
、
そ
の
「
か
た
ち
」
や
「
文
法
」
を
意

識
化
し
、
批
判
的
に
考
察
し
、
再
編
す
る
た

め
の
技
法
と
学
知
を
構
想
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
た
の
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ

ー
で
あ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
の
成
果
を
参
照
し
た

ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
実
践
の
た
め
の
ス
キ
ル

と
考
察
の
た
め
の
理
論
の
２
つ
の
要
素
で
構

成
さ
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
観
光
研
究
が

実
践
の
場
に
対
し
て
観
光
文
化
を
促
進
す
る

た
め
の
理
論
を
提
供
す
る
な
ど
、
実
践
と
理

論
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
観
光
に

特
有
な
「
観
る
」
こ
と
と
「
考
え
る
」
こ
と

を
実
践
す
る
た
め
の
方
法
と
知
で
あ
り
、
そ

の
習
得
に
よ
り
社
会
と
自
己
を
相
対
化
し
、

新
た
な
可
能
性
と
多
様
性
を
楽
し
む
た
め
の

教
育
と
研
究
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
構
成
す
る

４
層
と
し
て
、
①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト

（gu
est

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
、③
観
光
で

考
え
る 

観
光
研
究（tourism

 research

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
、④
観
光
を
考
え
る 

観
光

理
論（to

u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー

に
の
４
つ
に
整
理
し
て
い
る
。現
在
の
観
光

研
究
で
は
、②
観
光
を
観
る 

ホ
ス
ト（h

o
st

）

の
リ
テ
ラ
シ
ー
や
、
③
観
光
で
考
え
る 

観

光
研
究（to

u
rism

 research

）の
リ
テ
ラ

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

例
え
ば
、
最
初
に
メ
ガ
ネ
を

か
け
た
日
は
違
和
感
が
あ
る

が
、
観
る
と
い
う
こ
と
が
矯

正
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
３
日
た
て
ば
当
た
り

前
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

よ
う
に
、
私
た
ち
は
普
段
、

プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
化
す

る
の
が
観
光
学
で
あ
る
と
伝

え
て
い
る
。
例
え
ば
、
通
い

慣
れ
て
い
る
電
車
で
も
、
運

転
手
席
の
後
ろ
に
立
っ
て
み

る
と
普
段
は
気
づ
か
な
か
っ

た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
そ

の
気
付
き
を
自
分
で
得
ら
れ

シ
ー
に
関
す
る
成
果
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、

①
観
光
で
観
る 

ゲ
ス
ト（gu

est

）の
リ
テ

ラ
シ
ー
や
、
④
観
光
を
考
え
る 

観
光
理
論

（to
u
rism

 
th

eo
ry

）の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
は
成
果
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
２
つ
の

層
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
（
図
１
）。

●
産
業
界
は
ホ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
み
な

ら
ず
ゲ
ス
ト
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ
と

め
、
学
術
界
は
観
光
研
究
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に

加
え
観
光
理
論
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
に
つ

と
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
際
に
行
政
や
公
益
財
団
法
人
な
ど

が
両
者
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
観
光
文
化
の
創
造

へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

観
光
振
興
を
目
指
す
産
業
系
観
光
教
育
（
第

２
層
）
と
、
観
光
の
諸
問
題
を
問
う
批
判
的

観
光
研
究
（
第
３
層
）
の
媒
介
と
し
て
ゲ
ス

ト
（
第
１
層
）
と
観
光
理
論
（
第
４
層
）
を

整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
４
層
を
複

合
的
に
実
践
す
る
一
例
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
旅
の
図
書
館
が
収
蔵
す
る
１
０
０
年
あ
ま

り
前
の
訪
日
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
『
ツ
ー

リ
ス
ト
』
の
記
事
を
分
析
し
、「
１
０
０
年

前
の
観
光
」
を
追
体
験
し
、
そ
の
観
光
的
想

像
力
を
「
観
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
か
つ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
東
京
に
お
け

る
「
芝
」
エ
リ
ア
を
題
材
と
し
た
場
合
、
実

際
に
現
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
（
第
１

層
）
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
芝
の
魅
力
を
発
信

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
記
事
を
執
筆

し
発
表
す
る
（
第
２
層
）。
そ
の
上
で
、
観

光
資
源
と
し
て
の
芝
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら

消
え
て
い
っ
た
理
由
を
分
析
し
（
第
３
層
）、

批
判
的
考
察
を
お
こ
な
う
（
第
４
層
）
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
観

光
の
変
化
を
自
ら
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
考
察
す
る
た
め
の
良
い
レ
ッ
ス
ン
に
な

る
た
め
、
私
の
ゼ
ミ
で
実
践
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
旅
行
」
と
「
観
光
」
は
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
明
確

で
は
な
く
、
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。「
旅
」
の
歴
史
は
長
い
が
、
そ
の

一
種
で
あ
る
「
観
光
」
は
19
世
紀
に
整
備
さ

お
わ
り
に

る
か
ど
う
か
が
観
光
に
お
い
て
は
重
要
で
あ

る
た
め
、
授
業
や
ゼ
ミ
な
ど
で
学
生
た
ち
に

発
表
さ
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
旅
行
の
特
徴
と
は
何
か
と
よ
く
聞

か
れ
る
。
文
化
社
会
学
系
の
研
究
分
野
に
お

い
て
、
観
光
を
取
り
扱
う
か
ら
こ
そ
見
出
せ

る
理
論
は
あ
る
か
。

山
口
氏
…
旅
行
は
家
や
車
に
次
い
で
３
番
目

に
高
い
人
生
の
買
い
物
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

家
や
車
と
大
き
く
違
う
の
は
購
入
後
に
形
と

し
て
手
元
に
残
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
観
光
が
世
界
規
模
の
経
済
を
動
か

し
て
い
る
の
は
、
同
じ
事
を
繰
り
返
し
て
過

ご
し
て
い
る
日
常
を
離
脱
し
た
時
に
、
自
分

を
相
対
化
し
、
新
し
い
自
分
が
見
え
る
と
い

う
他
の
商
材
に
は
な
い
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
の
先
は
私
自

身
で
も
理
論
化
で
き
て
い
な
い
が
、
た
と
え

ば
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
と
ヨ
ー
ナ
ス
・
ラ
ー
ス

ン
著
『
観
光
の
ま
な
ざ
し
』（
一
財
）法
政
大

学
出
版
局
、
2
0
1
4
）
に
エ
ッ
セ
ン
ス
が

詰
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

を
超
え
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
う
。」「
私
自
身
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ

ラ
シ
ー
に
つ
い
て
前
か
ら
考
え
て
お
り
、
な

ぜ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
か
と

い
う
点
に
も
、
リ
テ
ラ
シ
ー
が
関
わ
る
と
思

い
ま
す
。」「
観
光
の
学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
観
点
か
ら
観
て
い

く
と
い
う
、
大
変
面
白
い
試
み
に
感
じ
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
に
携
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
観
光
を
相
対
化
す
る

参
加
者
…
日
本
で
は
観
光
と
い
う
言
葉
の
定

義
が
曖
昧
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
定
義
が

明
確
に
さ
れ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
理
解
し
て
し
ま
い
、

議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

山
口
氏
…
観
光
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
ト
ラ
ベ
ル

も
ト
リ
ッ
プ
も
ジ
ャ
ー
ニ
ー
も
、
定
義
を
し

た
方
が
良
い
と
は
思
う
が
、
学
問
分
野
に
よ

っ
て
も
理
解
の
仕
方
が
微
妙
に
異
な
る
の
で
、

厳
密
に
定
義
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
現
場
に
よ
っ
て
言
葉
の
定
義
が
異
な
る

と
い
う
前
提
は
あ
る
に
せ
よ
、
定
義
を
す
り

合
わ
せ
て
い
く
作
業
自
体
は
面
白
い
と
思
う
。

事
務
局
…
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考

え
る
際
に
、
観
光
地
や
観
光
産
業
の
立
場
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
く

べ
き
か
。

山
口
氏
…
観
光
は
遊
び
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

意
味
も
あ
る
が
、
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り
、

自
分
の
価
値
観
が
変
わ
る
よ
う
な
機
会
に
も

な
る
。
一
方
で
、
若
者
が
海
外
旅
行
に
行
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
は
若
者
に
元
気
が
な
く

な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
観
光
の
価
値
や
魅

力
が
提
供
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
観
光
は
人
生
で
３
番
目
に
高
い
買

い
物
で
あ
る
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
観
光
地

が
よ
り
意
識
し
て
、
他
地
域
の
真
似
で
は
な

い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
観
光
産
業
で
も
特
に
旅
行

会
社
の
例
で
言
う
と
、
単
に

旅
行
の
予
約
代
行
を
す
る
の

で
は
な
く
旅
行
会
社
を
通
さ

な
け
れ
ば
で
き
な
い
経
験
や

価
値
を
提
供
し
う
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
思
う
。
観
光

地
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
だ
け

で
は
な
く
、
も
っ
と
多
様
な

も
の
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
新

し
い
観
光
や
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
意
味
で
は
旅
行

会
社
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
な
り
え
る
し
、
社
会
を
も

っ
と
多
様
で
面
白
く
変
え
て
い
く
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
に
な
り
得
る
。

こ
と
、
さ
ら
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー

を
意
識
し
た
現
状
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
で

観
光
の
価
値
が
高
ま
り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が

何
を
す
べ
き
か
、
研
究
と
実
践
を
ど
う
つ
な

い
で
い
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

議
論
を
深
め
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

第237号 April 201849 48

46_49_観光文化_237号_活動報告.indd   48 2018/04/04   11:11



　観
光
に
関
す
る
本
や
記
事
に
は
、
そ
も
そ

も
旅
行
商
品
の
普
及
や
旅
行
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
提
供
す
る
意
図
を
持
た
ず
に
書
か
れ
た
も

の
も
多
い
。
鷲
田
清
一
氏
の
『
京
都
の
平

熱
』（
2
0
0
7
年
初
版
、
講
談
社
）
も
、

体
裁
は
2
0
6
系
統
の
バ
ス
路
線
に
そ
っ
て

著
者
の
生
活
と
関
わ
り
を
持
つ
地
域
を
説
明

す
る
ガ
イ
ド
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
本
質
は
記
憶
か
ら
生
活
の
諸
相
を
描
い
た

本
で
あ
る
。

　あ
と
が
き
に
、「
記
憶
は
、
油
断
し
て
い

る
と
す
ぐ
に
、
よ
く
で
き
た
「
説
明
」
に
す

り
替
わ
る
か
ら
だ
。「
説
明
」
に
す
り
替
わ

っ
た
記
憶
は
も
は
や
記
憶
で
は
な
い
。
そ
こ

に
は
わ
た
し
そ
の
も
の
よ
り
も
、
あ
り
そ
こ

ね
た
わ
た
し
の
ほ
う
が
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
よ
く
で
き
た
記
憶
、
辻
褄
の
あ
っ

た
記
憶
の
そ
の
脇
に
、
ま
る
で
身

を
隠
し
眼
だ
け
ぬ
っ
と
出
し
て
そ

れ
を
の
ぞ
い
て
い
る
わ
た
し
が
い
る
、
と
言

っ
た
ほ
う
が
ま
だ
近
い
。」
と
あ
り
、『
京
都

の
平
熱
』
の
執
筆
は
「
自
己
確
認
の
旅
」
を

ま
と
め
た
も
の
と
あ
る
。

　そ
う
だ
と
す
る
と
。
こ
の
本
を
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
し
て
読
ん
で
、
2
0
6
系
統
の
バ
ス

路
線
沿
い
の
町
を
訪
ね
る
旅
は
、
正
し
く
は
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
、
歴
史
町
歩

き
で
も
、
物
見
遊
山
の
旅
で
も
な
い
こ
と
に

な
る
。〝
鷲
田
清
一
の
記
憶
を
た
ど
る
〞
の

が
読
者
の
『
京
都
の
平
熱
』
の
読
み
で
有
り
、

も
し
そ
れ
を
実
際
の
旅
程
と
し
て
旅
を
す
る

な
ら
ば
、〝
記
憶
の
追
体
験
の
旅
〞
と
す
る

の
が
正
し
い
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
筆
者

が
読
者
に
ど
の
よ
う
な
読
み
を
期
待
し
て
い

る
か
で
あ
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

歴
史
町
歩
き
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
解
説
の
よ
う
な
、
旅
行
産
業
の

「
商
品
」
と
し
て
機
能
的
な
解
説
へ
の
期
待

に
応
え
る
も
の
で
は
な
い
。
本
の
副
題
に

「
哲
学
者
の
都
市
案
内
」
と
あ
る
が
、「
哲

学
者
」
が
、
町
を
観
る
、
住
民
か
ら
聞
く
、

観
光
客
な
ど
の
通
り
す
が
り
の
人
々
を
視
野

に
収
め
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
記
憶
を
綴
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
本
の
前
半
「
北
へ
」
の
章
に
あ

る
「
高
台
寺
塔
頭
̶
奇
人
た
ち
の
宿
」
の
節

で
、
寺
院
や
民
宿
を
説
明
し
た
後
に
、

「「
普
通
」が
消
え
た
ま
ち
」
の
節
が
つ
づ
き
、

そ
の
結
論
部
は
、「「
普
通
」
と
い
う
名
で
共

有
し
て
き
た
信
頼
の
空
気
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
危
険
な
場
所
と
は
、

「
共
同
性
」
が
解
体
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

と
す
れ
ば
、
そ
の
解
体
が
な
に
よ
り
も
「
普

通
」
の
場
所
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。」
と
極
め
て
論
理
的
な
文
で
閉
じ
ら

れ
て
い
る
。
記
憶
を
物
語
化
し
な
い
で
、
記

憶
の
も
う
一
方
の
角
に
存
在
し
て
い
た
論
理

と
結
び
つ
け
た
説
明
へ
と
展
開
さ
れ
る
。

　哲
学
者
と
言
う
人
物
像
（
筆
者
）
を
用
い
、

哲
学
の
論
理
を
素
材
と
し
て
町
を
観
て
し
ま

う
筆
者
の
記
憶
の
面
白
さ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
が
本
書
の
面
白
さ
で
あ
る
。

連載

当財団専門委員

わたしの１冊
12 回第

村
上
和
夫（
む
ら
か
み・か
ず
お
）

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
。立
教
大
学
大
学
院
社
会
学
研

究
科
応
用
社
会
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
。萩
女
子
短
期
大
学
助
教
授
、

横
浜
商
科
大
学
商
学
部
教
授
、立
教
大
学
社
会
学
部

教
授
等
を
経
て
2
0
1
8
年
3
月
ま
で
立
教
大
学
観

光
学
部
教
授
。日
本
観
光
研
究
学
会
評
議
員・日
本

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
学
会
評
議
員
。著
書
は

『
新
現
代
観
光
総
論
』（
共
著
、学
文
社
、2
0
1
5
）、

『
た
の
し
み
を
解
剖
す
る
―
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
基
礎

理
論
』（
共
著
、現
代
書
館
、2
0
0
8
）、『
観
光
地
を

磨
く
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』（
共
著
、立
教

大
学
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、

2
0
0
7
）『
観
光
学
入
門
』（
共
著
、有
斐
閣
、

2
0
0
1
）な
ど
。

『京都の平熱 
哲学者の都市案内』
立教新座中学校・高等学校 校長、元立教大学 教授

村上和夫

鷲田清一 著
鈴木理策 写真
講談社、2007年
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236号（2018年1月発行）特集：人生に旅を！ 節目旅行ノススメ
　旅に出るきっかけを人生の〝節目 に求めるのは日本人だけではないだろうが、旧暦に見ら

れるように季節の変化がはっきりし、伊勢参りのように本音と建前を使い分ける日本人には節

目をいわば言い訳に旅に出る傾向が強い。近年、若者の間では、“節目に旅に出る”から“旅に

出ることで人生に節目を作る”、つまり希薄になった地縁、血縁などの人間関係を円滑にするた

め、仲間と一緒に旅に出かけることで節目を作るという知恵が生み出されているとも言われて

いる。節目旅行の意味が大きく変わろうとしていると見ることもでき、地域がこうした新たな需

要に対応していくことも一考に値するのではないか。A4判66ページ／本体価格1,000円＋税。

235号（2017年10月発行）特集：持続可能な観光
　国連は2017年を「持続可能な国際観光年」と定め、観光の視点から持続可能性を高

める呼びかけを行っています。当財団でも自主・受託事業を通じて同テーマに取り組んで

きました。しかし、これまでは理論・概念からの整理が主で、現場の視点からの整理・分

析が不足しています。そこで、本特集では、具体的な事例を中心に持続可能な観光を分析

し、持続可能な観光の「現場」での「実践」に向けた提言を行っています。A4判54ペー

ジ／本体価格1,000円＋税。

234号（2017年7月発行）特集：デスティネーション・マネジメントの潮流
　DMOはデスティネーション・マネジメント（Destination Management）およびデス

ティネーション・マーケティング（Destination Marketing）を担う組織とされ、観光に

よる地域振興の司令塔として期待されている。もともと、マネジメントもマーケティングも

企業経営用語であるが、地域を企業に置き換えれば解るようにマネジメント（経営・管理）

あってのマーケティングである。しかしながら、デスティネーション・マネジメントの概念

の誕生や変遷については、必ずしも共通の理解となっていない。そこで、本概念の定義や

実態について、学術面、実践面の両面から整理を行い、我が国における展開と方向につ

いて検討してみる。A4判58ページ／本体価格1,000円＋税。

233号（2017年4月発行）
特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには
　訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻

度が増えることが予想される中、外国人観光客の消費を地域経済活性化に結び付けると

いう視点が重要となります。本特集ではこうした視点に立ち、インバウンド先進観光地の

中長期的な動向と施策の変遷や、観光地での消費活動別に先進的な事例を整理しまし

た。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのインタビューを行い、「着

地」と「発地」の両面から考察を行いました。A4判64ページ／本体価格1,000円＋税。

・180号（2006年11月発行）以降のものは、全ページを当財団のホームページで公開しています（PDF）。
・�169号（2005年1月発行）以降のものは、アマゾンamazon.co.jpでオン・デマンド印刷版を販売しています。�
※創刊号～168号は販売準備中です。
・年間定期購読については当財団のホームページでご案内しています。

〝

『観光文化』バックナンバーのご案内
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『旅行年報2017』（発行：2017年10月）
　日本人や外国人の旅行市場や観光産業、観光地、観光政策などについて、各種統計資

料や、当財団が実施した独自の調査結果をもとに、一年の動向を解説しています。

　また、本号より、第Ⅳ編 観光地に「Ⅳ-9自然」「Ⅳ-10歴史・文化」「Ⅳ-11温泉」を、第Ⅴ

編 観光政策に「Ⅴ-3主要市町村による観光政策」を新たに追加しました。A4判224ペー

ジ／本体価格2,000円＋税。2014年版からホームページで公開しています。

『観光地づくりオーラルヒストリー』（発行：2017年8月）
　本冊子は、当財団の自主研究『これからの観光地づくりと観光計画に関する研究』の一部

を「観光地づくりオーラルヒストリー」として取りまとめ、発刊したものです。これまで我が国に

おいて先導的に観光計画の策定や観光地づくりに取り組んできたフィジカルプランナー10人

に対してインタビューを行い、暗黙知をできる限り形式知とするオーラルヒストリーの手法に

よって進めました。そして、これからの観光地づくりや観光計画のあり方への視座が得られる

ものとなるようにしました。A4判174ページ／本体価格1,500円＋税。

『温泉まちづくり　2016年度　温泉まちづくり研究会 総括レポート』
（発行：2017年3月）
　2016年度に開催した3回の研究会の内容を取りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、

由布院、道後の各温泉の、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、研究会で

今後考えていくべきテーマについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のG7伊勢志摩

サミット開催地となった鳥羽温泉郷を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際して

の知見として、サミット開催地に求められた対応、課題とその対応策、開催効果、開催後の展

開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、「温泉地の観光推進組織（DMO）を考える」と題し

て、DMOの基本的な役割や海外の現況、会員温泉地での取り組み状況、今後の取り組み推進に向けた課題や対

応策などについて討議しました。A4判94ページ／本体価格1,500円＋税。2011年度版からホームページで公開 

しています。

『平成29年度 観光地経営講座 講義録』（発行：2017年11月）
　平成29年度の本講座では、行政・広域での連携（長野県飯山市）、漁業×観光、官民で

の連携（三重県鳥羽市）、コミュニティの住民を交えた連携（徳島県にし阿波）、金融を交え

た連携（長野県山ノ内町）の4つの事例を取り上げ、観光地経営を担う個 の々主体が自立し

て自らの役割を担いつつ相互に連携する関係を「パートナーシップ」と表現して、その重要性

について解説しました。連携構築や組織づくり・体制づくりに奔走する、主に行政の観光担

当者や観光協会の事務局の皆様に対して、地域の誰と、どのようなパートナーシップを築い

ていくべきかについてのヒントを提供します。A4判79ページ／本体価格1,000円＋税。平成25年度版からホーム

ページで公開しています。

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

・ここで紹介している出版物は、全ページをホームページで公開しています。
・またアマゾン（amazon.co.jp）で、オンデマンド印刷版を販売しています。
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　気になる観光の話題を、独自の観点で切り取った「研究員コラム」。ここではその冒頭をご紹介します。
全文は当財団のホームページでご覧ください。隔週月曜日の更新です。

熊本地震被災地の今�[vol.365]� 牧野博明
東日本大震災と同様に震度7を記録した熊本地震も、2018年4月に3年目を迎えました。こち
らも完全復旧に至るまでには道のり遠く、現在も復旧工事が急ピッチで進められています。い
ずれの地震も、生活面だけでなく、観光面にも大きな影響を与えています。この影響を科学的
に分析・把握することを目的に、当財団では熊本地震発生以降、九州産業大学と共同で、熊
本地震が観光に与えた影響に関する調査・研究を実施しています。

地元の観光振興への寄与を考える�[vol.364]� 福永香織
2016年8月にオフィスが旅の図書館と一体となって南青山に移転した。今回の移転はいつも
と違い、終の棲家となることを意識している。顔が見える“ご近所さん”も増え、地域とのつな
がりを以前より強く感じているところである。まずは旅の図書館として港区の観光パンフレッ
トなどが置けたらと考えていたこともあり、港区が実施する「MINATOシティプロモーションク
ルー認定事業」の認定を受け、昨年から館内の一角に港区専用の観光パンフレットラックを
設置している。

富士山登山者アンケートにおける複数手法の比較検証�[vol.363]� 中島泰
静岡・山梨両県では、富士山登山者を対象に、登山道や山頂の混雑状況や、世界文化遺産
としての富士山に対する認識などを尋ねるアンケート調査を毎年実施しています。対象は、富
士山登山を終えた18歳以上の男女で、毎年1,000人以上の登山者から協力を得てデータを
集計・分析しています。2017年は「現地回収」方式に加えて2種類の調査を実施しています。

訪日客の地方訪問意向について考える�[vol.362]� 外山昌樹
当財団では、インバウンドの効果を大都市圏以外にも波及させるという問題意識のもと、訪日
外国人旅行者の地方訪問というテーマについて、継続的に研究を行ってきました。
今回のコラムでは、株式会社日本政策投資銀行と当財団が共同で実施している「DBJ・JTBF 
アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（平成29年版）」のデータを用いながら、訪日
外国人旅行者の地方訪問をいかに促進させるかという点について考えたいと思います。

統計からみた訪日市場の変化と宿泊業の設備投資�[vol.361]� 塩谷英生
訪日市場の拡大が続いている。国際旅行市場も欧州が回復基調にあるなど堅調な伸
びを維持しており、観光立国推進基本計画に掲げる2020年オリンピック年の4,000
万人達成も現実味を帯びてきた。一方で、旅行消費単価は15年まで上昇を続けたも
のの、16年に11.5％減少し、17年は横ばい気味に推移している。要因は様々だが、大
きな流れとしては、市場の裾野の広がりが、LCCや民泊などを利用する層を伴って進
行している状況がある。

まちづくりと観光事業の間にある壁⑧“人”へのまなざし�[vol.358]� 後藤健太郎
「後藤さん、何か参考になる地域の取り組みはありますか。」「観光政策とか、そ
ういうことではなく、 取り組んでいる “人”が生き生きしている地域はどこです
か？」私はこの質問を受けたとき、正直言葉に詰まってしまいました。端的に言え
ば、「自分の眼でちゃんと人を見ていますか」と問われたということだと思います。

「研究員コラム」の紹介
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